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DXと思考

 総合科学研究所所長　　　渋谷　寿

　新型コロナ感染症の蔓延は、様々な社会の変化をもたらしました。特に、IT 化に続く、情報技術の活用によ
るDX（デジタル・トランスフォーメーション）の発展は、在宅ワーク、ネット通販など私たちの仕事の有り様や、
生活の質向上にかつてない変化をもたらしています。これは教育の世界にも言えることであり、大学から幼児教
育の現場まで遠隔授業や遠隔教育・保育の導入が余儀なくされました。このような状況に対応すべく、 年
から 年の 月までに行った総合科学研究所主催の 回の大学講演会のテーマは、遠隔授業の可能性や ICT
機器を用いた具体的指導方法に関する内容でした。それらを通して、IT 環境を整えオンデマンド型と対面型を
組み合わせたブレンデッドラーニングや、対面と遠隔で授業を行うハイブリッド型の授業方法が有効な教育方法
になることが分かりました。
　今後は、これらの特性を踏まえた上で、状況に合わせた教育効果の高い方法を導入することが可能な時代にな
ったと言えるでしょう。京都大学の「Teaching Online@京大」のホームページには、様々な研究者がオンデマ
ンド型と同時双方向型のオンライン授業のあり方や、オンラインと対面を組み合わせたハイブリッド型授業に関
する情報、オンライン授業における学習評価の方法などのサイトにアクセスして情報共有ができるようになって
います。
　アフターコロナの時代においても、このような高等教育の流れは変わらないように思われます。総合科学研究
所の機関研究としての「大学における効果的な授業法の研究 」の内容は、アクティブラーニングの研究から、
授業の IT 化に適応する指導法に発展しています。すでに、教育現場で導入されている ICT を用いた授業に対応
できるスキルは、教職を目指す本学卒業生には必須になりました。そのためにも、大学授業法の研究成果が実際
の大学教育に携わる多くの研究者に情報共有され授業改善につながることが期待されます。
　このような状況の変化に対応するために、大学教員には IT 化に伴う基本的なスキルの習得とそれを担当授業
と効果的に結びつける方法を考えることが求められます。この、普遍的要素としての「考える」ことについて改
めて注目しておきたいと思います。様々な分野で世界的な指導者を輩出している、オックスフォード大学とケン
ブリッジ大学の入試問題は少し変わっていることで知られていますが、ジョン・ファーンドンは、この入試問
題に回答するには、一つの正解を求めるのではなく水平思考が重要だと述べています。例えば、「コンピュータ
ーは良心をもつことができるでしょうか」という問題について、これに解答するには、コンピューターの定義、
AI やプログラミングについて、社会の変化、人間の本質、良心とは、善悪、道徳などについて、自らの知識と
経験を組み合わせて論理的な解答を導き出す必要があり、面接官はこの過程の論理的思考を判断することになり
ます。両大学がいかに「考えること」を重視して人材を育てることを目指しているかが分かります。
　現在、授業改善のために各教員が自分の専門領域においてその研究成果を授業に反映させる方法を考えること
は重要です。また、多くの研究者が協働で思考することは更なる研究成果を生み出すと思われます。総合科学研
究所の機関研究やプロジェクト研究は、分野の異なる研究者が協働で様々な学際的な研究課題に取り組んでいま
す。今後は、様々な情報を共有して、それらを活用した研究成果を発信してより良い世界を作り上げていくとい
う方向に向かって行きます。総合科学研究所の企画・活動をご理解いただき、参加・ご協力していただきますよ
うにお願い致します。
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　本研究は、平成 年度から進められている総合科学
研究所機関研究の授業改善プロジェクトの一環であり、
情報教育・語学教育・教養教育・初年次教育・評価方
法・学士力育成・主体的な学びへと続く「大学における
効果的な授業法の研究 」（平成 年度～令和 年度）
に位置づけられる。
　平成 年度から平成 年度まで実施された「大学に
おける効果的な授業法の研究 ─学生が主体的に学修す
る力を身につけるための教育方法の開発─」において実
施した調査結果（「総合科学研究」第 号 ）からは、
学生の実態として、（ ）全体的に主体性が高いとはい
えず、受け身的な「まじめさ」は持ちあわせている、（ ）
教員が知識・技術を教える講義形式の授業を望んでお
り、課題発見や問題解決をする過程を自分自身ではなく
教員等の他者に任せてしまいたいと考えている傾向が強
い、（ ）全体としてグループワーク等の授業の履修希
望は少なく、アクティブラーニング（以下、AL）の必
要性をあまり理解・認識してはいない、ことが明らかと
なった。その一方で、学修に対する満足感はさほど感じ
ていないことも分かった。
　そこで、「大学における効果的な授業法の研究 」では、
これまでの研究結果をふまえ「主体的学び」という学習
姿勢を発展させていくためには能動的な学修が重要であ
るとして、ALを主題として研究を行うこととした。具
体的な研究課題は、「本学学生における効果的な AL を
探り、将来的に大学全体の教育改善を推進していく際の
確固たる土台を提供すること、及び学士課程教育に還元
させること」を基本として設定した。特に本学は、教育
の主軸を国家資格・免許等の取得に置いている学科と、
学生自らが学びたい専門分野を選択履修できる学科の二
系統に概ね分かれることから、本研究では、それぞれの
学部学科の特性を活かした「本学における効果的なAL
の開発」を行うこととし、次の通り進めた。
　初年度は、まず「ALとは何か」について資料に基づ
いて研究員で議論し共通理解を深めた。ALは、講義法
の課題を補完する方法・手段であることはいうまでもな
いが、これを取り入れる時には、質の高い学習につなが
るように学習活動を設計し、実際に学習の質が高まって
いるかを確認する必要があることを理解した。次に、各
研究員がALを取り入れた授業実践をもとに意見交換を
行った。さらに、「アクティブラーニング」（平成 年、
玉川大学出版部）、「アクティブラーニングをどう始める
か」（平成 年、東信堂）等をテキストと定め、全国的

な動向の中に本学のALの進め方やそれらを用いた学習
に対する評価についても確認できるようにした。
　研究 年目は、各研究員が初年度に共通理解を深め
たALを取り入れた授業を実践し、それを各回で報告し
意見交換を行った。授業にALを導入する場合、まず根
底には学生と教員との信頼関係が必要であるとの意見が
出され、次に各論として、学部・学科での取り組み、全
学共通科目、語学科目、造形科目での取り組み、課外で
の取り組み事例について意見交換を行った。学部での授
業からは、科目の系統性を重視した取り組みとして学生
発表の機会を設け主体的に学ぶ力を段階的につける手法
やALの導入には評価が重要であることからルーブリッ
ク評価を用いた実践事例の報告があった。全学共通科目
では、多人数が履修する科目もあるため、AL導入授業
での留意点は、対象学生の実態を把握し発表やミニッツ
ペーパーを使用する効果を見極め、いくつかを組み合わ
せて用いることが重要であるとの報告があった。語学科
目では、英語は自他双方の考えを尊重しながら人とつな
がっていくコミュニケーションであることから、その基
盤となる力を身に付けるためのALの紹介と協働学習の
授業実践等の紹介があった。また、国語からは、双方向
の活動として文章作成課題の相互添削の取り組みを行っ
た結果、学生による相互添削が文章作成能力の向上に効
果的であったとの報告がなされた。さらに、造形科目か
らは、保育者・教育者を目指す学生を対象とした授業に
ALを導入するには成長過程による表現の違いに着目し
た教材を学生に考えさせることが重要であるなど、多方
面からの報告があり検討を進めた。
　研究最終年度は、今まで当たり前に実施していた対面
授業から遠隔授業等への授業方法の変更を余儀なくされ、
グループワーク、ディスカッションを中心としたALの見直し
や工夫が必要となった。そこで、松下佳代編著「ディープ・
アクティブラーニング」、松下佳代・石井英真編著「アクティブ
ラーニングの評価」の 冊を輪読することで研究内容をさ
らに深め、本学にとって効果的なALについて検討した。
　本稿は、 年間の研究結果を各研究員が第 章から第
章までにまとめたものである。第 章は「アクティブ

ラーニング」の実践をめぐる動向、第 章は授業実践事
例の報告、第 章は学部・学科の特性に応じた授業法と
評価の提案、第 章では新しい時代に求められる「アク
ティブラーニング」への課題を述べている。
　多くの皆さまにご高覧いただき、ご意見を賜ることが
できれば幸いです。
 （三宅元子）
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　「アクティブラーニング」の実践動向を整理する前に、
まず日本において「アクティブラーニング」がどのよう
に登場し扱われてきたのかを概観したい。
　平成 年 月の中央教育審議会大学分科会制度・教
育部会による「学士課程教育の構築に向けて」（審議の
まとめ）において、「大学教員を対象とする調査によれば、
割を超える教員が『学力低下』を問題視し、特に論理

的思考力や表現力、主体性などの能力が低下していると
指摘」された。そして、「学生の主体的・能動的な学び
を引き出す教授法（アクティブ・ラーニング）を重視し、
例えば、学生参加型授業、協調・協同学習、課題解決・
探求学習、PBL などを取り入れる。大学の実情に応じ、
社会奉仕体験活動、サービス・ラーニング、フィールド
ワーク、インターンシップ、海外体験学習や短期留学等
の体験活動を効果的に実施」すべきであると改善策を提
示している。
　さらに、平成 年 月には、中央教育審議会より「新
たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生
涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」の
答申がなされ、「従来のような知識の伝達・注入を中心
とした授業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一
緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に
成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見
いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）へ
の転換が必要である」として、再度アクティブラーニン
グの重要性が復唱され、学部学科等の学校組織にはアク
ティブラーニングが充分できるような環境づくりが求め
られたのである。「発見学習、問題解決学習、体験学習、
調査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディス
カッション、ディベート、グループ・ワーク等も有効な
アクティブ・ラーニングの方法である」と説明している。
なお、「サービス・ラーニング」など、キャンパスの中
だけで教育は完結するものではないことも付け加えられ
ている。
　そして、平成 年 月の教育再生実行会議第七次提
言「これからの時代に求められる資質・能力と、それを
培う教育、教師の在り方について」において、「主体的
に学び、『なぜ、そうなるのか』（Why）を考え、課題
を発見する能力を高めることが重要」として、小・中・
高等学校から大学までを通じて、課題解決に向けた主体
的・協働的で能動的な学び（アクティブラーニング）へ

と授業を革新し、学びの質を高め、その深まりを重視す
ること」が提案されたのである。これによって、アクテ
ィブラーニングは高等教育の現場から、全ての教育現場
へと広がり、広く一般化されていくことになる。令和
年度の学習指導要領にもアクティブラーニング導入が明
記されたのである。

　平成 年度に採択され、平成 年度まで続いていた
大学改革推進事業「大学教育再生加速プログラム（AP
事業）」において、「アクティブラーニング（AL）」が一
つの重要テーマ（アクティブラーニング単独型、学修成
果の可視化との複合型）となり、先進的な取り組みとし
て実施された。下記に採択された大学の取り組みの概要
を「選定取組概要資料」「進捗状況の報告」を参考に提
示する。

〈アクティブラーニング単独型〉
（ ） 徳島大学：「SIT 道場～アクティブラーニング入
門」を初年次必修科目として導入し、反転授業、グルー
プワーク、学修ポートフォリオ、専門領域早期体験等に
よるリフレクションを基盤としたアクティブラーニング
の体験を通して、学生と教員が共に学び合い、成長する
ことで、アクティブラーニングを学士課程全般に浸透さ
せていく取り組み。アクティブラーニング・オンライン
（ALO）を開設している。
（ ）県立広島大学：地域活動を組み込み、主として教
室外で行う「行動型学修」と、学修者の知的能動性を揺
り動かし深い学びを喚起する「参加型学修」を組み合わ
せた「能動的学修」を学士課程教育に計画的に導入して
教育改革を進める全学的な取り組み。生涯にわたり学び
続ける自律的な学修者アクティブラーナーの育成を、目
指している。
（ ）立正大学：講義科目においてタブレットや予習用
動画を活用した双方向授業を展開し、学生の学修意欲と
理解を向上させる。フィールドワーク実習科目では、ワ
ークショップなどの手法を用いて、地域連携を視野に入
れた授業を実施する。またバーチャル教材とリアル教材
を併用して知的好奇心を喚起し、より高度な教育・研究
を目指している。そのため、全学教育推進センターを設
け、全学的な教育推進に努めている。
（ ）京都光華大学：アクティブラーナー育成のための
学修支援体制づくりとして、以下の 領域に取り組んで
いる。①授業の予習復習を課題化して、授業外学修の時
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間を確保し、授業の習熟度を高める。②授業外での課題
学習を支える学習・学修マネジメント支援体制を教職協
働で構築する。③ルーブリック等で、学生の自己評価と
科目担当教員の客観的評価の両方で学習成果を捉え、学
習・学修を点検する。④「光華AL」アセスメントを構
築し、自律的な学び態度に向けて学習行動の改善を図り、
その結果として授業の習熟度を高める。
（ ）徳山大学： 年間の継続的な学びとしてのアクテ
ィブラーニングの体系化を教育改革の柱に掲げ、「教養
ゼミ」における PBL リテラシーの標準化や「地域ゼミ」
の新設に着手した。本事業では、その中核となる地域課
題をテーマとする PBL を一層促進するとともに、一般
的なAL手法の開発と FD・SD活動をとおして、大学講
義全般へのALの浸透を図る全学的・組織的な取組を実
施し、教育の質の転換へ向けた改革の実現を強く加速・
促進する。
（ ）福岡工業大学：本学の人材育成目標（「自律的に
考え、行動し、様々な分野で創造性を発揮できるような
人材（実践型人材）の育成」）を達成するため、本学の
教育改革のフレームに「教授方法の質的転換」を加え、
その具体的方策としてアクティブラーニングの全学的展
開を推進、学生の「知識定着」と「能動的な学修態度の
涵養」の実現を図ろうとする取り組み。
（ ）崇城大学：英語教育施設に併設した自律学修セン
ター（SALC）では、学生が主体的に学修し年間利用者
数が 年間で 倍に拡大した。この SALC のノウハウ
を全学に普及させ学生の自律学修マインドを醸成すると
ともに、専門科目のアクティブラーニング化を推進する
ために全学 SALC・学科 SALCを設置し、利用時間を可
視化して単位の実質化を目指している。
（ ）仙台高等専門学校：教育システムを抜本的に改変
し、次世代型の教育システムを構築・実践する。目指す
教育システムは「全ての学生の能力を十分に伸ばす」こ
とを念頭に置いた、①アクティブラーニング型授業、②
種類の PBL、③マイペース完全習得学習から構成さ

れる。これを実現するために、教員の教育能力開発、カ
リキュラム開発、インフラ・支援体制整備等を重点的に
実施する。
（ ）明石工業専門学校：これまでの高等教育で重視さ
れてこなかった「学生の感情」に焦点を当て、アクティ
ブラーニングセンターを中心に、Ability（一人で何かで
きる力）とCompetency（集団の中で自分の能力を発揮
できる力）を養うアクティブラーニングを実施する。学
生に興味や知る喜びと言った、ポジティブな感情を起こ

させる授業法を実践し、学生の主体的学修を促している。
もう一方は、ポジティブな感情だけでなく、不安や怒り
などネガティブな感情も生まれる環境において、他者と
協働する能力をのばしている。また、教員コーチによる
授業調査・分析や学生ヒアリングから、新たな教授手法
を確立する。

〈アクティブラーニングと学修成果の可視化の複合型〉
（ ）宇都宮大学：新たな地域社会の変革を担う「 C
人材：主体的に挑戦し（Challenge）、自らを変え
（Change）、社会に貢献（Contribution）する人材」の
養成のため、知識の体系を自らの行動につなげ、現実社
会で実践していくための態度・志向・感性とリテラシー
で構成される能力「行動的知性」の着実な獲得の制度設
計を行う。①能動的学修を促すアクティブラーニングの
深化と拡充、②既存科目に含まれる能動的学修の抽出・
整理と高度化・体系化、③ルーブリックに基づく行動
的知性評価手法の確立、④「 C到達度チェックシート」
を運用し、学士課程教育の質的転換を図る。アクティブ
ラーニング Tips 集をWeb 上で公開している。
（ ）金沢大学：学生の主体性を涵養するカリキュラム・
教育方法・学修支援環境の統合的な改革を目的として、
学士課程の専門教育を対象に つの施策：①学域・学類
のパイロット科目の選定、授業カタログの作成などを通
してアクティブラーニングの深化・充実、②アクティブ
ラーニングアドバイザーによる学修支援によって学修環
境の活用・展開、③学修ポートフォリオ・学修カルテお
よび AL ルーブリックの検証・改善による教学 IR に取
り組む。
（ ）山口大学：正課教育と正課外教育の共創により、
共通教育を中心としたアクティブ・ラーニングを組織的
に推進し、次の時代を切り拓く人材として必要な力「山
口大学生コンピテンシー」の修得を保証するため、先導
的な学修成果可視化モデルの構築を行い、学生の学びの
好循環を創出する。AL ベストテーチャー表彰を行い、
授業実践集を作成した。
（ ）長崎大学：「学士力という付加価値を実感させる」
教育への大胆な変革を意図して、モジュール方式（全学
モジュール）の教養教育を導入した。モジュールとは、
現代的テーマの下にパッケージ化された科目群のことで
あり、学生は提供されるモジュールテーマの一つを選択
し、アクティブラーニングを通して、汎用的技能（学ぶ
力・考える力・関わる力・表現する力）の育成を行う。
モジュール方式教育の最大の特長は、 年半の間、教員
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と学生が学びの共同体を形成する点にあり、それは新し
い学び（＝アクティブラーニング）を開発、進化させる
絶好の環境を提供するものである。
（ ）大阪府立大学：授業外の能動的な学修を促進する
ために、ICT 技術を用いた反転学習を中心としたアクテ
ィブラーニングを導入し、システム構築、コンテンツの
作成・蓄積とハードウェアの整備を行いながら全学への
展開を目指している。アクティブラーニング科目の学修
成果を可視化するため、学修行動調査や学生ポートフォ
リオの連携を推進し、さらにルーブリック評価を取り
入れた成績評価方法の開発により、評価指標としての
GPAの実質化を図る。
（ ）共愛学園前橋国際大学：アクティブラーニングの
質保証の研究を行い、学修成果の達成度を高めるALの
実践を促進する。独自に開発する学修成果指標・ポート
フォリオ・ステークホルダー調査等により多元的な学修
成果の可視化を進め、教育プログラムの改善を図るとと
もに主体的学修者育成のための支援を充実させる。
（ ）芝浦工業大学：体系的なアクティブラーニングの
改革、学修成果の可視化と学修時間の保証、教育改革の
推進体制の強化を教育イノベーションセンターのもとで
実現する。
（ ）玉川大学：、アクティブラーニング実施科目の体
系化を図り、それぞれの科目でどのようにアクティブラ
ーニングが行われるかを学生に明示すると同時に、アク
ティブラーニングが適切な指導のもとで行われるよう
に、教員の教育力の養成を目指すものである。加えて、
学生には、アクティブラーニングの有効性を高めるため
に、複数の専門的な支援スタッフを配置し、対応する。
教員に対しては、アクティブラーニングの手法を分類し
たうえで、その到達目標と適切な評価方法を教員間で
共有できるように全員参加型の FDプログラムを実施す
る。アクティブラーニング形式の授業を大幅に増やし、
ルーブリックを採用することで、学修到達目標を明確に
するとともに、学生の授業外学修時間を十分に確保する。
全学部の全開講科目のアクティブラーニング導入を目指
している。
（ ）東京電機大学：反転授業による学修時間増加とア
クティブラーニングで知識習得深化、汎用的能力育成ル
ーブリックを含む各種学修成果可視化手法導入で、目標
達成度を定量的に測定・改善している。
（ ）東京理科大学：①「学修ポートフォリオシステム」
（学修ポートフォリオ及びルーブリック）の導入による
学修成果の可視化、②「授業収録配信システム」の整備

によるアクティブラーニングの促進、の つの連携によ
り、「学生自身による学修の PDCAサイクル」を確立す
る。
（ ）創価大学：アクティブラーニング（AL）導入科
目の質的向上により授業外学習時間の増加と理解度の向
上を図り、様々な評価指標の開発を通じてALの学修成
果の可視化を加速させ、評価の文化を醸成する。
（ ）産業能率大学：教育支援センターの新設および学
習支援センターの機能強化により、授業における教員と
学生のパフォーマンス（学生の質問数、教員と学生の対
話数、事前課題に対するフィードバック時間、板書量な
ど）を測定したスタッツデータ、授業外の学習時間など
の学生の学習（学修）行動データ、および知識・技能・
態度の 側面から把握した学修成果データの分析に基づ
き、教育方法や事前・事後課題の質量などの改善を図り、
深い学びと学修成果を伴った教育の実現に取り組むもの
である。
（ ）金沢工業大学：更なる学生の能動的な学修の促進
と学修意欲向上を目指すために、正課と正課外の学修を
密接に連動させ、「チームで取り組む問題発見・問題解
決型教育」を基盤とした全学的なアクティブラーニング
を展開し、正課と正課外の活動を可視化しながら、学生
の能動的な学びの場としてのアクティブでオープンなキ
ャンパスを形成する。「KITステークホルダー交流会」「夢
考房プロジェクト発表会」などを統合して発信した。
（ ）京都外国語大学：授業内と授業外の学修を有機的
に結合させ、語学教育に適した「反転授業型のアクティ
ブラーニング」を開発・実践する。さらに、将来の職業
に繋げるキャリア科目群で課題解決型学習（PBL）を行
い、人間力を育む。これらの学修のプロセス及び成果は、
現存の「学生サポートシステム」に新たな機能を付加し、
様々なデータを包括的に把握することによって、一層効
果的な可視化を実現する。
（ ）関西大学：汎用的技能や批判的思考力等を育成す
るために、交渉学等を主題とした科目・ゼミ・ワークシ
ョップを開設する。これが、専門教育（ゼミ等）と初年
次教育とを有機的に接続する拠点となる。
（ ）関西国際大学：インターンシップを糸口として、
大学と産業界等との評価の観点と尺度の共有を具現化す
ることを目的とし、産業界等での構成員（社員）評価と
大学の評価との関連性や評価方法について、いくつかの
事業所と連携してすり合わせていく。
（ ）比治山大学・同短期大学部：コア・アクティブラ
ーニング科目群から全科目に波及する「比治山型アクテ
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ィブラーニング」を構築し実践する。
（ ）宮崎国際大学：本学の従来の教育実践を基盤に、
本学教育の主要な学修成果であるクリティカル・シンキ
ングと英語スキルの可視化を行い、これらの修得を最大
化させるアクティブラーニング手法の開発、その実践及
び体系化を行う。
（ ）京都光華女子大学短期大学部：アクティブラーニ
ング導入による社会人基礎力育成の教育の実績を基に、
アクティブラーニングを、人間性、基礎学力の領域、さ
らに専門分野へと拡大していく。それを保障するのがア
クティブラーニング・マスター制度の導入である。
（ ）福岡医療短期大学：「振り返り」学修を支援する
ポートフォリオの取組を通じて、初年次・インターンシ
ップ前・インターンシップ教育における 種類のアクテ
ィブラーニング教育改善モデルの提唱。アクティブラー
ニング事例集を作成し、ルーブリックを活用した医療・
福祉系実践教育における教育改善モデルを提唱する。
（ ）岐阜工業専門学校：半期に 回以上のアクティブ
ラーニングを取り入れ、非教育課程活動と教育課程学修
でのALの成果を、実践技術単位制度により可視化する。

　以上、文部科学省のねらい通り、該当校ではアクティ
ブラーニングの量的導入が大幅に向上している。また、
認証評価（第三者評価）との相乗効果もあり、他大学に
おいてもアクティブラーニングの導入数は向上してい
る。
　次に、アクティブラーニングの質的向上が問題になる。
該当校では、さまざまな取り組みが進んできた。センタ
ー設置や指導体制の整備を行っている学校もあるが、論
点として①実質的運用の工夫、②評価基準・方法の 点
に絞られるといえる。前者は、正課外学習を自主的に効
率よく行い、どのように正課学修（学習）に取り込んで
いくかが課題と見え、反転授業・PBL などその取り組
み事例が多い。後者はアクティブラーニング用のルーブ
リック評価を用い、学生の伸びを客観的な評価として、
学修成果の可視化につなげていくようにシステム化して
いくかが課題である。

　文部科学省の「大学教育再生加速プログラム（AP）」
の採択に前後して、アクティブラーニングに関する書籍
は次々刊行された。その内、主要な書籍を紹介しながら、
アクティブラーニングの実態の動向を検討することにし
たい。

・松下佳代編著『ディープ・アクティブラーニング』（平
成 年、勁草書房）
　一般にアクティブラーニングは学習の形態として捉え
られるのに対して、ディープ・アクティブラーニングと
は、主体的に既習の知識や経験を相互に関連づけて理解
する学習を指し、学習の質を強調している。具体的には
反転授業、コンセプトマップ、PBL の手法を駆使した
授業が紹介されている。
・河合塾編著『大学のアクティブラーニング─導入から
カリキュラムマネジメントへ─』（平成 年、東信堂）
　平成 年度よりアクティブラーニング調査を始めた
河合塾では、平成 年度のアクティブラーニング調査
報告で分析を行っている。アクティブラーニングの項目
として、グループ学習・ディベート、フィールドワーク、
プレゼンテーション、振り返り（内容理解）、振り返り
（チーム・他者）、時間外学習を挙げている。但し、授業
科目ごとにアクティブラーニングを導入しても、学生の
能力が向上できるものではなく、組織的活動によるカリ
キュラムマネジメントの重要性を説いている。
・小田隆治編『大学におけるアクティブ・ラーニングの
現在』（平成 年、ナカニシヤ出版）
　「女子大生が選ぶファミリーファッション─自主参加
型地域連携プロジェクトにおける生活デザイン学科の挑
戦─」「学生映画コンテスト in 瀬底島」「東日本大震災
からの復旧復興過程と学生の主体性」「北大に風車を建
てようプロジェクト」などの PBL から、講義科目の実
践例まで学生主体型授業の実践集である。
・溝上慎一監修『アクティブラーニング・シリーズ　全
巻』（平成 年、東信堂）
巻「アクティブラーニングの技法・授業デザイン」
巻「アクティブラーニングとしての PBL と探究的な
学習」
巻「アクティブラーニングの評価」
巻「高等学校におけるアクティブラーニング：理論編」
巻「高等学校におけるアクティブラーニング：事例編」
巻「アクティブラーニングをどう始めるか」
巻「失敗事例から学ぶ大学でのアクティブラーニング」

　アクティブラーニングの総まとめ的なシリーズ本であ
り、失敗事例も紹介し、How to本の役割を持たしている。
　このシリーズ刊行以降、アクティブラーニングに関す
る書籍刊行や教育フォーラムにおけるテーマとして、取
り上げられるようになっていく。
　それに代わるように、同じ平成 年 月には「『卒業
認定・学位授与の方針』（ディプロマ・ポリシー）、『教
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育課程編成・実施の方針』（カリキュラム・ポリシー）
及び『入学者受入れの方針』（アドミッション・ポリシー）
の策定及び運用に関するガイドライン」が示され、 つ
のポリシーが唱えられ、大学または学部単位の教育課程
が重要視されていくようになる。このような動向の中で、
個々の授業改善に結びつきやすいアクティブラーニング
は影を潜めていくことになると思われる。しかし、学生
の主体的な学びを構築していくためには、地道なアクテ
ィブラーニング運用と蓄積が必要である。

河合塾編　 ，『「深い学び」につながるアクティブラーニング』
東信堂

Ｓ・ヤング＆Ｒ・ウィルソン　 ，『主体的学びにつなげる評
価と学習方法─カナダで実践される ICE モデル─』東信堂

河合塾編　 ，『「学び」の質を保証するアクティブラーニング』
東信堂

溝上慎一　 ，『アクティブラーニングと教授学習パラダイム
の転換』東信堂

主体的学び研究所編　 ，『主体的学び』 号「特集：アクテ
ィブラーニングとポートフォリオ」東信堂

中井俊樹編　 ，『シリーズ大学の教授法 　アクティブラー
ニング』玉川大学出版部

松下佳代編　 ，『ディープ・アクティブラーニング─大学授
業を深化させるために─』勁草書房

河合塾編　 ，『大学のアクティブラーニング─導入からカリ
キュラムマネジメントへ─』東信堂

小田隆治編　 ，『大学におけるアクティブ・ラーニングの現
在』ナカニシヤ出版

主体的学び研究所編　 ，『主体的学び』 号「特集：アクテ
ィブラーニングはこれでいいのか」東信堂

溝上慎一監修　 ，『アクティブラーニング・シリーズ　全
巻』東信堂

主体的学び研究所編　 ，『主体的学び』 号「特集：アクテ
ィブラーニングを大学から社会へ」東信堂

 （遠山佳治）
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　「外国語（英語）演習Ⅰ」は、文学部児童教育学科児
童教育学専攻 年生を対象とした専門科目であり、教職
科目の「外国語の専門的事項」を扱う科目として位置づ
けられている。本科目の目的は「小学校における外国語
活動・外国語科の授業実践に必要なやや発展的な英語運
用力を身に付けるとともに、英語のやや専門的な背景的
知識（第二言語習得、教授法、児童文学、異文化コミュ
ニケーション、異文化理解、カリキュラム、教材論、文
法、音声学、語用論）について学ぶ」ことにある。外国
語を教えるためには、単に外国語ができるだけでは不十
分であり、実に広範囲に渡る、多様な内容への親炙が求
められているということである。
　外国語を教える上で必要となる英語学・英語教育学の
内容は大半の受講生にとっては未知の領域に属する。「英
語」の名を冠しているものの、英語学・英語教育学はそ
れぞれ言語学・教育学の一領域であり、高校までで学ん
できた教科としての「英語」とは本質的に異なるものだ
からである。未知の内容を知識提供型の講義形式で詰め
込んでいったとしても受講者が消化不良になることは目
に見えている。また、何とか講義内容が咀嚼できたとし
ても、その内容が上滑りの知識に留まってしまっては意
味がない。受講者が実際に英語を教える際に学んだこと
が活きた知識・技術として応用できることこそが本科目
の最終目標であるからにほかならない。
　講義内容を消化できない事態を回避する工夫として
は、受講生があらかじめ教科書で知識を仕込み、授業で
はその知識を応用する方法を演習する反転授業が考えら
れる。しかし、この方法の採用は現実的にはかなり難し
い。その理由には教科書の記述方法と受講者の動機付け
が関わっている。まず前者について言えば、「外国語の
専門的事項」を網羅した教科書の大半は限られたページ
数の中に多岐に渡る事項が詰め込まれ、非常に圧縮され
た記述になっており、英語を専門としない学生が独力で
読みこなせるものではないことを挙げなければならな
い。また、英語が専門ではないということは、学生の国
際志向性や統合的動機付けも多様であり、外国語やその
背景の文化に関心のない層も一定数存在するということ
である。このような学生にとって次々と未知の事項が現
れる教科書を読みこなすことは苦痛ですらあり、その学

習意欲を削ぐことは必定である。何よりつらいのは、教
科書で学ぶ英語学・英語教育学の知見が実際に英語を教
えるときにどう役立つのかがさっぱり見えてこないこと
であろう。

　上述の状況は、英語の背景的知識が小学校の外国語指
導にどのように関わり役立つのかを受講者に対して明確
に示す必要があることを示している。幸いにしてという
べきか、受講者のほぼ全員が教職を志望しており、国際
志向性こそ多様であるが、実践的指導力向上への意欲は
おしなべて高い。そこで、本科目では、受講者が強みと
する実践指導力向上への意欲を足場とし、実際の外国語
活動授業の体験を通して背景的知識の意義を実感させる
方法を採用することにした。この方向性は通常の授業運
用とは逆である。通常であれば、まず外国語教育を支え
る背景的知識を学び、その後に模擬授業を行い、ここで
理論と実践の融合を図るという順番になるはずである。
そうではなく、模擬授業などの形で学生に実際の活動を
まず体験させ、そこから背景的知識の必要性を実感させ
るという流れ になる。

　ここでは上記の方向性に沿った筆者の授業実践を紹介
したい。授業テーマは「第二言語習得理論」で、 コマ
（ 分）でインプット（input）・気づき（noticing）・理
解（understanding）・内在化（intake）・アウトプット
（output）などの考え方を扱う。以下紹介するのは、本
授業の冒頭に行う導入部分である。
　最初に、学生に配布した自作資料（以下①～③）をも
とにインプット・アウトプットの意味、およびこれらの
概念と外国語教育との関わりについて簡単な講義を行
う。
①インプットとアウトプット
　外国語（英語）学習の中で聞いたり読んだりして外国
語に触れることをインプット、話すことと書くことを通
して発信することをアウトプットと言う。インプットが
すべて自分の内部に取り込まれ、自分のものになるわけ
ではない。「こういう場面で英語では△△と言うのか！」
などの気づきと理解がなければ自分のものにはならな
い。聞いたり読んだりして、気づきと理解が起こること
で外国語が学習者の内部に取り込まれる。この過程を内
在化と呼ぶ。ただし、内在化が起こるためには何度もイ
ンプットに触れ、気づきと理解が繰り返されなければな
らない。しかし、ただ聞き流していればよいわけではな
い。意味がまったく理解できない英語を多く聞いていて
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も効果はない。理解可能なインプット（comprehensive 
input）に多く触れることが重要である。理解可能な、
自分のレベルよりもやや難しい外国語に多く触れること
で言語習得が進むと言われている。
②アウトプットの重要性
　インプットがもっとも重要であるが、ただ聞くだけで
なく、実際に使ってみる（アウトプットする）ことで、
学習者は自分の言えること、言えないことや知識や技術
の不十分な部分に気づくことになる。また、語順やこと
ばの使い方を意識するようになる。すなわち、アウトプ
ットを行うことは、外国語の正確さを高めることに役立
っている。
③外国語教育への応用
　外国語授業を組み立てるに当たっては、聞く機会（イ
ンプット）を十分に確保することが何より大切である。
その上で、必要に応じて話す機会（アウトプット）もで
きるだけ設けるようにすることが望ましい。
　学生は上記のような説明を一通りは理解してくれる
が、それは皮相的な理解に留まっていることが多い。し
かし、それは最初から織り込み済みである。次に、受講
者を児童役にして、以下 つの活動に取り組ませる。
④伝言ゲーム
　数人でグループを作り、グループごとに 列（児童
→児童 →児童 →児童 ……）に並ぶ。教員役は児童
の背中にアルファベットの大文字を描く。児童 は答

えが分かったら、声を出さずに児童 の背中に文字を描
く。同じ要領で最後の児童まで文字を背中に描くことで
伝言していく。最後の児童は答えが分かったら手を挙げ
る。教師役が最後の児童にWhat’s this? と聞き、最後
の児童が It’s an E. などと答える。教員役が最初に伝え
た文字と合っていたら終了。早く伝言できたグループが
勝ち。
⑤仲間さがし
　ワークシート「なかまさがしカード」に自分の好き
な動物の絵を描く。次に教室内を自由に回ってWhat 
animal do you like? と友だちに聞く。インタビューさ
れたら I like cats. のように好きな動物を答える。自分
と同じ動物が好きな友だちがいたらサインをもらう。サ
インが つ揃ったら教師役にカードを持っていき、その
カードを使って教師役と児童が会話をする。
　その後、学生は、グループワークを通してインプット
とアウトプットの観点から取り組んだ つの活動を振り
返る。これを受けて授業担当教員は、インプット・アウ
トプットの考え方を整理する。ここで④、⑤の活動を英

語教育学の見地から分析してみると次のようになる。
　最初の「伝言ゲーム」では背中に文字を書きながら無
言で伝えていくわけであるから、インプット・アウトプ
ットはほとんど起こっていない。一方、「仲間さがし」
では自分と好みが同じ仲間が見つかるまで必然的に目標
表現What animal do you like? を何度も繰り返す展開
になる。仲間が 人見つかった後も、教師役と会話をす
る機会が与えられる。しらずしらずのうちに多くのイン
プット・アウトプットが行われているわけである。しか
もWhat animal do you like? を文脈と関係なく繰り返
すのではなく、仲間を探すという目的のために使ってい
るという点が重要である。つまり、意味ある会話になっ
ており、夢中になって活動を楽しんでいるうちに、多く
のインプット・アウトプットが自然に行われるという言
語習得において理想的な状況が実現していることにな
る。
　この時点で、学生はインプット・アウトプットの重要
性を体験的に理解したことになる。英語が不得手な学生
の中には、What animal do you like? という英語さえ
覚束ない者もいる。さらに *What do you like animal?
という中間言語（interlanguage）を産出する学生も目
立つ。そのような学生でもこの活動に参加した後は、正
しい語順が身に付き、発話もなめらかで自然なものにな
っている。ここでもインプット・アウトプットの重要性
が文字通り自分のこととして実感できるわけである。

　授業担当者が受講者の資質、志向性やレディネスを把
握しておくことの重要性は改めて論じるまでもない。本
稿では、この考え方に基づき、教職志望者が備えている
優れた資質を英語指導力に活かす実践を紹介した。学生
が提出したミニッツペーパーを見ても概ね本実践は好意
的に受け止められたようである。特筆に値するのは「専
門的知識を得ることの意味が分かった」というコメント
である。まず知識を得ることの意義を理解することが主
体的学びの出発点であるからにほかならない。
　主体的・能動的な学びを求める社会的要請は強いが、
形だけグループ活動やプレゼンテーションを取り入れた
ところで、それは刹那的な楽しさで終わってしまい、大
した力もつかず、結局学生に飽きられてしまうだけであ
ろう。本稿で示したのは、まず学生理解に基づいて学生
の視野から授業を構成することの大切さである。それは
学生との信頼関係の基盤作りと言い換えられるかもしれ
ない。
 （服部幹雄）



─　　─

　「日本語表現法 ・ 」は、 年生を対象とした全学
共通科目である。ここでは筆者が担当する、文学部児童
教育学科幼児保育学専攻の「日本語表現法 」の授業に
おける、学生間の相互添削の取り組みについて、そのメ
リットと注意点、改善方法等を述べる。

　本授業の【目的】は、「自らの考えを的確に伝達する
ために必要な知識を習得し、それを目的と場面に応じて
適切に運用する力を身につける」ことであり、授業の到
達目標として次の 点を掲げている。
　 ．教育者・保育者に求められる言語表現を身につけ

応用できる。
　 ．論理的な思考・判断・表現に基づいた文章を作成

できる。
　 ．適切な文章表現により多様性に配慮できる。
　この目標を達成するため、本授業では、様々な文章に
ふれながら、目的と場面に応じ、自らの考えをわかりや
すく伝える方法を学ぶ課題を多く設定している。また、
文章を作成した後に、学生が相互添削を行う時間を設け
ている。特に、「 ．適切な文章表現により多様性に配
慮できる」の達成のためには、読み手を想定して文章を
作成することが必須である。相互添削の取り組みはその
第一歩であるといえ、学生間のピア・ラーニングにより、
文章作成能力の向上が期待される。

　学生間の相互添削の大きなメリットとして、以下があ
げられる。
　一つは、「添削者」の視点をもつことで、文章のよい点・
改善すべき点を客観的に検討できるという点である。自
らが執筆したものと同じテーマで書かれた別の文章を、
添削のために精読することで、自分が執筆した文章を相
対的・客観的に振り返る機会ともなる。例えば、他者の
文章のよい点を確認し、それを参考に自分の文章を改善
することができる。逆に、他者の文章の改善すべき点を
指摘した後、同じ問題点がないか、自らの文章を再検討
する場合もあるだろう。
　もう一つは、読み手への意識が生まれるという点であ
る。文章課題を教員に提出する場合も、むろん、教員が
読み手となり課題を確認するのであるが、教員が多くの
学生から提出された課題を読む、いわば「一対多」の関
係より、より身近な存在である受講者同士の「一対一」

の関係の方が、「読み手」をイメージしやすい。課題文
章について相互添削を行う旨を伝えると、他者に読まれ
ることを強く意識し、文章を書くモチベーションが高ま
り、また、相手が読みやすいよう丁寧に記述しようとす
る姿勢がみられる。このような意識は、学生の授業への
アクティブかつ主体的な参加にもつながるものである。

　しかし、相互添削を行うにあたって注意すべき点があ
る。
　まず、添削の正確性が担保できない場合があるという
ことである。この点については、次の（ ）にて詳述す
るが、相互添削後の文章を回収し、教員による添削を行
うと、問題点が指摘されず見過ごされている場合がある
ことに気づく。
　さらに、別の受講者に文章を読まれることを恥ずかし
いと考える学生もいるということに留意しなければなら
ない。これは、メリットで示した「読み手への意識」の
裏返しでもあるが、友人に読まれるからこそ、書きたい
ことを書けないと考える学生も存在する。特に、自己
PRや、将来の展望等、執筆者の内面に関わるテーマに
ついては注意が必要である。
　そのため、自己の内面に関わるテーマで文章を作成し、
相互添削を行う場合は、文章執筆のルールを守っていれ
ば、内容は本当のことであってもそうでなくてもよいと
伝えている。例えば、「志望動機」を書くという課題に
おいて、本授業の受講者には保育士や幼稚園教諭を志望
する学生が多いが、これらの職業について書いても、そ
れ以外の職業について書いてもよいということにしてい
る。ただし、理由・根拠を複数あげること、読み手に配
慮し読みやすい文章とすることを義務とし、本授業の到
達目標を意識することもあわせて伝えている。
　加えて、相互添削のペアをすぐにみつけることが難し
い学生にも配慮が必要である。そのため、学籍番号が
つ後ろの人に渡す、 人グループだけでなく 人グルー
プも許容し、その中で文章を交換する等の指示を行い、
ペア作りの際に心理的負担が生じないよう努めている。

　上述のとおり、相互添削においては、その正確性が担
保できない場合がある。学生による相互添削の結果と、
教員による添削の結果を照合したところ、次のような状
況であった。
　授業時に指示した観点やルールに沿って書かれている
か否かについては、学生同士で丁寧に確認が行われてい
た。特に、「主張の根拠を○つ以上書く」「『○○』とい
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う表現を使用する」「○○字以上書く」等の明確な指示
があった点については、受講者間の相互添削において十
分に確認がなされており、教員による添削の結果と概ね
相違がなかった。
　一方、正しい漢字表記や文法、適切な語句の選択等の
確認については、添削者の技量に左右されることが多か
った。誤字・脱字や、係り受けの不備、話し言葉の使用
等が見過ごされている例が散見され、受講者同士の相互
添削のみではカバーしきれない部分もあることがうかが
えた。

　精度の高い相互添削のためには、受講者の資質に合わ
せた良質な添削基準を示すことが重要となる。
　レポート・論文作成に関しては様々なルーブリックが
作成・公開されている（井下 、中井編著 、小野・
松下 、栗田他編著 等）。これらは、教員による
評価の指標として有効であるが、学生自身がこれらのル
ーブリックに基づき評価をするのは難しい場合もある。
　例えば、井下（ , pp. ‒ ）に掲載された「論
証型レポートの自己点検評価シート」では、「はじめに（序
論）」の「論点の提示、問題背景」の項目が、「 　説得
的な論点を見出し、問題の背景を的確に説明している」
「 　適切な論点を見出し、問題背景を説明している」「 　
論点や背景を示しているが説明不十分」「 　示してい
ない」の 段階となっている。しかし、学生自身が の
「説得的な論点」と の「適切な論点」の差異を判断し、
ゆれのないよう評価することは難しいと思われる。
　そこで、相互添削のための詳細なチェックリストを作
成し、「○」か「 」の 段階で評価できるようにした。
これにより、判断基準がより客観的になり、学生自身に
よる採点が容易となる。
　なお、外山（ , pp. ‒ , p. ）においては、教
員による小論文の添削の際、採点ポイントを細分化し、
加点項目・減点項目を集計し点数で評価することで、学
生から評価に対する質問がなくなり、修正すべき箇所が
学生に伝わりやすくなったことが示されている（しかし、
教員の採点時間が大幅増となったことから、相互添削の
導入に至ったとされる（外山 , p. ））。
　チェックリストは、学生が判断・評価しやすい文言と
することが必要である。例えば、レポートの「はじめに
（序論）」では、「背景（現状の問題点）が書かれているか」
「レポートの目的が書かれているか」等の項目について、
それぞれ「○」か「 」で評価することとしている。「背
景（現状の問題点）」「レポートの目的」等の内容や表現

例については、チェックリスト配布前の授業回および配
布時に説明をしたこともあり、受講者はこれを「○」か
「 」で適切に評価できていた。
　また、学生が相互添削の相手に遠慮してチェックが甘
くなったり、安易に「○」をつけたりすることを避ける
ため、教員に指摘されるより先に受講者同士で問題点を
確認し、「 」となった点について教員への提出前に修
正することが望ましい旨を伝えている。
　さらに、正しい漢字表記や文法、適切な語句の選択等
の項目についても相互添削の精度が向上するよう、文章
読解・作成の基礎となる国語力を強化する取り組みも随
時行っていく必要がある。文章校正の得意な学生、批判
的に読むことのできる学生、発想の豊かな学生等、様々
な受講者の視点から添削を受け、学びを深めるために、
相互添削の相手が固定化しないよう工夫することも重要
である。

　これまでみてきたように、学生による文章の相互添削
は、文章作成能力向上のために効果的な手法の一つであ
る。そのメリットを最大限生かしつつ、注意すべき点へ
のフォローを行うため、学生による相互添削と教員によ
る添削の、双方を取り入れた授業展開が望ましいといえ
る。

井下千以子（ ）『思考を鍛えるレポート・論文作成法　第 版』
慶應義塾大学出版会

小野和宏・松下佳代（ ）「初年次教育におけるレポート評価」
松下佳代・石井英真編『アクティブラーニングの評価』東信
堂

栗田佳代子・日本教育研究イノベーションセンター編著（ ）
『「学びの場」を変えたいすべての人へ　インタラクティブ・
ティーチング─アクティブ・ラーニングを促す授業づくり
─』河合出版

外山敦子（ ）「文学部共通専門教育科目『実践日本語表現法』
の現状と課題」『愛知淑徳大学論集─文学部・文学研究科篇
─』第 号

外山敦子（ ）「文学部共通専門教育科目『実践日本語表現法』
の実践報告─学生による小論文相互添削の試み─」『愛知淑
徳大学論集─文学部・文学研究科篇─』第 号

中井俊樹編著（ ）『シリーズ 大学の教授法  アクティブラ
ーニング』玉川大学出版部

 （市村由貴）
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　前回の授業法研究 では教職科目「教育の方法と技術」
のシラバス「ユニバーサルデザインの授業」において授
業内容の定着化のために KJ 法（川喜田二郎、 ）を
行ったことを報告した（竹内、 ）。ユニバーサルデ
ザインを視点とした授業VTRを学生に視聴させ、授業
のなかのユニバーサルデザインを意識した学習環境や指
導法を抽出することを KJ 法で行い授業内容の定着が促
進したことを報告することができた。
　しかし、本学の渋谷教授から KJ 法を利用した「授
業におけるユニバーサルデザイン見つけ」では、情報
の input をまとめていくことはできたが、ややもすると
output がおろそかになることに留意しなければならな
い。との指摘を受けた。
　今回は、その反省も生かし能動的かつ協働的学習に有
効な思考ツールである KJ 法を教職科目「教育の方法と
技術」のシラバス「授業分析のワークショップ型協議会」
においてoutputにも配慮してKJ法をおこなった。また、 
授業分析の つの方法としてのワークショップ型研究協
議会の理解を深めることもねらいの つとした。
　日本の授業研究は、古くから行われ海外でも lesson 
study と呼ばれ注目されており授業力向上のために有効
に活用されるべきものである。従来、日本の授業研究協
議会は、ロの字型（会議型）で着席し前席に司会、授業
者、管理職または指導主事が座り、まわりの席に授業参
観者が座る形態である。そこでは、授業者が、授業のね
らいや手立て、授業における成果や反省を述べ、研究協
議のテーマにそって質疑応答、議論がおこなわれる。最
後に指導主事等から講評をいただき会は終了する。しか
し、会議型では、なかなか若手がベテランの教師の意見
に対して反論ができなかったり、議論の方向性が司会者
の力量に依存したりする等の欠点もあった。
　最近では、授業研究にワークショップ型で行う現場が
増えてきている。ワークショップとはもともと「仕事場」
「工房」「作業場」など共同で何かを作る場所を意味して
いる。ワークショップ型の授業研究の良さは、協働して
行うことで
　①授業を多面的に見ることができ、授業を見る視野が
広がる。
　②一人ひとりが意見を出し合い協働して改善策を考え
るので、参加者が充実感をもてる。さらに同僚性も高まる。
　③成果と課題、改善策が模造紙上で行われるので視覚

化できる。
　④一定の時間内で成果を生み出すことができる。
ことである。
　ワークショップ型で KJ 法を利用するものとして、マ
トリックス法、概念化シート、拡大指導案等がある。詳
しくは拙書（竹内、 ）を参照されたい。
　本時では、マトリックス法を使用する。授業の「成果」
「課題・疑問」と「改善策・共有化」を行に、「子どもの
活動」と「教師の支援」、「その他」を列としたマトリッ
クスを模造紙（図 ）に作りファシリテーター（ワーク
ショップの司会進行役）を中心にワークショップを進め
る方法である。成果には、良かった点やうまくいったと
ころを青の付箋で貼る。課題・疑問のところには、疑問
点やうまくいかなかったところを赤の付箋で貼ってい
く。それぞれ同じようなことが記入してある付箋はグル
ープ化してキーワードを付けていく。それぞれのグルー
プでの関係がわかれば矢印等でグループ間の関係を視覚
化する。それを基に、改善策や良かったところの共有化
を図っていく。 ～ 名で つの班を作り、最後は、フ
ァシリテーターが班での話し合った改善策や共有化する
ところを発表して全体での授業研究の共有化も図る。こ
の方法では、特に焦点を当てたい視点を授業参観前にテ
ーマとして設定しておくことが有効である。この方法は、
ファシリテーターが時間の管理をし、参加者の意見を引
き出し、それらの意見を関連付けたりまとめたりする力
を必要とし、深まった授業研究のためには、ファシリテ
ーターとグループ員の柔軟な相互作用が必要となる。

　学生は授業VTRから学習環境と指導の手立ての成果
と課題・改善点を KJ 法で抽出し、さらに授業の改善策
を考えることで授業分析力を向上することをねらいとす
る。また KJ 法を行うことで学生はワークショップに参
加意識をもって臨むことになる。ブレインストーミング
の 原則である ．他者の意見に批判しない。 ．思い
ついたことはどんどん示す。 ．できるだけ多くの意見
を出す（質より量）。 ．他人の意見を聞いて新しい発
見をする。をワークショップを始める前に示し、多くの
意見を自由に出し、いいところは共有化することを確認
した。さらに、学生の抽出項目を検討することで学生の
授業への視点を明らかにし今後のシラバスの授業方法へ
の指針とする。

　児童教育学科の 年 名は「教育の方法と技術」の
授業で「授業分析のワークショップ型協議会」の説明を
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聴く。続いて、公立小学校の承諾を得た 年生算数「ひ
き算（ ）」の授業VTR（学習環境や指導法の活動がわ
かる場面を抽出し 分に編集）を視聴させた。学生に
は青と赤の付箋を配布し上記で述べた「KJ 法を使った
マトリックス法」で授業研究をおこなった。
　授業VTRはビデオ観察分析ツールCIAO（Collabora-
tive Implement for Active Observation）で視聴させた。

　授業参観の視点としてのⅠ教師の話し方、Ⅱ授業展開、
Ⅲ教材教具、Ⅳ、学習環境について説明をする。
　また、ユニバーサルデザインを視点とした授業のポイ
ントとして次の つを説明する。①場の構造化、②刺激
への配慮、③ルールの確立、④生活の見通し、⑤指示の
出し方、⑥集中・注目のさせ方である。
　次に、授業研究のワークショップ型協議会について「マ
トリックス法」の進め方について確認をする。CIAOを
利用して授業VTRを視聴後、マトリックス法でのワー
クショップ型授業研究協議会を行う。

　小 　算数　単元名　ひきざん「 - のけいさんのし
かたをせつめいしよう」以下授業VTRの概要である。
　　 ．学習課題の確認　 ．問題「ぱんが こあり

ます。 ことりました。なんこのこるでしょう」 ．
式を考えワークシートに記入　 ．数図ブロック操
作で計算を確認（個別） ．計算の仕方をブロック
で再確認（児童：黒板で説明） ．ブロックの動き
で計算の仕方をことばで確認（教師： を と
にわける、 から をひいて 、 と で ） ．
計算の手順話型の数字を空欄にして確認（黒板） ．
ホワイトボードの「 - 」の計算の仕方の確認　 ．
振り返りを行う。

・アンケートの結果
　ワークショップ後、参加度（あなたはどのくらい参加
することができましたか）、共有度（自己と他者の意見
を共有することができましたか）、拡張度（自己の考え
を広げることができましたか）、意欲度（意欲的に取り
組むことができましたか）について 件法（ ：できな
かった～ ：よくできた）でアンケートを行った。
　参加度（M= . , SD= . ）、共有度（M= . , SD=
. ）、拡張度（M= . , SD= . ）、意欲度（M= . ,
SD= . ）と高い数値を示し、学生がワークショップに
積極的に取り組み他者の意見を共有しつつ自己の考えを

深めていったことがわかる。
・OUTPUTの成果
　前回の授業法研究 で行った KJ 法では「ユニバーサ
ルデザインを視点とした授業の手立て見つけ」として授
業内容の抽出を中心にしていた。今回は、授業の成果
と課題を抽出し、さらに改善策を協働思考することで
output の充実も図った。その結果、抽出項目をマトリ
ックス法（KJ 法利用）でグループ化しキーワードをつけ、
まとめていくことで多くの学生は、意見が共有できた、
自分の気付かなかった視点が知れた、考えの幅が広がっ
た等の感想を記述していた。これは前回の成果と共通す
ることであった。今回は、さらに授業の改善策を協働思
考したことで、指導場面での教師対児童の双方向性に加
え児童間の理解の伝達や教え合う場面の必要性などを考
えることができた。また、グループ間での発表により児
童間の活動がペアであったりグループであったりする効
果を考えることができた。

図１　ワークショップ型マトリックス法（例）

　授業分析については、学生が授業の中の部分に注目し
て活動を抽出する傾向があった。この授業では授業全体
の流れのなかでの samll step の工夫など仕組まれてい
る。学生に単元を見通した俯瞰的な分析力を育成するこ
とが課題となった。
　また、本事例は、 年度に実践された。 年度
では、コロナ禍により対面でのグループワークができな
くなった。今後、グループワークもオンライン会議シス
テムのような ICT を有効に活用していく必要があると
考えられる。対面とリモートのグループワークの比較検
証が今後の課題となると考えられる。

竹内正裕（ ） 大学における効果的な授業法の研究 、名古屋
女子大学『総合科学研究』第 号

竹内正裕（ ）ワークショップ型授業研究の方法と課題、名古
屋女子大学『児童教育論集』第 号

川喜田二郎（ ）発想法、中公新書

 （竹内正裕）
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図１　現象の実践模擬授業の様子（熱気球）

図２　現象の実践模擬授業の様子（植物の蒸散）

　児童教育学科での理科教育法や子どもの科学実験指導
法の授業において、「主体的で、対話的な深い学び」の
実践を行っている。これらの実践では、教員養成におけ
る主体的に問題解決する授業づくりの方法、実験・観察
を用いた主体的な問題解決の指導実践、そして、授業づ
くりを学生が主体的、対話的に行い模擬授業を実践する
という三つの実践となっている。中でも、自分たちの興
味関心から実験や観察を選び、その実験観察を取り入れ
た授業展開を検討し、実験指導での工夫を考え試行錯誤
し、模擬授業をつくり上げていく。その授業実践後の検
討会や学生による評価を用いてフィードバックして授業
改善につなげるという形態の授業展開となっている。こ
こでは、これらの授業実践を事例として紹介する。

　 年 月に公示された学習指導要領および解説理
科編では「生きる力」を育むために、全ての教科の目標
及び内容が、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現
力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で再整
理され、理科においても目標に、「主体的に問題解決し
ようとする態度を養う」と明記されている。問題意識を
醸成し、主体的に追究できるような授業の工夫が求めら
れ、対話的な学びになっていくことが示されている。つ
まり、児童の主体的・対話的で深い学び（アクティブ・
ラーニング）の実現を目指した授業改善を進めることが
求められている。解説の第 章には、①主体的に学習に
取り組めるよう学習の見通しを立てる。②学習したこと
を振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面
を設定する。③対話によって自分の考えなどを広げたり
深めたりする場面を設定する。④学びの深まりをつくり
だすために，児童が考える場面と教師が教える場面を組
み立てる。といった視点で授業改善を進めることが求め
られる。つまり、これに対応した授業づくりができる力
を教員養成としてつけて行くことが求められている。そ
こで、児童教育学専攻での授業においても、このような
授業がつくれる力をつけるための模擬授業実践を学生主
体で授業を行い、上記の①～④を取り入れた模擬授業実
践を理科関係演習科目で行っている。

　子どもの科学実験指導法の授業は、児童教育学専攻
年生を対象に通年で、理科教育法の準備として理科実験
による理科指導を実践的に学ぶ授業である。前期の前半

は物理による原理の講義授業を踏まえて、実験・制作を
学生が行い、自分でつくって実感し、物理的動作原理を
確かめる授業を行う。空気ロケット発射実験、自由な形
の皿回し実験、いろいろやじろべえづくり、ペンデュラ
ムウエーブ実験など、やって楽しく、そして動作原理を
体感できるものを扱っている。各回には、レポートまた
は学んだことを確かめる振り返りシート記入を行っても
らい、実験による効果と、物理原理をどのように感じて
理解につながるのかを考える機会をつくっている。これ
は、主体的で深い学びに対応した授業づくりの④に対応
するようにしている。
　次に、擬人化体感学習の例を示し、つぎにグループで、
自分たちが考えて教えたい自然現象を選び、みんながそ
の現象の要素となって現象全体を表す模擬授業を実践す
る授業を行う。自分たちの興味と、子どもに教えること
を想定した自然現象をグループで討論して決め、その実
践方法を検討し、模擬授業の指導案をつくって授業実践
を行うという手順で展開する。①の主体的に取り組み、
③対話によって考えを広げ、④学びの深まりを創りだす
ということで主体的で対話的な学びの授業となる。これ
は模擬授業であるので、授業後、学生の立場で授業評価
を行い、振り返りを行う。これによって②の振り返りか
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図４　実験・おもちゃづくり模擬授業の様子
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ら学びの変容を確かめることに対応し、振り返りから指
導案を修正し、レポートを作成してグループ担当の模擬
授業は終了する。図 、 のように、みんながそれぞれ、
温められた空気や植物の中を通る水になって現象を学ぶ
模擬授業を行う。このように、各グループがそれぞれの
興味や知識を深めたいという思いで選んだ自然現象の本
質を検討して、実践し指導方法の改善と知識の蓄積につ
なげるアクティブ・ラーニングによる授業展開としてい
る。
　この子どもの科学実験指導法の後期にも、模擬授業を
行う。前期の振り返りの後、次は理科の授業につながる
実験やものづくり、おもちゃづくりの体験模擬授業とす
る。ここでは、子どものころに体験した経験があるもの
や、どこかで見て興味を持っていたりするものを自分た
ちで選ぶ。カルメ焼きやスライムづくりなど、科学を感
じて楽しめる実験ではあるが、理科の教科書には無いも
のであるので、調べて自分たちで授業を組み立てる必要
がある。前期と同じグループで指導案を作成し、授業を
準備することで、授業づくりを話し合いながら授業改善
を進めることができる。ここでもクラス全体から評価を
してもらい、授業改善へとフィードバックさせ、指導案
の修正を行う。ここでも、主体的で深い学びに対応した
授業づくりの①②③④に対応している。

図３　実験・おもちゃづくり模擬授業の様子

　子どもころの体験から、簡単そうに見えるが、実際の
指導には、準備と工夫が必要であることを知り、授業づ
くりの難しさを感じる。また、自分たちの工夫によって
授業がより楽しく、学びの多いものに出来ることを感じ
るだろう。
　この子どもの科学実験指導法でのアクティブ・ラーニ
ングによる模擬授業実践から、 年次の理科教育法で教
科書にある理科実験の指導へとつなげるようにしてい
る。

　理科教科教育法の授業内では、グループに分け、各単
元を担当して模擬授業を行う。この授業では教科書があ
り、その時間に教えたい内容は決まっている。この状況
で、小学校の授業時間の 分で理科の授業行う。グル
ープで授業を組立、指導案を書き、グループ内で十分な
検討時間をもつことで、学生主体の授業スタイルとなっ
ている。ここでは導入と双方向性に意識してもらう。児
童への興味付けの方法を自分たちで検討し工夫して準備
してくることになる。今日の授業や実験に関係する身近
な話題や映像、または実験などを考えることで、授業へ
の自らの理解が深まる。授業の組み立て→指導案作成→
検討会→指導案修正→模擬授業→授業後の討論会→指導
案修正と言う流れで授業を進める。主体的に取り組み、
振り返りから自分の学びの変容を理解し、対話的で双方
向性を考慮することで、①②③④の要素が含まれる、授
業改善の練習となっている。
 （吉川直志）



─　　─

図１　説明に使った資料
上：オンデマンド資料の内容、中：資料１の一部、下：資料３の一部

　家政学部では、学部・学科の特性により、従来から
講義科目に積極的にアクティブラーニング（以下、AL）
を取り入れてきた。衣・食・住の専門科目はもちろんの
こと、中学・高等学校の家庭科教員免許取得を目的とし
た科目も設定されていることから、 年次よりグループ
ワークやディスカッション、プレゼンテーション等を導
入してきた。すでに、これらの実践の一部は、総合科
学研究 号（ ）において、専門科目「消費生活論」
の事例を取り上げ、学生がテーマについて自ら調べ、グ
ループでまとめ、プレゼンテーションを行い、振り返り
としてレポートにまとめるという一連の授業方法につい
て報告した。
　そこで、本稿では、学部共通科目（一般教養科目）の「く
らしの経済」をとりあげ、コロナ禍で実施したALの手
法を用いた授業実践について述べることとする。

　本科目の目的は、くらしを多面的に捉え、快適で充足
した日常のくらしをより合理的に実践するため、生活上
の改善すべき経済上の課題を見つけ、それらを整理し、
消費者の視点から経済や金融に関する知識を習得するこ
とである。到達目標は、①快適な「くらし」を送るため
の基本的な経済上の事項について、知識を得て理論を理
解できる。②生活者としての意識を持って経済の実態を
把握し、それらの課題について論じることができる、③
よりよいくらしへの探求に主体的に取り組むことができ
る、である。
　 回の授業は、金融経済と環境経済の内容に分けて
進めた。 ～ 回では主に経済全般のしくみやお金の流
れ、投資や貯蓄、消費を中心とした経済問題を取り上げ
た。 ～ 回では環境と経済との関わり合いにフォーカ
スし、 回までの学びを基礎知識として活かしながら持
続可能な社会の構築に向けた取り組みについて考え、各
自の提案をポスターの作成を通して表現する内容とした。

　ポスター作成の授業回では、よりよい「くらし」への
探求に主体的に取り組む方法の一つとして、情報を視覚
的に表現し、より伝わりやすくする「インフォグラフィ
ックス」（木村、 ）を用いることとした。インフォ
グラフィックス（infographics）とは、インフォメーシ
ョン（information）とグラフィックス（graphics）の
造語で、さまざまな情報を一つにまとめて図形化したも

のを意味し、図やグラフ、ピクトグラムを用いて情報を
整理し、受け手に伝わりやすく表現する手法である。こ
の手法を用いた理由は、日々の生活において溢れる情報
の中から必要な情報を探索して・評価・活用することが
必要であること、イラストや写真等の視覚的な情報の影
響力が増大していることから、くらしの中で情報の扱い
方を身に付けることがより充実した生活に向けての合理
的実践に繋がると考えたからである。
　次に、完成したポスターの発表は、従来までの手法で
は各個人によるプレゼンテーションが中心であった。し
かし、コロナ禍により実施できないことから、アプリケ
ーションソフト（Padlet）を使用し、受講生を対象に期
間限定で公開し、作品に関する質問や意見等のコメント
をweb 上に記入する方法とした。

　インフォグラフィックスの作成は、 回の授業計画
のうち 回～ 回を利用して行った。 回ではテーマ
「アフターコロナの消費とくらし」を示し、新しい消費
生活様式について考えるインフォグラフィックスのアイ
ディア出し、および必要な情報収集を教員が用意したワ
ークシートにパソコン上で記入することを求めた。項目
は、①インフォグラフィックスを誰に向けて作るか、そ
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図２　説明に用いたインフォグラフィックスのサンプル
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の人の特徴もあわせて書いてください、② ①であげた
人が注目しそうなテーマとして何が考えられるか、思い
浮かぶことを書いてください、とし対象と内容を明確に
イメージできるようにした。さらに、情報については、
「何を調べようとしたか」と「何を用いて調べたか」「情
報の出典」「明らかになったこと」に分けて書くことを
求め、情報の整理が視覚化できるように工夫した。さら
に、講義内容について消化できない事態を回避する工夫
として、説明には 種類の資料（図 ）を用い、いつで
も繰り返し確認ができるように期間を定めてオンデマン
ドで公開した。また、初めてインフォグラフィックスを
用いて作成する学生が多いことから、教員が作成したサ
ンプル（図 ）もあわせて提示し、理解を促した。
　これらの説明の後、学生は ・ 回の授業でパソコ
ンを用いてインターネットから情報を検索し、フリー素
材サイトから入手したイラストや日常的に利用している
アプリケーションを活用し、A 判 枚のポスターを作
成した。完成した作品はワークシートや振り返りシート
と同時に提出し、作品は公開した。
　以上、ポスター作成を通じて、持続可能な社会の構築
に向けた取り組みを考える授業を展開した。ここでの問
題点は、ポスター作りが目標や目的となり、これからの
消費行動について考える学びまでには至らなかったこと
である。これは、学生が最終的に提出した「学修の総括」
を見ても、「ポスター作りが楽しかった」「ポスター作成
は難しかった」等の表現に特化した感想が多かったこと
から推察できる。
　実際に、作品を評価すると、学生の中には自らの経験
や知識を応用することもなく、関連づけて考えることも

せず、インターネットからの情報をそのまま鵜呑みにし、
課題の表面的な部分をただ見るだけのアプローチからイ
ンフォグラフィックスを終わらせた者も見られた。

　本実践では、コロナ禍の影響でALとして用いられる
従来型のグループディスカッションやグループワーク、
プレゼンテーションといった学習の形態に代え、学習の
質や内容に焦点をあてる「ディープラーニング」すなわ
ち深い学びができる仕掛けとしてインフォグラフィック
スを用いて表現する手法を取り入れた。深い学びのアプ
ローチの特徴は「これまで持っていた知識や経験に考え
を関連付けること」「根拠を持ち、それを結論に関連付
けること」であることからを情報の検索・評価・活用を
通じてポスターの作成を行った。今回の実践では、完成
した作品を対面でプレゼンテーションはできなかったも
のの、コロナ禍においても実践できるALの一つではな
いだろうか。

　本実践は、コロナ禍における取り組みであり、授業形
態を変更したことはもちろんであるが、経済や消費環境
が変わり、くらしも激変した中で行われた授業である。
　授業担当者は、常に新しい社会状況をふまえ、変化す
る社会に適応できるよう授業計画を立てる必要があり、
そのためには受講者のレディネスと置かれている環境を
把握しつつ進めていくことが重要であると考えている。

　主体的・能動的な学びを求める社会的要請は強く、グ
ループ活動やプレゼンテーションを取り入れることはも
ちろん重要である。しかし、ALを深い学びの手法とし
て用いるためには、まず学習課題に対して何を目的とし、
誰を対象に何をどのように伝えるかを明確にすることが
必要である。次に、知識や経験をもとに様々な視点から
課題について考え、課題解決に向けての仮説を立て、最
終的にそれらをまとめて表現するというプロセスをトレ
ーニングすることが重要であり、このことが主体的学び
に繋がると考えられる。

ディープ・アクティブラーニング　松下佳代編著　勁草書房　
（ ）

インフォグラフィックス　情報をデザインする視点と表現　木村
博之　誠文堂新光社（ ）

総合科学研究 号（ ）　第 節「消費生活論」にルーブリッ
クを活用した実践　三宅元子

 （三宅元子・白井靖敏）
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　短期大学部では、教育目的である「よき家庭人であり
力強き職能人としての女性の育成」を実現するために、
初年次教育・キャリア教育を含む「全学共通科目」と各
学科の「専門科目」によって学修課程を構成している。
そして、全ての学修課程において、学生が主体的に学ぶ
姿勢を養うことを基本とし、アクティブラーニングなど
の能動的学習方法の充実に取り組んでいる。
　本節では、短期大学部の取り組みとして、生活学科専
門科目「マルチメディア制作演習」と、保育学科の音楽
での授業におけるアクティブラーニングの授業実践につ
いて報告する。

　「マルチメディア制作演習」では、映像を用いたコミ
ュニケーションスキルの修得を目的に、映像制作と講評
会による学習活動を行っている。各学習活動の導入にお
いては、受講者にルーブリックを用いて学習目標と評価
基準を示し、学びの方向性を共有するようにしている。
また、学習課題を設定するにあたっては、学習目標との
整合性、学生が自ら考えることを促す活動、学生の関心
と能力に適した内容であることを考慮している。
　各作品での学びにおいては、関連性と接続性を考慮し
計画している。制作する映像作品は 作品あり、一つ目
の映像作品「インタビュー」では、アングルやサイズな
どの撮影の基礎知識に基づいて撮影することや、編集を
通じて映像の構成要素を理解するなど、撮影と編集の基
礎的な知識と技能を身に付けることをねらいとしてい
る。二つ目の「CMの再現」では、映像を構成する意識
を喚起することをねらいに、実際のCMの構成を分析し、
絵コンテを書き起こす学習活動を行う。そして、その絵
コンテに基づいて撮影と編集を行い、CMを再現する。
再現する CMは、受講者の興味を生かすために、受講
者が決められるようにしている。三つ目の「オリジナル
作品」では「名女大 青春」というテーマのもと、絵コ
ンテの作成から撮影、編集の一連を行う。
　この授業の指導では、撮影と編集については基礎的な
内容にとどめ、CMやミュージックビデオなどのプロが
制作した映像作品を作り手の立場から分析する方法や観
点の提示を重視している。撮影・編集の基礎と分析の方
法や観点を身に付けることで、学生は自分の興味を生か
しながら自律的に映像制作に取り組むことができたと考
える。本節第 項では、生活学科 年生対象の専門科目

「マルチメディア制作演習」の授業実践を報告する。

　ピアノ技術は保育の現場で求められる機会が多く、ま
た、保育者を目指す学生にとっても保育所や幼稚園での
実習における弾き歌い、就職採用試験の課題など、在学
中から必要とされる技術である。技術の修得には継続的
に練習を積み重ねることが必要であり、授業内だけでな
く、授業時間外での自主的な練習を継続的に行うことが
重要となる。
　本取り組みの対象となった平成 年度第三部入学者
の入学時におけるピアノ技術は、入学時調査の結果から、
全くの未経験者や幼児期あるいは小学生の頃に少し経験
した程度の初心者が全体の約 分の を占めていること
が分かった。初心者のレベルでは自主的な練習が困難で
あることから、 年次前期終了までに自学自習できるレ
ベルまで引き上げることも課題としてあがった。
　保育学科の教育課程においては、ピアノ技術の修得に
関わる主な科目として 科目を設定している。第三部は、
午前中のみで時間割を編成することもあって、この 科
目は ・ 年次の前期と 年次の前後期の開講となり、
・ 年次後期にはピアノ技術の修得に関わる科目がな

かった。その状況から、学生の主体的かつ継続的な学び
をサポートするため、 年次の夏休み課題の実施や 年
次後期の個別指導、学修状況確認としての発表会を行っ
た。また、学生が自身の練習を管理できるように、必修
課題 曲（ ヶ月に 曲）と自由課題 曲を提示した「音
楽の計画表：練習の記録シート」を作成し配布した。こ
のシートの記録から、約 割の学生が継続的な練習によ
り必修課題を終えたことが確認できた。また、約 割の
学生は自由課題に取り組んでおり、自ら課題を設定し、
主体的に学んでいると考えられる。本節第 項では、保
育学科第三部におけるピアノ技術の修得における取り組
みを報告する。

　短期大学部では、全ての学修課程において、学生が主
体的に学ぶ姿勢を養うことを基本としている。その実現
に向けて、全学共通科目及び生活学科・保育学科の各専
門科目の全てにおいて、能動的な学習を促す効果的なア
クティブラーニングの開発と実践に取り組んでいる。
 （山田勝洋）
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　「マルチメディア制作演習」は、短期大学部生活学科
年生を対象とした専門科目である。受講者数は例年
名程度である。この授業は、映像制作における企画・

撮影・編集の実践を通じて、映像を用いたコミュニケー
ションのスキルを習得することを目的としている。受講
者の多くは、スマートフォンなどによる写真・動画の撮
影経験はあるものの、それらの素材を編集した映像制作
の経験はない。最近では、スマートフォンで動画の撮影
や編集ができたり、YouTube をはじめとする動画配信
サービスや SNS などが普及したりと、映像の制作・配
信・視聴は誰にとっても身近なものになっている。高価
な機材や専門的な知識も必要なく手軽に映像を制作・配
信できるようになったこともあり、映像メディアはビジ
ネスやコミュニケーションの場においても広く活用され
ている。映像メディアを取り巻くこのような状況を鑑み、
この授業では、映像を用いたコミュニケーションのスキ
ル習得を目的に、以下の到達目標を設定した。
　　 ．被写体に適した撮影ができる。
　　 ．基本的な動画編集ができる。
　　 ．絵コンテを作成することができる。
　　 ．オリジナル動画を制作することができる。
　　 ．根拠を基に作品の良い点・改善点を評価できる。
　これらの到達目標を基に、 回の映像制作・講評会に
よる学習活動を設計し、以下 つの学習課題を設定した。
　　 ．映像作品 「インタビュー」
　　 ．映像作品 ・全体講評会「相互評価」
　　 ．映像作品 「CMの再現」
　　 ．映像作品 「CMの再現」の絵コンテ
　　 ．映像作品 ・全体講評会「相互評価」
　　 ．映像作品 「オリジナル作品」
　　 ．映像作品 「オリジナル作品」の絵コンテ
　　 ．映像作品 ・全体講評会「相互評価」
　学習活動の設計においては、すぐれた学習課題の条件
として中井が示した、「学習目標に沿っている」「自分で
考えないとできない」「学生の関心と能力に合っている」
ことを考慮した（中井 、 ‒ ）。以下では、各映
像制作・全体講評会における学習活動を示す。

　一つ目の映像作品では、指定されたテーマに基づき撮
影と編集を行う。この学習活動では、「撮影に関する基
礎知識を身に付け実践する」「編集作業を通して映像メ

ディアの構成要素を理解する」「編集によってストーリ
ー性が生まれることを理解する」ことをねらいとしてい
る。本映像制作における学習活動の流れを以下に示す。
　　 ．課題概要の説明
　　 ．撮影の基礎知識
　　 ．編集ソフトの基本操作
　　 ．撮影、編集
　　 ．全体講評会
　この映像制作では、動画・静止画・音声などの各素材
の配列や再生時間といったすべての構成を定めており、
動画以外の素材は全員が同じものを使用する。作品の構
成は、NHK制作のアプリ「プロフェッショナル 私の流
儀」に基づいている。このアプリでは、画面に表示され
る指示に従い撮影やテキスト入力をすることで、NHK
の番組「プロフェッショナル 仕事の流儀」のような映
像作品を作ることができる。アプリが自動で行う編集作
業を、学生は動画編集ソフトを使い自らの手で行うこと
になる。
　動画素材は、人（自分または友人など）を被写体とし、
その人が「真剣に取り組む様子」（ 点）と「流儀を語
る様子」（ 点）である。今回の撮影ではアングルやサ
イズなどの基礎知識を生かすことが重要であり、語りな
どの内容については問わないことを伝え、撮影及び編集
に対する評価基準をルーブリックで示した。
　全体講評会では、「自分以外の作品（考え）に触れる
ことで、視野や発想の観点を広げる」「作品制作を振り
返ることで、今後の課題や目標を定める」ことが講評会
のねらいであることを伝え、「①作品視聴、②印象に残
った作品の選出、③選出理由の記述、④次の作品に向け
た課題・目標の記述」の学習活動を行った。
　印象に残った作品の選出に関する記述では、カメラを
地面に置いたアングルでの撮影や、撮影の時間帯を変え
ているといった工夫に関するものなどが見られた。ま
た、流儀を語る声が聞こえず上手く録音できていないこ
とや、動画と BGMのタイミングが合っていないといっ
た、撮影や編集におけるミスなど、映像制作において気
を付けるべき点に関する記述も見られた。

　二つ目の映像作品では CMの再現を行う。各自が選
んだ CMをもとにその CMの絵コンテを書き起こし、
その絵コンテを基に映像を制作する。絵コンテの書き起
こしを通して、映像の構成に意識を向けることがねらい
である。この映像制作からは、個人またはグループ（
～ 名）のどちらで取り組むかを学生が選択できるよう
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にしている。本映像制作における学習活動の流れを以下
に示す。
　　 ．課題概要の説明
　　 ．CMの分析
　　 ．絵コンテの書き起こし
　　 ．撮影、編集
　　 ．全体講評会
　絵コンテを書き起こす際のポイントとして、どのよう
なアングル・サイズで撮影しているか、動画・静止画が
いくつ使われているか、各素材がどの程度の時間再生さ
れているか、映像の切り替わりと BGMのリズムに関係
性があるかといったことなど、CMの構成を分析する観
点を説明した。また、これらの観点に基づく絵コンテの
評価基準をルーブリックで示した。
　CMの再現は、書き起こした絵コンテをもとに行う。
この映像制作では、映像の構成を分析し、その構成を再
現することを意図しているため、撮影ではアングルやサ
イズを忠実に再現することを指導した。一方で、撮影場
所や小道具といったものについては各自のできる範囲で
よいこととした。編集は CMを忠実に再現するよう指
導した。学生に学習活動の方向性を共有してもらうため
に、撮影・編集の評価基準をルーブリックで示した。
　全体講評会では、オリジナルの CMと学生が再現し
た CMを交互に視聴した。全ての作品の視聴後、「①印
象に残った作品の選出、②選出理由の記述、③制作の取
り組みに対する自己評価・グループ内評価の回答、④自
分の良かった点・改善点の記述、⑤次の作品に向けた課
題・目標の記述」の学習活動を行った。
　自分の良かった点の記述では、CMのカットが変わる
時間を細かく調べたことやカメラの位置にこだわって撮
影したこと、編集で音声の再生位置の微調整を繰り返し
たことなどが見られた。改善点の記述においては、音量
の調整や動画の切り替えのタイミングが不十分であった
ことなどが見られた。また、他学生の作品と比較し、自
分の作品の再現度が低く感じられたとの記述も見られ
た。

　三つ目の映像作品ではオリジナル作品を制作する。作
品の条件として、テーマは「名女大 青春」、映像の長
さは 秒以上とした。テーマの解釈や展開は自由であ
る。本映像制作における学習活動の流れを以下に示す。
　　 ．課題概要の説明
　　 ．テーマの意味づけ（企画）
　　 ．映像表現の研究

　　 ．絵コンテの作成
　　 ．撮影、編集
　　 ．全体講評会
　この映像制作における「オリジナル」とは「 作品以
上の要素を組み合わせたもの」と定義し、映像作品
「CM」で取り組んだように CMをはじめミュージック
ビデオや映画など、プロが制作した映像作品を対象にカ
メラワークや構成などを分析し、積極的に取り入れるこ
とを推奨した。また、絵コンテの制作においては、具体
的で詳細な記述や、他者にも分かりやすいように表現を
工夫することを指示した。これらの学習活動の方向性を
共有し、その活動を促進するため、撮影・編集・絵コン
テに対する評価基準をルーブリックで提示した。
　全体講評会では、全ての作品の視聴後、「①グランプ
リ作品の選出、②選出理由の記述、③制作の取り組みに
対する自己評価・グループ内評価の回答、④自分の良か
った点・自分の改善点の記述、⑤この授業に対する感想
の記述」の学習活動を行った。
　完成した作品は、青春映画の予告編のパロディや「名
古屋女子大学あるある」をまとめたものなど、テーマの
展開は多岐にわたった。また、一つの場面を複数のアン
グルで撮影し組み合わせた表現の工夫や、動画と BGM
のタイミングを合わせた効果的な編集などが見られた。

　この授業では、撮影についてはアングルやサイズなど
の基本的な知識だけを、編集については編集ソフトの基
本操作だけを指導するにとどめ、映像作品を分析するた
めの方法と観点を提示することに重点を置いた。また、
「CMの再現」や「オリジナル作品」では、学生の興味・
関心を生かせるように課題を設定した。オリジナル作品
においてさまざまな表現の工夫が見られたことは、学生
が自ら考える、学生の関心と能力に合う、といった学習
活動の設計が効果的に影響したものと考えられる。
　ルーブリックを用いて評価基準を示すことは、学習活
動の方向性を学生と共有する有効な手段と考える。一方
で、その学習活動において期待する学習成果を十分に明
文化できていないという反省もあった。今後も学習目標
と活動の整合性を見直し続ける必要がある。

中井俊樹編， ，『シリーズ大学の教授法 　アクティブラー
ニング』，玉川大学出版部．

 （山田勝洋）



─　　─

総合科学研究　第 号

　保育学科では、平成 年度より大幅なカリキュラム
の変更を行い、それまでの 年間で修業の〈第一部〉に
加え、午前中のみの時間割で 年間の修業とする〈第三
部〉を新設した。修業内容は、第一部、第三部ともに同
じ内容であり、修業年数に 年間と 年間の差が生じる
のみである。
　保育内容の領域「表現」で求められていることは、様々
な体験を通して豊かな表現力を育み、創造性の芽生えを
培う（『保育所保育指針』より）ことであったり、感じ
たことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにす
る（『幼稚園教育要領』より）ことであったりする。『幼
稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領』には、ピアノ技術の必要性につい
て全く明記はされていない。しかし、保育の現場では、
ピアノ技術を求められる機会が多い。ピアノは、子ども
の音楽表現を豊かに導くことができる最も有効な楽器の
一つだからである。ひらがな二点イ音からカタカナ三点
ハ音までの の鍵盤あり、これはオーケストラにおけ
る演奏可能な最低音から最高音までを有している。音律
も オクターブが 音で構成された平均律で整えられ、
使用するたびに音律の調整を行う必要がない。また、同
時に何音も鳴らすことができることから、子どもの歌に
必要なメロディーラインとそれを支える伴奏部分も同時
に奏することができ、豊かな音色を奏でることができる。
従って保育の現場では、幼児教育が導入された明治期よ
り、ピアノによる弾き歌い演奏の技術の修得が求められ
てきたのである。
　現に、保育実習や教育実習でも実習先から課題として
ピアノによる弾き歌いの課題が指示されたり、就職試験
の課題にも設定されたりしている。また保育士資格国家
試験においても、表現領域より「造形表現」、「身体表現」、
「音楽表現」より二選択の課題が課せられているが、「音
楽表現」においては、〈弾き歌い演奏〉が指定されている。
勿論、ピアノ以外の楽器を用いて行っても良いが、指定
された楽譜はピアノ伴奏用のものである。また、採用内
定後の研修課題や、就職後においても、園生活を支える
園歌、生活の歌、今月の歌、行事の歌、生活発表会など、
ピアノ技術を求められることは多い。
　このことから、保育学科では、その 年間、または
年間の修養の期間で保育の現場で役立つピアノ技術の修
得が音楽の授業においても重要となるといえよう。

　入学に際し、ピアノ技術は一朝一夕では身に付けるこ
とができないことから、未経験者や初心者ということで、
その習得に不安を抱える入学生が多い。従って授業のみ
ならず、授業外でも積極的に練習を行うことが修得につ
ながるのである。

　平成 年度入学者の音楽関連の授業のカリキュラム
は、第一部では、 年次前期に保育士資格と幼稚園教諭
二種免許を取得するために必修科目となる「保育表現技
術（音楽 ）」（以降、「音楽 」）の授業があり、音楽理
論とピアノの基礎的な技術の習得を主に行っている。
年次後期には、幼稚園教諭二種免許に必修科目となる「保
育表現技術（音楽 ）」（以降、「音楽 」）があり、子ど
もの歌に関する歌唱法と弾き歌い演奏の技術の習得を主
に行っている。 年次前期は、選択科目となる「保育表
現技術（音楽 ）」（以降、「音楽 」）で、教育実習や就
職試験対策にも役立つ内容の授業を行っている。そして、
年次後期には、保育士資格、幼稚園教諭二種免許に必

修科目となる「保育内容演習（表現Ａ）」（以降、「表現Ａ」）
の授業を行い、子どもの表現の指導法について学修して
いる。第一部の学生は、期を空けることなく連続して履
修することができる。
　それに対し第三部のカリキュラムでは、 年次前期に
「音楽 」、 年次前期に「音楽 」、 年次前期に「音
楽 」、その後期に「表現Ａ」となっており、各年次と
もに前期のみの授業となる。前記にも述べたように、ピ
アノ技術の修得には継続が求められる。従って、第三部
の学生に対し、授業のない後期の期間においても、継続
的な主体的学びをアクティブに行えるような指導法が求
められる（図 ）。
　本節では、平成 年度に入学した第三部の学生を対
象に試みた主体的で持続可能な学びをサポートするため
の授業外でのピアノ学修の試みを報告する。

図１　第三部におけるピアノの学修
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図４　「音楽１」ピアノ指導における課題履修表

　平成 年度新設となった第三部の定員は 名である
が、平成 年度の入学生は、 名であった。ピアノ技
術の習得のために音楽の授業では、個人レッスンを行っ
ている。これは、一人一人のレベルに合わせて丁寧な指
導を行い、確実な技術の習得につなげている。そのため
には学生の状態を把握する必要があり、「音楽 」では
全員が履修することから、指導のクラス分けを行うため
にピアノ経験について調査を行った。

　調査　：平成 年 月 日（火）入学前指導時
　目的　：ピアノ個人指導の担当者とレベルの把握のた

めのクラス分け
　対象者：平成 年度第三部入学予定者 名
　内容　：①現在習っているかの有無
　　　　　②ピアノ経験の有無
　　　　　③習ったことがある場合の時期と期間
　　　　　④使用した教材、または使用している教材

　①現在習っていると回答した入学予定者は、 名（
％）、習っていないと回答した入学予定者は、 名（ ％）
であった。また②経験の有無について、経験者は 名（
％）、未経験者は 名（ ％）であった（図 ）。

図２　ピアノ経験に関する調査

　③習った時期の調査では、幼稚園・保育園の頃に習っ
たという入学予定者が 名、小学生時には 名、中学
生時には 名、高校生時には 名、大学に入学後に習
うという入学予定者が 名であった。レベルによる内
訳では、上級者は、幼・保の時期から習っている入学生
が 名、小学生時が 名、中学生時が 名、高校生時が
名、大学に入学しても継続で学ぶという入学予定者が
名であった。中級レベルでは、幼・保の時期が 名、

小学生時が 名、中学生時が 名、高校生時が 名、
大学生となってからは 名であった。初級レベルでは、
幼・保の時期が 名、小学生時が 名、中学生時が 名、
高校生時が 名、大学生になってからは 名、未経験者

レベルでは、幼・保の時期が 名、小学生時が 名、中
学生と高校生時は 名、大学生になってから習うという
入学予定者が 名であった。④使用テキストからわかる
レベルでは、本学科で上級と見なされる『チェルニー
番』や『ソナタ』を使用している学生は 名、中級と
いわれる『チェルニー 番』や『ソナチネ』を使用し
ている学生が 名、『バイエル』『ブルグミュラ─ 番』
といった初級のテキストを使用している学生が 名、
導入書による初心者が 名、全くの未経験者が 名で
あった（図 ）。

図３　ピアノのレベルに関する調査

　このことから、ピアノのレベルについては、全くの未
経験者に加え、たとえ習ったことがあったとしても幼稚
園児・保育園児や小学生の頃に少し経験した程度のレベ
ルであり、初心者が全体の約 分の を占めることから、
「音楽 」の授業では、ピアノ学修が自学自習できるよう
なレベルまで引き上げる必要があることがわかった。

　履修条件として「音楽 」の授業は、履修者のレベル
に関係なく、バイエル 番以降から選曲した 曲の課
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図５　 年次後期の練習計画案
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題と弾き歌い課題 曲、♯♭ 個までの長調と短調によ
る音階課題 曲を修了することが求められる（図 ）。
　授業は、平成 年 月 日、第 回目にオリエンテ
ーションを行った。ピアノの個人レッスンは、次週とな
る 日より開始し、第 回の授業までの実質 回行っ
た。そして第 回となる 月 日に、バイエル 番、
または 番のどちらかを演奏発表した。若干名の再試
者はいたものの、履修生 名、全員が単位認定となっ
た。未経験者や初心者が、約 カ月半の短期間でバイエ
ル終了程度までのピアノ技術を取得できたのは、マン・
ツー・マンによる指導の下、授業外での学生自身による
主体的な学びによるものであるといえよう。

　第三部については、この次にピアノの個人レッスンを
受講できる機会は、 年次の前期となり、授業修了の
月末からは、約 カ月後のこととなる。ピアノ技術の習
得については、継続した学びが重要となることから、音
楽の授業のない後期に、学生自身の自学自習をサポート
する必要があるといえる。学生も努力して修得した技術
を何の指標も無いまま後期を過すことは避けたいとの意
見が多数寄せられ、「音楽 」の最終授業時に、「音楽 」
と「音楽 」の学びの連続性と、学びの発展性について
説明を行った。また、「音楽 」で取り扱う楽曲の移調
奏の楽譜作成の課題提を夏休み課題とし、授業のない後
期の期間に、音楽担当の専任教員 名で個別指導の機会
を設け、サポートを行った。 月から 月の期間で ヵ
月に 曲のペースでも取り組めるように、全 曲。他に
自由課題 曲を提示した音楽の計画表：練習の記録シー
トを配布した（図 ）。

　また、学修状況の確認として 月 日（木）に任意
参加による発表の機会を設けた。演奏曲目は、記録シー
トに提示した 月設定曲「あわてんぼうのサンタクロ
ース」、または 月設定曲『マーチ集』から任意とした。

　任意参加による参加者は 名（ . ％）であった。体
調不良や忌引きの欠席の学生が 名（ . ％）、他用が
あり欠席した学生が 名（ . ％）であった。
　今回の発表会の設定は、人前で演奏を試みることで緊
張感と練習のモチベーションを狙ったものである。しか
し、参加者数から判断すると効果があったかとはいい難
い。条件さえそろえば 名（ . ％）が参加できたと
も考えられ、日程について再考が求められたといえる。
しかし、連絡のなかった 名（ . ％）についても、
主体的に学びを継続するつもりであるが人前での発表は
行いたくないという学生もいたと推察する。人前で演奏
することと、主体的な学びとを強制的に関連付けようと
したことが間違いであったといえよう。また、発表会を
肯定的に捉えた学生でも、発表日を授業のない期間に設
定していたため、金銭的な理由から参加を見合わせたこ
とも考えられ、学生への配慮が足りなかったといえる。
つまり発表会の開催は、一部の学生には肯定的に捉えた
としても、全体的には学生の主体的な学びに有益であっ
たとは言いきれないことがわかった。
　練習の記録の回収については、 名全員の提出があ
った。練習した曲数について、全く練習しなった学生が
名（ . ％）、 曲練習した学生が 名（ . ％）、

曲練習した学生が 名（ . ％）、設定した 曲を練習し
た学生が 名（ . ％）、 曲に加え 曲の学生が 名
（ . ％）、 曲追加の学生が 名（ . ％）、 曲追加の
学生が 名（ ％）、 曲追加の学生が 名（ . ％）、
曲追加の学生が 名（ . ％）であった。

　この結果から、取り組んだ曲が 曲の 名（ . ％）は、
主体的な学びに全く繋がらなかったと考えられる。また、
曲、あるいは 曲であった 名（ . ％）は、ある程

度努力したが自学自習が難しかったと考えられる。目標
となる 曲に取り組んだ 名（ . ％）は、ある程度主
体的に自学自習を行ったが、規程範囲内であり、主体的
な学びが十分に行われたとはいいがたい。それに反して、
取り組んだ曲が追加である 名（ ％）であったのは、
このシートによる主体的な学び履修生全体の半数が主体
的な学びにつながったといる。
 （河合玲子）
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　平成 年度より順次改訂された小学校・中学校・高
等学校の学習指導要領では、すべての教科等が「知識及
び技能」（何を理解しているか、何ができるか）、「思考力、
判断力、表現力」（理解していること・できることをど
う使うか）、「学びに向かう力、人間性等」（どのように
社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか）という三
つの資質・能力の育成を目指している。各教育課程の教
科等の目標や内容は、この三本柱に基づいて定められた。
三本柱を踏まえた授業での実践で求められる授業改善に
おいて、特に推進されているのが「主体的・対話的で深
い学び」である。
　主体的・対話的で深い学びとはどのように実現される
ものなのか。『小学校学習指導要領（平成 年告示）解説　
外国語活動・外国語編』では次のように解説されている。

　　子供たちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び
付けて深く理解し、これからの時代に求められる資
質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び
続けることができるようにするには、これまでの学
校教育の蓄積を生かし、学習の質を一層高める授業
改善の取組を活性化していくことが必要であり、我
が国の優れた教育実践に見られる普遍的な視点であ
る「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授
業改善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授
業改善）を推進することが求められる。（ ‒ ）

　主体的・対話的で深い学びの実現に欠かせないのがア
クティブラーニングであり、現在の小・中・高等学校の
教員は授業にアクティブラーニングを取り入れることが
求められている。従って小学校教諭や中学校教諭の免許
を取得する児童教育学科児童教育学専攻の学生は、アク
ティブラーニングの授業をおこなうための知識や技能を
身につけなければならない。
　一般的には、授業がどのような教授法に基づいておこ
なわれているかを知らなくても、受講者はその教授法の
効果を享受することができるだろう。平成 年の中教
審の答申で、アクティブラーニングは「教員による一方
的な講義形式の教育とは異なり、学習者の能動的な学修
への教授・学習法の総称」と説明されているが、そのよ
うな定義を知らず、またなぜその手法が授業で使われる

のかを理解せずとも、アクティブラーニングを体験する
ことで受講者が得られる学びの効果が減じることはない
であろうし、教授者があえて受講者に教授法への理解を
求めることも多くはないのではないか。しかし教員免許
取得を目指す学生にとっては、アクティブラーニングの
定義、目的、効果を把握し、受講者（児童生徒）の習熟
度や発育に合わせた運用を知ることは重要である。学生
たちはアクティブラーニングで学ぶだけではなく、アク
ティブラーニングを学ばなくてはならない。文学部児童
教育学科の学生の特性に合わせたアクティブラーニング
の想定には、学生が将来教師になった時にアクティブラ
ーニングを実践できる知識や技術、手法の習得を含む必
要があると考えられる。

　令和 年度の児童教育学専攻のカリキュラムのなかに
は、アクティブラーニングの学習そのものに特化した授
業は設置されていないため、学生がアクティブラーニン
グの手法を学ぶのは、主にアクティブラーニングの授業
の受講を通してであろう。授業を通して学生はアクティ
ブラーニングをどう学ぶことができるのか、本稿第 章
第 節で示された文学部児童教育学科の授業実践例を見
ながら考えていきたい。
　市村の「「日本語表現法 」における相互添削の取り
組み事例」では、学生が作成した文章を相互に添削する
方法が紹介されている。相互添削を通して学生は添削者
の視点を持つことができるようになり、さらに読み手へ
の意識が生まれることが、文章作成能力の向上につなが
るという。自分が作成した文章を教員が評価するだけで
は一方的な教授になりがちであるが、学生自身が他者の
書いた文章を読んで互いに評価をすることにより、「他
者に読まれることを強く意識し、文章を書くモチベーシ
ョンが高まり、また、相手が読みやすいよう丁寧に記述
しようとする姿勢がみられる」（ ）と市村は指摘する。
よい文章とは何かということを自らが考え、自分の文章
を改善する力をつけることができる。相互添削は学生に
能動的な学修への参加を促すアクティブラーニングの実
践であり、「日本語表現法 」の授業の到達目標を達成
させる効果的な方法の一つとしてアクティブラーニング
が取り入れられている。さらに相互添削の実践は、「添
削者」、すなわち「教師」の視点と、児童生徒を能動的
な学修へと導く手法を学生に身につけさせる効果があ
る。特に文章添削の実践は、小学校や中学校での文章表
現指導の際に役立つ経験になると思われる。
　服部の「「外国語（英語）演習Ⅰ」におけるアクティ
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ブラーニングの実践」では、外国語教育の理論を学生が
理解し、実際の活動と乖離せず活きた知識・技術として
将来授業で応用できるよう、外国語活動授業の体験を通
して背景的知識の意義を実感させる方法例が述べられて
いる。学生はゲーム等の活動の中で、語学教育における
インプットとアウトプットの重要性を知ることができ
る。
　児童教育学科の外国語科教育に関しては、 年次に「外
国語（英語）演習Ｉ」、 年次に「外国語（英語）演習
II」、 年次に「外国語科教育法」が開講され、それぞ
れがコアカリキュラムに基づく「外国語の専門事項」と
「外国語の指導法」を扱っている。「外国語（英語）演習
Ｉ」では 年生が大学で初めて触れる外国語関連の教職
科目であるため、いきなり専門知識を注入するのではな
く、小学校の授業で想定される活動を実際に体験したう
えで、その活動で用いられている教授理論等を段階的に
理解する流れ を取っている。 年次の「外国語（英語）
演習 II」と合わせて実践と理論の結びつきを進め、筆者
も担当する 年次の「外国語科教育法」へとつなげてい
る。
　学生自身が指導案を作成して模擬授業をおこなう「外
国語科教育法」は、学生が主体的、能動的、協働的に動
かなければ授業が成り立たず、まさにアクティブラーニ
ングを実践する場となる。 人で 分実施の模擬授業
では、授業をおこなう学生以外は児童役として授業実践
に関わり、模擬授業終了後は評価を作成し、授業につい
て話し合う。全員が授業の中で役割（教師、児童、評価
者）を担い、能動的に授業に参加する。
　小学校の外国語活動や授業は座学ではなく、体験を通
じて学ぶ活動が中心となるため、指導案の内容にはアク
ティブラーニングの要素が求められる。めあての英語表
現を使う目的と必然性があり、児童が主体的にその表現
を使って聞き話し、何かを伝え合うような活動を学生は
工夫しなくてはならず、またそのような授業を実践でき
る力を備えていなければならない。アクティブラーニン
グの視点に立った授業をおこなうための教材の選定や使
い方、ペアワークやゲームでの指示の出し方、児童への
援助の仕方等、模擬授業の計画および実践を通して学生
は試行錯誤しながら授業実践力を身につけていく。
　竹内の「ワークショップ型授業研究協議会（KJ 法）
における授業内容の定着化と発展」では「教育の方法と
技術」での実践例が記されている。授業名が示すとおり、
教育の方法と技術を学修する授業であり、今回の実践例
はファシリテーターを中心に ～ 人のグループでマト

リック法を使用したワークショップを進める方法であ
る。班のメンバーで問題点や意見をまとめ、最後にファ
シリテーターが班で話し合った改善策や共有化する点を
発表する。今回の教材は小学 年生の算数の授業（ひき
算）であったが、授業分析の対象となる科目は算数に限
定されることはないだろう。このワークショップに対す
る学生の自己評価は高く、「主体的・対話的で深い学び」
を学生が実感できたことが示されている。ワークショッ
プで得た成果の実感は、ここで学んだ知識や手法と共に、
学生が将来自分でアクティブラーニングの要素のある授
業を組み立て実践する際に役立つものと思われる。

　文部科学省が推奨するアクティブラーニングを取り入
れた授業は、一方的に授業を聞くだけの受動的な学習と
は一線を画し、児童生徒の能動的な学修する力を育むも
のである。しかしながらアクティブラーニングは、特に
義務教育の段階で「これまで地道に取り組まれ蓄積され
てきた実践」（『小学校学習指導要領（平成 年告示）解説　
外国語活動・外国語編』 ）を否定するものではなく、
またアクティブラーニングとて万能の授業法ではなく、
いくつかの問題点も指摘されている（松下『ディープ・
アクティブラーニング』 ‒ ）。
　本論で取り上げた授業の実践例は文学部の授業のごく
一部であり、幼稚園、保育士関連の授業の紹介および分
析が欠けてしまったが、幼児教育関連科目では講義・演
習ともに学生のグループワークや発表が多く、学生の主
体的な学修の確立を促している。評価については文学部
独自の提案は検討半ばで、今後の課題である。児童教育
学科は令和 年度より つの専攻が統合されるが、幼稚
園・小学校・中学校の教員免許および保育士資格取得を
目指す学科の根幹は変わらない。教育・保育現場で活躍
できる人材を育成するのに相応な授業の在り方につい
て、個々の教員が真摯に取り組むことは当然であるが、
同時に学科全体で方針や提案、問題点等を共有すること
が重要であると考えられる。

市村由貴「「日本語表現法 」における相互添削の取り組み事例」
「大学における効果的な授業法の研究 （平成 年度～令和

年度）」『総合科学研究』第 号　 年　 ‒
竹内正裕「ワークショップ型授業研究協議会（KJ 法）における

授業内容の定着化と発展」「大学における効果的な授業法の
研究 （平成 年度～令和 年度）」『総合科学研究』第 号　

年　 ‒
中央教育審議会『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に
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向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ
～（答申）』 年 月 日　https://www.mext.go.jp/b_
menu/shingi/chukyo/chukyo /toushin/ .htm

服部幹雄「外国語（英語）演習Ⅰ」におけるアクティブラーニン
グの実践」「大学における効果的な授業法の研究 （平成
年度～令和 年度）」『総合科学研究』第 号　 年　 ‒

松下佳代・石井英真編『アクティブラーニングの評価』東信社　
年

松下佳代・京都大学高等教育研究開発センター編著『ディープ・
アクティブラーニング』勁草書房　 年

文部科学省『小学校学習指導要領（平成 年告示）解説　外国
語活動・外国語編』開隆堂　 年

 （羽澄直子）

　この項では、名古屋女子大学文学部児童教育学科の特
性を踏まえた上で、これまで掲載された学科担当教員の
各論考の内容をもとに、本学科における「アクティブラ
ーニング」の現状と課題についていくつかの考察を行い
たい。その際、考察の手がかりとして、松下佳代・京都
大学高等教育研究開発推進センター編著『ディープ・ア
クティブラーニング　大学授業を深化させるために』（勁
草書房、 年）の内容を参考とする。本機関研究最
終年度においても特に研究メンバー間で時間を費やし読
まれた書籍である。

　名古屋女子大学文学部児童教育学科においては、現時
点で二つの専攻が設置されている。児童教育学専攻にお
いては、さらに小中教育コース、初等教育コース、幼児
教育コースの つのコースが設置されており、コース選
択は大学 年次に進められる。小中教育コースにおいて
は、中学校教諭一種免許状（国語）および小学校教諭一
種免許状の取得を一つの目標としている。初等教育コー
スにおいては、小学校教諭一種免許状および幼稚園教諭
一種免許状、そして幼児教育コースにおいては、幼児教
育段階と義務教育段階の接続を意識しつつ、幼稚園教諭
一種免許状および保育士資格の取得が目指される。いず
れのコースにおいても、教育・保育に関わる専門的知識
や技能、豊かな人間性や社会性、指導力をそなえた教員
および保育者を養成することが強く意識されている。他
方、幼稚園教諭一種免許状および保育士資格取得を目指
す幼児教育学専攻ではコース制は採用されていない。ま
た、現時点において所属する学生数は児童教育学専攻よ

りも多い。児童教育学専攻の幼児教育コースと取得可能
な免許・資格は同じであるが、幼児保育学専攻において
は、入学当初から保育に対する意識の高い学生が多数集
まりやすい傾向があるように思われる（ただし、当然の
ことではあるが、学生達個々の特性については毎年大き
く異なる）。
　いずれの専攻、コースにおいても、専門的技能や知識
を身につけた専門的職業人としての教員・保育者を目指
している点は共通している。学生達の側でも、各専攻の
特性を知ったうえで入学を希望しているため、はじめは
教員・保育者に関する知識は漠然としつつも、入学時点
から既に教員・保育者を目指す意思は強いといえる。

　さて、本機関研究においては、本学の学生達の特性に
合わせた「アクティブラーニング」の在り方について検
討してきた。その検討のプロセスにおいて、特に重要な
手がかりを与えてくれたのが、先に記述した「ディープ・
アクティブラーニング」に関する著書であった。この著
書はさまざまな先行研究、調査をふまえて執筆されてい
るが、松下は序章において、「アクティブラーニング」
が「ディープ」であることを望まれる理由について整理
している。松下は、「アクティブラーニング」の名のも
とに、活動的とみられる内容を授業内容に導入すれば、
それだけで学生たちの学びがアクティブになるとは考え
ていない。また、現状の「アクティブラーニング」が抱
えている課題について、次の三つに整理している。つま
り、〈 〉活動時間を重視するあまり、高次の思考やそ
れに対応する知識の獲得が軽視されやすくなるという、
知識と活動の両立の問題に関わる「知識（内容）と活動
の乖離」、〈 〉活動的な内容に参加することを強く求め
られる反面、学生達個々の学びへの参加の責任が曖昧に
なる等という点に関わる「能動的学習をめざす授業のも
たらす受動性」、そして〈 〉アクティブラーニング型
があまりに肯定的に評価される価値観の下では従来の学
習スタイルが低く評価されがちであるという点等に関わ
る「学習スタイルの多様性への対応」の 点である（松下、

年、 頁を参照）。また「ディープ・アクティブラ
ーニングはとくに、〈 〉の知識（内容）と活動の乖離
という問題を中心に、アクティブラーニングを再構築し
ていこうとするものである」（松下、 年、 頁）と
いう。また、〈 〉の課題におそらく関わると思われるが、
松下は先行研究に触れながら、学習プロセスにおける「内
化」と「外化」の問題について次のように述べている。
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　（前略）「一方向的な知識伝達型講義」では授業の大半
は知識の内化に費やされ、外化といえば、記憶した知識
を試験ではき出すことくらいしかなかったのに対し、ア
クティブラーニングは「認知プロセスの外化」を学習活
動のなかに正当に位置づけた。これはアクティブラーニ
ングの功績である。
　だが、「外化のない内化」がうまく機能しないのと同
じように、「内化のない外化」もうまく機能しない。内
化なき外化は盲目であり、外化なき内化は空虚である。
　アクティブラーニングでは、内化ばかりの講義を批判
するあまり、内化がおざなりになりがちである。（後略）
（松下、 年、 頁）

　おそらく、ここに松下自身の強い課題意識が著されて
いるといってよいだろう。無論、〈 〉以外の点につい
てもこの書籍の各章では触れられており、書籍全体とし
て軽視されているわけではない。例えば第 章の教員養
成に関する章では、〈 〉に関わるような、教員志望学
生らが授業内の学びについて自ら責任を負うようになっ
ていく過程等について考察がなされている（関田、三津
村、 年、 ‒ 頁を参照）。
　以下では上に整理した課題を視点としながら、名古屋
女子大学文学部の各教員によって論じられた内容につい
て、僭越ながら、簡単に考察してみたい。

　上に、松下によって提示された「アクティブラーニン
グ」が抱える各課題を整理したが、これらを「教員（保
育者）養成」という性質をもつ文学部児童教育学科の文
脈におくと、次のような課題として読み替えることがで
きるだろう。例えば、日々各授業において大量に伝えら
れる知識を、教員・保育者を目指す自分にとっての「我
が事」として、自分の教育理念や実習等の実践にも深く
結びつけられているか。あるいは、各授業で展開される
学びや活動が、学生達の立場（生活や背景）に立った時、
彼女ら自身にとって、「教員・保育者」を目指す上での
単なる一時的「課題」として認識されるにとどまらず、
自分が目指す教員・保育者の像（スタイル）と結び付く
ものとして認識されているだろうか。
　それでは、上に整理した各課題を考察の視点として採
用した時、本稿で報告されている文学部教員の各授業の
内容はどのように考察することができるだろうか。
　まず一つ言えることは、松下が特に危惧していたよう
な知識と活動の乖離という問題点については、各教員に

特に強く意識されているということだろう。詳細は各報
告を確認してもらいたいが、例えば服部の「外国語（英
語）演習Ⅰ」に関する報告においては、「インプットと
アウトプット」の実感に関する報告からもわかるように、
知識が表面的なものになりやすいことを強く意識した上
で、得られた知識を「我が事」として内在化うるような
具体的な教育方法を提案・実践するところにまで至って
いる。また、同様に竹内の「教育の方法と技術」に関す
る報告においても、本研究の前の研究にあたる「大学授
業法 」での指摘を踏まえ、特にアウトプットを意識し
た授業を展開している。
　また、上記〈 〉で松下が課題として挙げていたような、
学生達の学びへの参加の責任については、市村が展開し
ている「相互添削」の実践において、「読み手」を意識
した学びが展開されることで、学生個々の状況に配慮す
る必要はあるものの有効な方法の一つが示されているよ
うに思われる。短い考察ではあるが、このように、松下
が述べていた「アクティブラーニング」を「ディープ」
にしていくという課題は、文学部における「教員（保育
者）養成」という性質をふまえつつも各授業においても
意識され、また徐々にその解決につながるような具体的
実践へとつなげられているといってよいのではないか。
　ただし、今後考察すべき点もまた残されている。それ
は、「アクティブラーニング」における深さの意味を決
めるのはあくまで学生達であるという点に関わるもので
ある。確かにここでふれた各報告においても、教員養成・
保育者養成の場にいる学生たちの状況や背景を考慮にい
れつつ、専門的知識が学生たちの関心や将来の目標から
乖離せず、また深く定着するよう配慮していることがう
かがえる。しかし、教員の願いを受け止める側にいる学
生達が、はたしてその「深さ」をどのように受け止め、
意味付け、自身の教育者・保育者としての生き方や願い
に反映させることができるのか、そのプロセスや「評価」
の在り方については、本稿の時点では、深く考察すると
ころまでは至っていない。上記の課題に当てはめるなら、
たとえば〈 〉に関連するような、学生達自身の状況や
学びのスタイルをより深く考察することや、学びの「後」
をみようとする視点も、今後は更に求められるだろう。
　尚、本項を執筆するにあたり、各教員の授業を詳細に
分析することはかなわなかった。また、現時点では文学
部児童教育学科としての、求められる「アクティブラー
ニング」の形をまとめて提案できる段階には至っていな
い。今後の課題としたい。
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松下佳代「序章　ディープ・アクティブラーニングへの誘い」松
下佳代・京都大学高等教育研究開発推進センター編著『ディ
ープ・アクティブラーニング　大学授業を深化させるため
に』勁草書房、 年、 ‒ 頁。

関田一彦・三津村正和「第 章　【教員養成】　意味のある学習を
意識した授業デザイン─教師としての素養を学び磨くという
ストーリー─」松下佳代・京都大学高等教育研究開発推進セ
ンター編著『ディープ・アクティブラーニング　大学授業を
深化させるために』勁草書房、 年、 ‒ 頁。

 （杉原央樹）
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　平成 年 月に学生を対象とした「学びに対する姿
勢」のアンケート調査結果から、質問も発言もしないと
いった受け身で、言われたことにはまじめにするが自
分からは行動しない、いわゆる「指示待ち」の状況に
あると指摘された )。これらを受け、家政学部では、FD
研修会においてアクティブラーニング（以下AL）とし
て Think-Pair-Share、Round robin、Minute Paper 等
の手法を導入した授業法等を検討し授業改善を試みてき
た。そして、次の段階として「知識技能」を活用して自
らの課題を発見し、その解決に向けて探究する思考力や
判断力、そして主体性を持って多様な人々と協働する態
度を身に付ける深い学びと結び付ける授業法を検討する
予定であった。しかし、新型コロナウイルス感染症の拡
大により、グループワークやディスカッションを活用し
た授業が困難な状況となった。
　そこで、本稿では、対面授業と遠隔授業を組み合わ
せた授業に ICT（Information and Communication 
Technology）を活用した AL を提案し、今後の実践に
繋げていくこととする。

　AL と ICT については、平成 年 月 日に閣議決
定された「第 期教育振興基本計画」（計画期間：
年度～ 年度）によると、今後の教育政策に関する
基本的な方針として、大学教育においては学生が主体的
に学修するALへの展開を図るなど、教育の質向上の観
点とともにグローバルに進展している教育研究のオープ
ン化に対応し、大学の知を広く国内外に発信する観点か
らも ICT の利活用を推進することが求められる、と示
されている。また、教育再生実行会議 第 次提言（平
成 年 月 日）の中でも、これからの時代を見据え
た教育内容・方法の革新～求められる資質・能力を教育
によっていかに培うか～において、ICT 活用による学び
の環境の革新と情報活用能力の育成として、大学はAL
の推進など多様な教育の提供や学習環境の向上を図るこ
とが示されている。そこで、本学科では対処的ではある
が従来まで実施していた授業法の改善案として、第 章
節で記したインフォグラフィックスを用いたポスター

作成と評価について、修正案を以下に提案する。

　インフォグラフィックスを用いたポスターの作成の概

要は第 節で示した通りである。そこでの問題点は、ポ
スター作りが目標や目的となり、これからの消費行動に
ついて考えるという学びまでには至らなかったことであ
る。そこで、実践した講義科目「くらしの経済」につい
て、以下の修正を行い、深い学びに繋がるALについて
検討していく。
　まず、①テーマの設定においては、学生が容易に連想
でき多方面から考え検討できる内容を示した表現を用い
ることである。前回は「アフターコロナの消費とくらし」
とし、新しい消費生活様式について考えることを求めた
が、抽象的な設定であったため考えがまとまらない学生
が見られた。教員はそれらの学生に対面による個別指導
が十分できなかったため、学生は「アフターコロナ」「消
費」「くらし」のキーワードが結びつかず、テーマがあ
いまいとなり、現在のくらしや消費の実態のみを示した
作品となった。次に、②誰に向けて作るかの対象をある
程度限定し、振り幅を狭くすることである。③情報の検
索にあたってはインターネットのみに頼ることなく、授
業内容の振り返りや今までの経験知も加えるように促す
ことである。そして何より重要なことは、教員が①～③
を終えた段階で学生の学習内容の進捗状況を確認してコ
メントを加え、インフォグラフィックスの作成へと進め
ることである。アセスメントが十分でない場合、学生に
AL を実行させるだけで終わってしまう危険性がある。
本実践においても、中間段階でのアセスメントが十分で
なかったため、深い学びに至らずインフォグラフィック
スの作成が目的となった学生が見られたと考えられる。
　さらに、深い学びに繋げていくためには、完成したイ
ンフォグラフィックスを相互評価することである。現状
では、グループや全体でのプレゼンテーションができな
いことから、フリーのアプリケーションソフト（Padlet）
を使用し、受講生を対象に期間限定で公開し、作品に関
する質問や意見等のコメントをWeb 上に記入する方法
とした。この手法は、学生からの評価コメントがそのま
ま公開されることから、どの学生も積極的に閲覧し、他
者評価をすると共に自己評価も行うことができる。これ
らは十分な ICT の活用とまでには至らないが、インタ
ーネット上で双方向の学びができる点で有効であり、今
後に活かすことができるのではないかと考えられる。

） 白井靖敏、遠山佳治他、学生の主体的な学びに関する調査
結果、名古屋女子大学総合科学研究 第 号　pp. ‒
（ ）

 （三宅元子・白井靖敏）
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　短期大学部では、全ての学修課程において、学生が主
体的に学ぶ姿勢を養うことを基本とし、アクティブラー
ニングなどの能動的学習方法を推進している。また、プ
ロセス評価及び正課外学習で得た汎用的能力を含む総合
的な視点に立つ学修成果の評価を行い、GPAを活用し
て学修成果を振り返りながら、学生指導を行っている。
　本節では、短期大学部の生活学科・保育学科における
授業実践の事例を基に、各学科の特性に応じた授業法と
評価を提案する。

　本節第 項では、短期大学部生活学科の特性に応じた
授業法と評価を提案している。生活学科は、被服・食物・
情報の各分野についての専門的知識・技能の修得を目的
に、被服製作や調理実習、コンピュータによる情報処理
などの演習・実習を多く設けている。それらの科目では、
知識と技能を有意味に使用する高次な能力が求められる
とともに、学習活動においてもパフォーマンス課題が中
心となることから、授業担当者には授業方法や評価につ
いての工夫が求められる。
　本報告では、生活学科専門科目「マルチメディア制作
演習」でのパフォーマンス課題による授業実践を取り上
げ、「質的評価における間主観性を持たせる工夫」と「段
階的な学びとなる授業構成」を提案する。
　パフォーマンスの評価においては、評価者の主観的な
要素が必ず含まれる。その主観的な要素が学習者と共有
されていない場合、学びの方向性が定まらず、また、評
価の信頼性や公平性の面でも問題が生じる。そのため、
パフォーマンスの評価においては、評価者と学習者の間
で評価基準を共有することが必要となる。本報告では、
ルーブリックや参考作品の提示など、評価基準を多角的
に示した事例を報告する。
　生活学科の演習・実習で行われる被服製作や調理実
習、コンピュータでの情報処理などのパフォーマンスは、
知識や技能を用いながら思考・判断を繰り返すといった
複雑な活動である。複雑な活動は認知的負荷が高く、学
習者の学びを妨げてしまうことも考えられる。そのため、
授業内容を整理し、段階的に構成する工夫が必要となる。
本報告では、「チャンク」の考え方を参考に、内容を段
階的に区切り授業を構成した事例を報告する。

　本節第 項では、短期大学部保育学科の特性に応じた

授業法と評価を提案している。保育学科は、保育士・幼
稚園教諭の育成を目的とすることから、保育士資格と幼
稚園教諭二種免許状の取得に関わる各種法令に準拠した
教育課程が編成されている。そのため、必修科目が多く、
学生が主体的に科目履修を行う余地もないことから、受
け身な学習態度を形成する懸念がある。そのような履修
の制約の中、いかに学生の主体的な学びを促すことがで
きるのか、授業や評価の方法に工夫が必要となる。
　本報告では、保育学科でのピアノ技術修得に関する学
習支援を取り上げ、学生自らの課題設定と学習管理を促
すとともに、自己と他者の評価を通して学びを内省する
ことを意図して作成した「音楽計画表：練習の記録シー
ト」の活用事例を報告する。
　ピアノ技術を修得するためには、継続的に練習を積み
重ねる必要がある。そのため、学生には練習を継続的に
行う管理能力や学びへの動機が求められる。「音楽計画
表：練習の記録シート」では、修得すべき必修課題曲を
示すとともに、学生自身が選曲する自由課題曲を設けて
いる。自由課題曲では、学生が自分の必要性から修得し
たい曲を選び、自ら課題設定することになる。学習管理
に関しては、各曲の練習開始日や達成日の記録欄を設け
るなど、学習スケジュールの進捗管理を促す方法を考案
している。また、「達成日」は他者に演奏を披露した日
としており、自身の演奏に対して、自己評価だけでなく、
他者の評価が得られるように設定している。
　上記に加えて、本報告では、「直接・間接評価」と「量
的・質的評価」の つの軸に基づく タイプの学習評価
の観点からピアノ学修について考察している。

　短期大学部では、学生の主体的な学びを促すアクティ
ブラーニングを推進し、学修成果の振り返りから次の学
びへとつなげるため、その実現に向けた授業法と評価を
開発している。本報告では、生活学科の特性に応じた取
り組みとして、間主観性を持たせた質的評価や段階的に
授業構成するための授業設計の方法を取り上げた。また、
保育学科においては、ピアノ技術修得に関する学習支援
を取り上げ、学生自らの課題設定と学習管理を促す「音
楽計画表：練習の記録シート」の活用事例を報告してい
る。これらの取り組みの効果を検証し、今後も各学科の
特性に応じた授業法と評価を検討していく。
 （山田勝洋）
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　生活学科では、生活の諸領域として、被服・食物・情
報の各分野についての専門的知識・技能を修得する。い
ずれの分野においても、被服製作、調理実習、コンピュ
ータによる情報処理などのように、知識と技能を有意味
に使用するという高次な能力が求められる。また、筆者
が担当する授業では、映像やグラフィックの作品制作に
よるパフォーマンス課題が中心であり、制作に関わる知
識・技能を着実に身に付けて表現できるように指導でき
るか、また、その創造的な成果をどう評価するかという
課題がある。
　本項では、生活学科専門科目「マルチメディア制作演
習」での映像制作によるパフォーマンス課題の授業実践
を事例に、その実践からみえてきた評価と授業構成のポ
イントについて述べる。

　パフォーマンス（作品や実演など）を評価する際には
かならず、評価者の主観的な要素が含まれる。教員が評
価する際の主観的な要素が学生と共有されていない場
合、学生はその評価の意味することも分からず、自分は
何ができるようになっているのか、何を改善していけば
よいのかが分からない。また、教員が全ての学生のパフ
ォーマンスに対して同等の基準で評価できているとも限
らず、その評価は信頼性や公平性の面でも問題がある。
信頼性・公平性のある評価を行い、学生の学びを促すた
めにも、松下の指摘するように、パフォーマンスの評価
ではルーブリックなどによる評価基準の明示化・共有化
などの方法によって間主観性を持たせる工夫をし、評
価における信頼性を担保することが必要となる（松下

）。
　「マルチメディア制作演習」における映像作品の課題
においては、間主観性を持たせる工夫として、ルーブリ
ックによる評価基準の提示、参考作品の視聴と解説、評
価事例の蓄積などを実践している。各課題を学生に提示
する際は、ルーブリックの提示と参考作品の視聴・解説
を行う。ルーブリックでは、映像制作に関わる項目を「撮
影」「編集」「絵コンテ」などに整理し、項目ごとに 段
階の基準を示している。そして、各項目について具体的
なイメージが持てるように参考作品を視聴し、評価の観
点とポイントについて解説する。これまでの受講者の評
価事例を蓄積していることは、参考作品の視聴時におけ
る解説に役立つだけでなく、課題採点時に行うフィード
バックのコメント作成の効率化にもつながっている。

　映像制作を学ぶことは、カメラの操作や編集ソフトの
使い方を学ぶことだけではない。制作にあたっては、作
品のテーマを考え、何を撮影するのかを決め、どのよう
なアングルやサイズで撮影するのか、撮影した動画や静
止画の素材をどう配列するのかなど、知識や技能を用い
ながら思考・判断を繰り返し、作品として表現していく。
このように内容が複雑な場合は学生も理解しづらくなる
ため、段階的に内容を区切りながら授業を構成する工夫
が必要となる。
　内容を段階的に区切り授業を構成する方法に、チャン
クの考え方がある。チャンクとは、「教材の中で、新し
い内容を説明し、それについての練習をして確認する（情
報提示・学習活動）ためのひとかたまり（単位）」であ
る（鈴木 、 ）。映像制作に関わる知識・技能の内
容を整理し、それらを基礎から応用へと段階的に学ぶよ
うに授業を構成することで、学生の学びやすさを高めら
れることが期待できる。
　チャンクの考え方を参考に、「マルチメディア制作演
習」では全 回の授業を つの段階に整理し、授業を
構成した（授業内容の詳細は本稿の第 章・第 節を参
照）。授業では各段階において、映像作品 点の制作と
全体講評会を行う。各段階は、①段階ごとでの学習目標
の提示、②ルーブリックや参考作品の視聴・解説による
学びの方向性の共有、③制作による知識・技能の活用、
④講評会による学びの到達度の確認、の構成で定型化し
ている。全体講評会では、到達度を確認するだけではな
く、学生自身が学びの方向性を修正し、次段階に向けて
自らの目標や課題を設定する機会となっている。

　本項では、評価における間主観性の形成とチャンクに
よる段階的な授業構成について示した。今後も、学生の
学びの成果をもとに評価のあり方や授業方法の継続な改
善を図り、より有効な間主観性の形成方法や授業構成を
検討し、その効果を検証していきたい。

鈴木克明， ，『教材設計マニュアル─独学を支援するために
─』，北大路書房．

松下佳代， ，「アクティブラーニングをどう評価するか」，『ア
クティブラーニングの評価』松下佳代・石井英真編，東信堂，
pp. ‒ ．

 （山田勝洋）
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　保育学科の特徴は、第一部は 年間、第三部は 年間
の修業で幼稚園二種免許と保育士資格の取得が最大の任
務であり目的である。文部科学省より幼稚園教諭、厚生
労働省より国家資格の保育士を取得できるカリキュラム
になっており、必修科目が多い。短大という短い期間で
必要な科目を履修しなければならないため、学生の主体
的な学びに沿った科目履修を行うことからは程遠いと言
える。そのため、学修についても主体的というよりは、
必要に迫られて学ぶ姿が多いといえよう。
　その中で、音楽の授業は演習科目であり、ピアノのス
キルについていえば、学生個々の取り組みが必要であり、
その評価についても、楽譜通りに演奏ができるかできな
いかの評価が一目瞭然で学生自身認識が可能である。従
って、演奏が滞りなくできるようにアクティブな学習に
結びつくといえる。
　本研究会で輪読した溝上慎一監修、松下佳代・石井英
真編『アクティブラーニングの評価』（東信堂、 年）
では、評価の枠組みの論点として、（ ）なにを（評価
の対象）、（ ）だれが（評価の主体）、（ ）いつ（評価
の時期）、（ ）どのように（評価方法）について述べ、
学習評価の構図として、Ⅰ．直接評価とⅡ．間接評価、Ⅲ．
量的評価とⅣ．質的評価を示し、これらが つに軸によ
って つのタイプに学習評価が分けられると示した（図
参照。）

図１　学習評価の４つのタイプ
（松下佳代・石井英真編『アクティブラーニングの評価』

p.  図 - より）

　今回、筆者が第 章で報告した授業修了後のピアノ学
修学習の評価を考察した場合、音楽計画表：練習の記録

（以降、「練習シート」）から評価について考察する。
　評価の論点から考察すると、提出された「練習シート」
を評価の基準で枠組みから分析すると、（ ）評価の対
象は、取り組むべき課題 曲を基準として、それが達成
できたか、できた場合はそれ何曲上回ったのか、達成で
きなかった場合は、何曲できなかったのかを、自己と他
者がともに評価することができる。（ ）評価の主体は、
練習に取り組んだ学生自身であるが、その内容を他者が
評価する欄を設けたことにより、自己と他者からの評価
を授受することができるといえる。しかし、環境によっ
ては他者が居ない場合もあるので、客観的評価を得られ
るような方法を再考する余地があるといえる。（ ）評
価の時期は、練習開始日と課題達成日の欄を設けたこと
により、他者に披露した日を記載できるようにした。こ
れにより、開始日から達成日までの日数、また課題ごと
の取り組んだ期間についても認知することができ、自己
学習のスパンを知ることができ、有効といえよう。（ ）
評価方法は、この「練習シート」からは判断することが
できない。どのレベルで達成と評価するのか、設定は学
生自身に任せたことと、他者についてもそれぞれの基準
が異なるためである。「練習シート」は、 つの論点か
ら有益な手段といえることがわかった。
　学習評価の構図から実施した内容について考察する
と、筆者が実施した取り組みは、Ⅳのパフォーマンス評
価に分類すると考える。特に、平成 年 月 日（木）
に参加した学生 名（ . ％）の当日の発言などから推
察するに、その達成感からくる満足だけでなく、他者か
らの評価、そして自身の演奏内容と他者との内容とを比
較し、考察し、内省することで、自己の課題の発見、新
たな目標の設定につながり、ディープなアクティブラー
ニングとなったといえよう。
　ピアノ技術の授業のない時期にレベルアップを求めた
この取り組みは、成績評価とはならない。それにもかか
わらず第三部 名中 名（ . ％）の参加があったこと、
その内の 名（ . ％）の学生が目標の指針となる 曲
以上の達成ができたことは、「練習シート」が学生自身
の認知できる評価の指標となったと同時に、学生が目標
とする保育者のスキルの動機付けと相まって、学生の主
体的な学びにつなげられたのではないかと考える。
　今後の課題としては、この「練習シート」の内容につ
いても分析を行い、学生がより深い学びにつなげられる
ような評価が行えるように検討する必要があることと、
学生のモチベーションが保てるように、教員がどのよう
にサポートをおこなっていくべきであるかについても研
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究を行う必要があることが分かった。今後とも引き続き
研究を行っていきたい。

厚生労働省『保育所保育指針解説』、フレーベル社、
厚生労働省『保育所保育指針解説』、フレーベル社、
文部科学省『幼稚園教育要領解説』、フレーベル社、
文部科学省『幼稚園教育要領解説』、フレーベル社、
小林美実監修・井戸秀和編『いろいろな伴奏で弾ける選曲　こど

ものうた 』、チャイルド社、
溝上慎一監修・松下佳代・石井英真編『アクティブラーニングの

評価』第 章、東信堂、
松下佳代編著『ディープ・アクティブラーニング』、勁草書房、

 （河合玲子）
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　令和 年 月、中央教育審議会大学分科会では「教学
マネジメント指針」が発表された。アクティブラーニン
グの記載は、「授業科目の到達目標に応じ、従来のよう
に知識の伝達・注入を中心とした授業のみならず、能動
的学修（アクティブ・ラーニング）を適切に活用してい
くことが必要である」と従来からの主張が繰り返された
ものの、「考える」「話す」「行動する」などの多様な学
びをもたらす工夫として「少人数のアクティブ・ラーニ
ング」の導入も触れており、多人数のアクティブラーニ
ングに限界を示しているとも解釈できる。
　その教学マネジメントとは、「大学がその教育目的を
達成するために行う管理運営」であり、大学の内部質保
証の確立に関わることである。具体的には、①「三つの
方針」を通じた学修目標の具体化、②授業科目・教育課
程の編成・実施、③学修成果・教育成果の把握・可視化、
④教学マネジメントを支える基盤、⑤情報公表として示
されている。
　①「三つの方針」を通じた学修目標の具体化および②
授業科目・教育課程の編成・実施については、カリキュ
ラムマップで、ディプロマポリシーと授業科目の関連性
が示されており、各授業で展開するアクティブラーニン
グの手法が、ディプロマポリシー取得にとって有効的か
否かという点検をする必要がある。
　③学修成果・教育成果の把握・可視化については、ア
クティブラーニング主体となる PBL の授業科目におい
て、そのルーブリック評価と基礎学力との相関関係を調
べる必要がある。
　このように、アクティブラーニングは、単なる導入の
時期から、大学全体レベル・学位プログラムレベルとし
ての意味が問われている時期に入ったと考える。

　アクティブラーニングが個々の教員の実践を超え、大
学のみならず初等・中等教育を含めた教育界全体に影響
を与える国策と化していることには、一部から批判の声
もあげられていた（小針 ）。しかしそうした批判へ
の応答を待つ余裕もないまま、アクティブラーニングは
次の課題に直面した。それは、コロナウイルス感染症の
影響でニーズが高まったオンライン授業において、アク
ティブラーニングをどのように実施するか、すべきかと

いう課題である。以下では、「新型コロナウイルス感染
症の影響による学生等の学生生活に関する調査（結果）」
（文部科学省 ）を参照し、オンライン授業の実態を
整理しつつ、アクティブラーニングを実施するに当たっ
ての課題を浮き彫りにしたい。
　まず授業形態について、令和 年度後期に履修した授
業のうち、オンライン授業がほとんど又はすべてだった
と回答した学生は、全体の 割にのぼっている。オンラ
インは半分以下又はまったくない・ほとんどないと回答
した学生は、全体の 割程度に過ぎず、高等教育におい
てオンライン授業が急速に浸透したことがわかる。
　ではオンライン授業に学生は満足しているのだろう
か。全体的な満足度としては、不満に感じる割合より満
足に感じる割合の方が多いという結果であった。満足又
はある程度満足と回答した学生は、全体の 割を超えて
いる。オンライン授業の良かった点として、「自分の選
んだ場所で授業を受けられた」「自分のペースで学修で
きた」が多く回答された一方で、悪かった点として、「レ
ポート等の課題が多い」「質問等双方向のやりとりの機
会が少ない」などが多く回答されている。
　世の中の一般的な反応と比べてオンライン授業の満足
度が高い理由として、オンライン授業への慣れが指摘さ
れている（室橋 ）。いまの学生は大学入学以前から、
東進ハイスクール等の予備校やスタディサプリ等のアプ
リを通じてオンラインでの学習に慣れており、大学のオ
ンライン授業におけるアクティブラーニングにはむしろ
物足りなさを感じている可能性がある。学生の立場に寄
り添って砕けた表現で言えば、早送りや巻き戻しができ
ない教材はストレスであり、チャット欄を通じてリアル
タイムでコミュニケーションがとれないレポート課題に
は魅力を感じない。「リアタイ」する必要のない授業で
あれば、意味を感じられないレポート課題は避けて欲し
いし、レポート課題を課すならせめてリアルタイムで質
問・意見交換ができるフィードバック機会くらいは設け
てもらわないと課題に取り組む意義を見いだせない、も
ちろん対面ではなく場所を選ばないオンラインで、そん
な声が聞こえてくる。
　学生はオンライン授業という形式には慣れており、む
しろ大学側が十分な教育を提供できていないという理解
の上に、国や学校などへの意見・要望を見てみよう。ま
ず肯定的な意見としては、「オンラインでも質が保たれ
る授業はあったため、コロナ後も適宜導入すべき」「コ
ロナ禍以前に戻すことなく、新しい大学の在り方を考え
てほしい」など、オンライン授業の一層の充実を求める
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意見が寄せられている。否定的な意見としては、「レポ
ート等の課題が増えることへの合理的な説明をしてほし
い」という声があり、また授業形態に関する今後の課題
としては、「学部や学年ごとにオンライン授業を選択で
きても良いのではないか」「オンラインでも、グループ
ワークや教授からのフィードバックなど、一方通行では
ない双方向のやり取りに関する工夫をしてほしい」とい
う意見がある。コロナ禍におけるオンライン授業をその
場しのぎ措置と捉えて安易なレポート課題に頼る姿勢へ
の批判と、オンライン授業におけるアクティブラーニン
グへのニーズの高まりが見て取れる。また受講環境に関
する課題として、「オンライン授業に必要な技術やトラ
ブルを解決してくれる窓口が充実するとよい」「教職員
の負担が多いと感じる。また、教員毎にオンラインのツ
ールに関する理解が異なっているため、教員に対するオ
ンライン授業のガイドラインの配布や講習会などの実施
を進め、授業の質向上に取り組んでいただきたい」とい
う要望が寄せられている。オンライン授業における授業
改善は、教員の授業力向上としての FDのみならず、そ
れを支える職員・大学組織としての SDにも係わる課題
でもある。
　中教審大学分科会では、オンライン授業の単位規制
（ 単位のうち 単位上限）を緩和する方向で議論が
進んでいる。アクティブラーニングもオンライン授業も、
それを拒んでいる段階は疾うに過ぎている。これから必
要となるのは、実施するか否かの議論ではなく、それを
実施する体制整備と人材育成を迅速に遂行するための短
中期的なヴィジョンを、学生と社会に対して提示してい
くことになるだろう。

　ここで、なぜアクティブラーニングが必要であるのか、
本質的な問題を再確認すると、第 章で示したように、
主体的に学び、課題を発見する能力を高めることである。
　幼児教育・保育学（初等教育）の世界では、非認知能
力の必要性が唱えられていて、「幼稚園教育要領」「保育
所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育保育要領」
では、「幼児期までに育ってほしい の姿」が目安とし
て掲げられている。それが、小学校・中学校・高等学校
の教育に引き継がれ、そして大学教育に繋がる訳である。
そのことを考えると、「幼児期までに育ってほしい の
姿」の発展型として「大学・短期大学卒業までに育って
ほしい の姿」を検討してもよいと考える。
、健全な心と体

　大学・短期大学の生活の中で、充実感をもって自分の
やりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通
しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出
す。
、自立心

　生活する環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中
で、しなければならないことを自覚し、自分の力で行
うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにや
り遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動す
る。
、協同性

　他人と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、
共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、
協力したり、充実感をもってやり遂げる。
、道徳性・規範意識

　様々な体験を重ねる中で、善悪が分かり、自分の行動
を振り返ったり、他人の気持ちに共感したりし、他人
の立場に立って行動するようになる。また、きまりを
守る必要から、自分の気持ちを調整し、他人と折り合
いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりする。
、社会生活との関わり

　家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地
域社会の人と触れ合う中で、人との様々な関わり方に
気付き、他人の気持ちを考えて関わり、自分が役に立
つ喜びを感じ、地域社会に親しみをもつ。また、大学・
短期大学内外の様々な環境に関わる中で、生活に必要
な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を
伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てな
がら活動するようになるとともに、公共の施設を大切
に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識す
る。
、思考力の育成

　生活の事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組み
などを、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、
多様な関わりをする。また、他人の様々な考えに触れ
る中で、自分と異なる考えがあることを確認し、自ら
判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生
み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいも
のにする。
、自然との関わり・生命尊重

　自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化など
を感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで
表現しながら、生活の事象への関心が高まり、自然へ
の愛情や畏敬の念をもつ。また、動植物に心を動かさ
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れる中で、生命の不思議さや尊さを確認し、動植物へ
の接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切に
する気持ちをもって関わる。
、数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

　生活の中で、標識や文字の役割を確認し、自らの必要
感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつ。
、言葉による伝え合い

　他人と心を通わせる中で、本や物語などに親しみなが
ら、豊かな言葉や表現を確認し、経験したことや考え
たことなどを伝えたり、相手の話を注意して聞いたり
し、言葉による伝え合いする。
、豊かな感性と表現

　心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、
様々な素材の特徴や表現の仕方などを確認し、感じた
ことや考えたことを自分で表現したり、仲間同士で表
現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、
意欲をもつ。

　これらの の姿を高等教育では教育目標にし、その
手段としてアクティブラーニングが存在すると考えてよ
いと思われる。しかし、現在のアクティブラーニング
の授業では、この の姿に到達できない。なぜならば、
の姿の基盤にある、生活感や家族・地域社会の関連

性が、授業では希薄だからである。授業を超えて、教室
を飛び出して大学生活全体が学習の場と位置付け、それ
をアクティブラーニングの一部と捉えて、大学生・短大
生の総合的な成長を見ていくことが必要ではないだろう
か。そして、私たち教員は、大学生が自らの生活の中で
様々なことを学ぶことについて確認していく仕組みを作
っていく必要があるのではないだろうか。

小針誠（ ）『アクティブラーニング──学校教育の理想と現実』
講談社現代新書

文部科学省（ ）「新型コロナウイルス感染症の影響による学
生等の学生生活に関する調査（結果）」（https://www.mext.
go.jp/content/ -mxt_kouhou - _ .pdf、

年 月 日取得）
室橋祐貴（ ）「友人との繫がり、少人数制の “濃い” 授業

──大学生が今本当に望んでいることは？」『中央公論』，
( ), ‒ .

 （遠山佳治・佐々木基裕）
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　第 章と第 章は、研究開始時期が新型コロナウイル
スまん延前であったことから、従来までの対面授業を想
定し「主体的な学び」を意識したアクティブラーニング
を、各研究員が所属している学科・専攻において自身の
授業のなかで試みた結果である。本学を含め多くの大学
では、学修意欲が必ずしも高くない学生が在籍している
現状の中で、生涯学び続ける学修者の育成という目標を
念頭において、「主体的な学び」を推進させることは難
しい。授業において、単にアクティブラーニングを導入
するだけでなく、真の意味での「主体的な学び」ができ
る学修者となる学生を育成するためには発想の転換が必
要と考え、「本学における効果的なアクティブラーニン
グの開発」について検討してきた。結果、各学部・学科
の特徴に応じた授業方法が工夫され、主体的な学びへの
意識転換がみられた。
　しかし、研究最終の令和 年度には、多くの高等教育
機関が、コロナ禍の影響で対面授業から遠隔授業の切り
かえを余儀なくされた。本学も、一部遠隔授業が導入さ
れるなど授業形態の変更を迫られ、それまでのアクティ
ブラーニングが可能なのか、あるいはどのように実施す
るのかが新たな課題となった。そこで、第 章では、各
研究員の所属する学部・学科を対象として、ポストコロ
ナの時代にも対応できる授業法や評価について提案し
た。成果の検証までには至らなかったが、学びの準備的
な部分は遠隔授業とし、重要な部分は対面授業にすると
いった、教育のポイントを絞る方向性が見えたことは、
本研究の成果といえる。
　さらに、第 章では「新型コロナウイルス感染症の影
響による学生等の学生生活に関する調査（結果）」（文部
科学省 ）の実態から、今後の新しい時代に求めら
れる「アクティブラーニング」として、遠隔授業で求め
られる効果的な授業法についての課題も述べた。
　これらに対する具体的な実践は「大学における効果的
な授業法の研究 ─本学教育に適した効果的なインスト
ラクショナルデザインに関する研究─」（令和 年度～
令和 年度）の中で、ICT を活用した授業法の研究とし
て検討している。
　今後、時代に応じて授業形態も変化していくことが予
測されるが、学びの本質は普遍である。「アクティブラ
ーニング」が単なる授業の一方法としてとどまるのでは
なく、質の高い学びの方法として検討していく必要があ
ると考えている。
 （三宅元子）



機関研究 中間報告
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　本研究は、本学創立者越原春子の建学の精神、教育理
念および国内外の女子教育について、研究メンバーが各
自の専門分野から多角的・学際的に研究・検証すること
を目的としている。平成 年度に始まった第 期から
期までの研究を経て、今年度は第 期研究（令和元年

度～ 年度）の最終年度を迎えた。初年度に課題Ａ、Ｂ
を設定し、同時並行で研究を進めてきた。
　本年度は、課題Ａに関する研究報告（下記の報告要旨
を参照）および文献輪読（石渡尊子（ ）『戦後大学
改革と家政学』東京大学出版会）を実施した。

勘米良報告：名古屋高等女学校建学時（ 年）にお
ける国語科の内容と形式について明らかにするた
め、予備的な調査を行った。当時用いられていたナ
ショナル・カリキュラムを男女間で比較すること、
最も採択されている教科書を調査すること、先行研
究のレビューを行うことなどで、追究すべき問いを
高等女学校の科目設定および「実用」という目標設
定においた。

河合報告：戦後、人々の希望の灯となったものの一つに
ラジオから流れる歌があった。ラジオでは、これま
でにない参加型の歌番組が人気を集めたり、労働者
階級を中心とした社会運動「うたごえ運動」の合唱
が盛んとなったり、快活な生活を支える音楽として
歌が深く浸透していった。一方、日本楽器によるピ
アノ販売戦略が説明され、幼児英才教育としてのピ
アノの習い事の大衆化について報告があった。

吉川報告：研究の中間報告として、「ジェンダー格差と
理科教育」という題で無意識の男女差が子どものこ
ろから始まっていることについて話した。「女子は
理数系が苦手」というステレオタイプな意識の払拭
には、自然科学分野での女性の活躍、そして「リケ
ジョ」の星の登場が必要となる。ノーベル賞の女性
受賞者が日本では未だにゼロと言う状況が変われ
ば、子どもの意識の変化が進み、ジェンダーバイア

スが緩和していく。そして理科を教える教員の意識
の変化によって子どもたちの意識が変わることに期
待するという内容とした。

遠山報告：名古屋女子大学短期大学部の約 年の歴史
について、令和元年度の研究で大きく 期に分けた
が、令和 年度ではその第 期（平成 年～現在）
を対象とした。英語科の募集停止と保育学科の設置、
生活学科の改組などの変遷を中心に、社会情勢と短
大の改組の関連性を捉えた。

吉田報告：今期は名古屋高等女学校卒業生である舞踊家
奥田敏子の、文献から読み解くことができる姿につ
いての研究を行ってきた。越原春子から教授された
習慣が人間としての奥田の精神性に強く影響を及ぼ
していることが判明した。また推測の段階ではある
が、名古屋高女の教育が奥田の人生の一つの基盤と
なっていると考えられる。

三宅報告：女子大学生の世代の特徴と価値観からみたキ
ャリアと化粧に関する意識について報告した。現在
の大学生の世代の特徴は、個性の尊重を重視する一
方で周囲から浮きたくないという同調志向が強く、
相反する二面性を持っている。このような価値観が
化粧にも表れており、身だしなみや自己表現と同時
に、就職試験等での化粧では周囲の女性と同じよう
に化粧をしなければならないといった化粧義務に影
響していると推察できる、とまとめた。

佐々木報告：『家庭科教育』の検討を行った。同誌に掲
載された学生の手記から浮かび上がるのは、家政学
という学問ディシプリン、高学歴女性のジェンダ
ー・アイデンティティ、それらが不可分に結びつい
たモラトリアムのなかで加熱と冷却が行われていた
過程である。
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　前号にも述べたが、終戦後、 年に発表されたサ
トウハチロー作詞、万城目正作曲「リンゴの唄」が、ラ
ジオ放送から流れ、その歌声は、終戦で荒廃した世の中
であっても人々の心に光を灯したといわれている。
　 年 月 日のポツダム宣言により、日本は終戦
への道を辿った。その第 条には、「軍隊は解散し、家
庭に復帰して平和的、かつ生産的な生活を営む機会を得
ること」、第 条には、「日本国政府は、国民の民主主
義的傾向を復活強化し、宗教や思想の自由、基本的人権
の尊重を確立すること」、第 条には、「日本政府は日
本の経済を支持し、軍事に関与しない産業を維持するこ
と」、第 条には、「第 条から第 条までの目的が達
成されたのちは、アメリカを中心とした連合国軍事最高
司令官総司令部（以下、GHQ）の日本撤収を行う」と
あった。日本が解放されたのは、 年 月 日にサ
ンフランシスコ条約が調印され、 年 月 日に発
効されたことによる。それまでのおよそ 年間に及ぶ
GHQの支配は、憲法の設定、物資、物流、文化、教育
など、荒廃した世の中であっても未来に向け、人々の生
活や思考において、様々な影響を及ぼしたといえる。

　名称は異なっているが、終戦後、NHK放送の長寿番
組『のど自慢素人音楽会』（後、『のど自慢素人演芸会』、
その後現在まで続く『のど自慢』と改称）は、昭和
年 月 日に放送された。川口は、著書の『音楽文化・
戦時・戦後ナショナリズムとデモクラシー』（ 年）
の中で、音楽関係ジャンルにおける放送の民主化は、こ
の放送がきっかけとなったと述べている。つまり、音楽
は聴くことから参加する、歌うことに行動の幅が広がっ
たといえよう。また、川口は、同書の中で、「終戦当初は、
社会不安と物質的窮乏による虚脱感と頽廃的な思想・文
化の状況の反映であり、国民大衆にとって音楽がより身
近なものになったのは確かである。」と述べている。
　政治においても、GHQ占領下では片山哲、芦田均と
日本社会党党首による内閣が、 代に渡って政権を執り
行った。デモクラシーの意識が高まった時期といえよう。
　そして、GHQが撤収し、日本の国情も新しい局面に
向かった。「労働者階級を中心とする広範囲な国民大衆

の生活と労働、思想や言論の自由の保障、教育の機会均
等や科学、芸術、文化を国民のものにする社会運動、文
化運動の中で、〈歌は戦いと共に〉のスローガンのもと
に国民の大衆音楽要求を掘り起こし、方向付け、新しい
国民の創造を目指した「うたごえ運動」が組織され展開
していった。」と述べている。
　この運動の主導的合唱団の成立は 年 月に世界
労連訪日一周年講演会に世界労働歌の合唱の指導を行っ
た関艦子（ 年～ 年）校長による。関は、「日本民
主主義文化連盟」の音楽部門を担当し、戦後初めてのメ
ーデーで壇上から指揮を執った人物である。歌は、ピア
ノやヴァイオリンといった器楽と異なり、必ずしも幼少
の頃より習い修める必要はない。例え、楽譜が読めなく
ても耳から聴いて覚えて歌えばよいのである。一緒に歌
うことで既存意識や一体感が生まれる。戦前、この特徴
をもとに、軍国歌が利用されたが、戦後は、この特徴が
会社への既存意識、職場の一体感、労働者の一致団結の
機会となっていった。各企業による社歌の誕生や社内で
の合唱団設立、音楽愛好者たちによる合唱団設立、また、
一般の人々を対象とした「うたごえ広場」と呼ばれる喫
茶店が都市部を中心に普及していった。音楽文化の中で
も、鑑賞ではなく、自分が演奏する側に立った大衆音楽
文化が根付いたといえるのではと推察する。

　とりわけ日本の音楽文化・音楽教育については、
GHQの影響や政治、経済が互いに関連しながら推移し
ていった。人々の生活を支える文化・教育が、この大衆
化と関連していると推察する。今後はそれを更に深めた
研究を行っていきたい。

・草間孝則・岩野裕一『ピアノづくりに賭けた人々　日本のピア
ノ 年』草思社文庫、 年

・河口道朗『音楽文化　戦時・戦後　ナショナリズムとデモクラ
シーの学校教育』社会評論社、 年

・土志田従一編『経済白書で読む　戦後日本経済の歩み』有斐閣
選書、 年

・国会図書館電子展示会「日本国憲法の誕生憲法条文ポツダム宣
言」https://www.ndl.go.jp/constitution/etc/j .html（最終ア
クセス . . ）
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　本研究は、名古屋高等女学校開学時（ ／大正 年）
における高等女学校用国語科教科書に着目することで、
同時期における女子教育の特徴の一端を明らかにするこ
とを目的とする。本紙はその中間報告である。
　 年当時、女子中等教育用の教科課程としては高
等女学校教授要目（ ／明治 年、以下「高女要目」）
が用いられていた。同時期、男子中等教育用の教科課程
としては中学校教授要目（同年／以下「中学要目」）が
用いられていた。両者の内容は、たとえば冒頭の「本要
目実施上ノ注意」が「…ニ於ケル教授ハ常ニ訓育ト相待
チテ高等普通教育ノ目的ヲ達センコトヲ期スヘシ」とい
う共通の項目で始まるなど、基本的な枠組みや文言の多
くを共有している。
　しかし国語科（中学校においては「国語及漢文科」）
に注目してみると、高等女学校のみに見いだすことので
きる差異がある。それは科目設定、内容設定、方法設定
に関する次の 点である。
　ア　科目設定： 「文法及作文」と、文法と作文を抱き

合わせた科目設定にしたこと。
　イ　内容設定：講読教材の条件として、「温良貞淑ノ

女徳ヲ涵養スルニ足ル」もの、「古今
東西ノ美徳善行アル女子ノ事蹟」を示
すもの、「高尚ナル趣味」に富むもの、
「優雅」なものを求めること。

　ウ　内容設定：作文の文体として「書牘文」、書写の
「主」にあたる文字として「平仮名」
を追加すること（第一学年）。

　エ　方法設定： 「正確ニ理会シ応用自在ナラシメ」と
いう中学校の規定に加え、「以テ実用
ニ資セシメンコト」と「実用」への配
慮を求めること（「本要目実施上の留
意点」三）。

　「高女要目」にこのような特徴があるところから、こ
れらの項目を観点にすることによって、名古屋高等女学
校建学時における女子教育を考察するための糸口になる
と考えられる。

　分析の対象とする教科書としては、吉田彌平、篠田利

英、小島政吉、岡田正美編『女子国語読本』（金港堂書籍、
以下「吉田読本」）を参照する。なぜ「吉田読本」を参
照するかというと、この教科書は （明治 ）年の
刊行以来、 年時点まで 度の改訂、すくなくとも
度の改版を重ねており、当時の女子教育において一

定の影響力をもっていたと判断できるためである（文部
省編 ）。なお、名古屋高等女学校で採択されていた
教科書については、管見のかぎり不明である。

　「吉田読本」の先行研究には、眞有（ ）、高山（ ）、
中嶋（ ）がある。眞有（ ）は、前述の「訓育
ト相待チテ」という文言を根拠として、明治 （ ）
年版の「吉田読本」には、「大陸への進出を目論み始め
た日本が、近代国家形成の一方策として言語統制を図ろ
うとしていた当時の、言語政策に寄り添う教材」が採択
されていると述べる（p. ）。ただし前述のように、「訓
育」という文言は「中学要目」にも見られるのであっ
た（眞有は明治 ／ 年版要目を根拠に論じている
が、この文言が共通であることは明治 年代 年代と
もに同様である）。そのため、この文言のみを根拠とし
て高等女学校の特徴について論じることはできない。高
山（ ）は、前述のうちとくに（イ）の観点に着目し
て、 年ごろの「吉田読本」には（ ）多言を戒め
つつも会話の楽しみについて述べる教材、（ ）皇室へ
の敬語について述べる教材、（ ）歌を創作する際の「う
るはしきさが」について述べる教材があるとする（pp. 
‒ ）。中嶋（ ）は、前述のうちとくに（ウ）の観

点に着目して、書牘文の指導を「話す」「読む」といっ
た領域と関連づける特徴、あるいは書牘文の指導を通し
て女性としての有様や生き方を指導するといった特徴が
あるとする。ここから、前述の（ア）および（エ）の観
点についてさらに考察する余地が残されている。

高山実佐（ ）「高等女学校講読用教科書における言語教材」『国
語教育史研究』 、pp. ‒

中嶋真弓（ ）「吉田彌平読本にみられる書簡文教材の一考察」
『国語科教育』 、pp. ‒

眞有澄香（ ）『「読本」の研究』おうふう
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　筆者は前期より、戦後の高等教育制度における女子教
育の位相の検討を目的として、教育に関わる統計データ
の整理を行ってきた。戦後一定時期までの家政関係学科
出身の女性は、進路として教員を中心とした専門職を選
択していたことを確認した。そこで今後の課題として、
高等教育を受けた女性、とくに家政関係学科出身の女性
にとって教員という職業選択がどのような意味をもって
いたかを検討することにした。
　昨年度は戦後女性教員に関する歴史研究（跡部 ; 
河上 ）の論点整理を行った。高度経済成長期には、
男性労働力不足に応じて女性教員が増加した。これを「人
材」たりえない教員の増加として問題視する「増加問題」
言説が見られた。女性教員は学校現場において周縁的な
役割を担っていることが指摘されている。

　『家庭科教育』（家政教育社、 ‒ 年）は、家庭
科教員を対象とした教育雑誌である。戦前から出版され
ていた『家事及裁縫』（後に『家事裁縫』『家政教育』と
改題、東京家事講習所、 ‒年）の継続雑誌であり、
戦後に家庭科として教科化したことにあわせて雑誌名を
変更している。
　同誌の書き手は、家庭科教員および家庭科教育に関わ
る研究者が大半を占めるが、家庭科教員を目指す学生に
よる寄稿も散発的に掲載されている。今回は、 年
月号から継続的に企画された「学生の広場」を資料と

して、家政関係学科に在籍する学生が抱える家庭科教育
に関わる問題意識とを検討したい。

　学生の手記から浮かび上がるのは、家政学という学問
ディシプリン、高学歴女性のジェンダー・アイデンティ
ティ、それらが不可分に結びついたモラトリアムのなか
で加熱と冷却が行われていた過程である。

　　結論としては、大きい口をたたくようでもあるが「家

政学」に哲学が必要なのである。家政学者に哲学が
ないから生き生きした筋の通った家庭科教育が樹立
されないのではないであろうか。（山名絢子（広島
女子短期大学被服科二年）「家庭科教育について」、

年 月号）

　　本当のところ進学の際、家政学科を選んだ動機とい
うのは、まず「先生になりたい」という子どものこ
ろからの望みと、女であるという意識の漠然とした
妥協の産物だったのです。こうして入った家政学科
ですから、学年が進むにつれて、家庭科の先生にな
るのだということが具体的に考えられるようになっ
てくると、私は内心うろたえてしまいました。［中
略］このときにいたって私は、中学時代、高校時代
に抱いていた家庭科に対する一種の軽蔑感のような
ものをまだ脱ぎ捨てていない自分に気がついたから
です。（小黒文子（新潟大学教育学部家政学科）「よ
き家庭科教師をめざして」、 年 月号）

　　教師という聖職（？）にあこがれたのではなく、女
性の経済的独立の資本としてでもなく、まして学問
に打込んで生きがいを求める目的もなく、ばく然と
学生生活をもっと続けたいという極めて非意欲的な
気持で専門学校に入学し、適当に学問の喜びを味わ
い、思い通りののびのびとした幸福を満喫して社会
に出た時、そこはあの戦争末期の土たん場であった。
（桑原芳子（静岡県立修善寺高校）「兼業生活十余年」、

年 月号）

こうした現象が、戦後から高度経済成長期にかけてどの
ように変化していくのかを検証していく必要がある。

跡部千慧， ，『戦後女性教員史─日教組婦人部の労働権確立
運動と産休・育休の制度化過程』立花出版

河上婦志子， ，『二〇世紀の女性教師─周辺化圧力に抗して』
御茶の水書房
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　令和元（平成 ）～ 年度の「創立者越原春子およ
び女子教育に関する研究」のテーマは、前回の「女子教
育の継承～戦前から戦後へ」に続いて、「戦後昭和期の
発展と拡大」とし、女子教育が戦後どのように発展して
いったのかを解明していくこととなった。そこで、私は
名古屋女学院短期大学および名古屋女子大学短期大学部
を中心として、戦後の社会状況との関連性を探求しなが
ら女子高等教育の動向を考察していきたい。
　名古屋女学院短期大学（名古屋女子大学短期大学部）
の約 年の歴史を、大きく 期に分け、名古屋女学院
大学が設置されて軌道に乗り、入学者数が次第に増加し
ていき、名古屋女子大学短期大学部と名称変更し、団塊
の世代を入学させていく時期（第 ・ 期）について、
一昨年度の中間報告「（ ）─ 年～ 年代について
─」で概観した。続いて、昨年度の「（ ）─ 年～
年代について─」では、社会の動向に合わせて英語

科を設置し、家政科が生活学科へと変遷していく流れに
ついて、第 期を概観した。そこで、本稿では、 歳
人口が減少していく中で、改組を繰り返した第 期（平
成 年～現在、 ～）を考察していきたい。

　昭和 年（ ）に設置し、一時期は隆盛を極めた
英語学科ではあったが、平成 年（ ）の 歳人口
のピーク以降は志願者の減少傾向が続いた。
　その対応として、平成 年（ ）に認定留学制を
導入し、その留学制度を活かすために平成 年（ ）
にはセメスター制による教育課程見直しを行っている。
　この頃より、大学志向が強まり、女子の大学進学率も
高まっていく。

短大数 大学数 女子の大学進学率

（平成 ） . ％

（平成 ） . ％

（平成 ） . ％

（文部科学省基本調査等から作成）

　その理由として、社会構造、産業形態が大きく変化し
たことが挙げられる。平成 年（ ）のバブル崩壊後
も、バブル景気（ ～ ）による社会全般（企業な
ど）が大卒者を求める動きが定着したといわれる。また、
男女共同参画社会に向けて、昭和 年（ ）に男女
雇用機会均等法が施行され、やがて全国に浸透し、多く
の女子が大学を目指すようになった。
　東海地方においても、椙山女学園大学短期大学部は平
成 年（ ）度に、愛知淑徳短期大学・金城学院大
学短期大学部は平成 年度に、南山大学短期大学部が
平成 年（ ）度に学生募集を停止し 大への切り
替えを実施した。本学も平成 年（ ）度に英語科
の募集停止を行ったが、短期大学での生き残り策を選択
し、同年度に保育学科を設置し文学部児童教育学科とと
もに保育者養成を歩むことになる。

　平成 年（ ）に、家政学科は生活学科と名称変更
し、衣食住を念頭に置いた 専攻（服装学・食生活・生
活文化）を設けた。平成 年には、社会のニーズに応え
るため、情報の学修を増加し、 専攻（服飾・生活文化・
生活情報）、平成 年には 専攻（服飾デザイン・食生
活・生活デザイン・生活情報）、平成 年には 専攻（生
活創造デザイン・食生活・生活情報）と改組を続けた。
大志向に加え、女性の社会進出やファストファッショ

ンの台頭、および家庭料理も手間をかけない時短化の時
代になり、深い専門的な学びよりも幅広い学びへの志向
が高まり、平成 年（ ）に 専攻は コース制へ
改編され、専攻科（昭和 年～）は募集停止となった。
また、昭和 年（ ）に設置された栄養科も、栄養
士から管理栄養士取得という 大志向の流れのもと、平
成 年に家政学部へ発展的移行を行った。

　名古屋女学院短期大学（名古屋女子大学短期大学部）
の約 年の歴史を再度見直し、社会の状況と本短期大
学の変遷の考察を深めていくことが課題である。



─　　─

　現在、新型コロナ感染症予防としてマスクの着用が定
着していることから、女子大学生の化粧に対する意識や
化粧の位置づけ、消費、就職活動での化粧の考え方も変
化してきている。これらの状況をふまえ、女子大学生の
化粧に対する意識と職業 ( キャリア ) 意識との関係につ
いて考察することを目的とする。

　現在の大学生の年代である 歳から 歳は、Ｚ世代
と呼ばれている。Ｚ世代についての明確な定義はないが、
欧米諸国で概ね 年代中盤以降に生まれた世代を指
すことばとして使われている。この世代は、IT バブル
の崩壊やリーマンショック、東日本大震災など、不況や
不安な社会情勢を経験している。また、生まれた時には
すでに世界中の膨大な情報にアクセスできるインターネ
ットの環境下であり、さまざまな価値観に触れて育って
いる。そのため、所有することには強いこだわりがなく、
「モノ消費」よりも体験を重視する「コト消費」に関心
を持つこと、さらにはコストパフォーマンスを重視する
傾向も見られる。加えて、個性の尊重がベースにあり、
高価なブランドより自分が気に入ったものやオリジナリ
ティに魅力を感じている世代であるともいわれている。
一方、個性は大切にするものの、まわりから浮きたくな
いという同調志向も強いといわれ、二面性を持っている。
　不況の中で成長したＺ世代は、SNS などで多くの情
報に触れた上で十分調べて納得してから決定し商品を購
入する。購入にあたっては有名ブランドよりも、品質や
性能、コンセプト、さらにはそのブランドを選ぶことに
どのような価値があるか、ストーリーに共感できるかな
どを確認したうえで、価格が総合的な価値に見合ってい
るかを吟味する。また、自分らしさを重んじる傾向が強
いため、パーソナルカラーやカスタマイズなど、パーソ
ナライズされたサービスや商品を好む傾向があるともい
われている。

　次に、仕事に対してはワークライフインテグレーショ
ンの考え方を持っている。これは、ワークライフバラン
スをさらに進め、どちらも人生を充実させる大切な要素
として柔軟に連動させ、統合的にとらえようとする考え
方である。また、Ｚ世代は副業やパラレルキャリア（自

分の好きな分野で第二のキャリアを築く）、ギグエコノ
ミー（インターネットを通じて単発の仕事をする）とい
った多様な働き方に抵抗がない世代でもある。その一方
で、働くことの不安定さや将来に不安を感じ、仕事を選
ぶ際に安定性を重視する傾向にある。職場での上下関係
を尊重する人や同じ会社で働き安定した生活を築きたい
と考える人も多く、保守的であるともいわれている。

　前述の女子大学生の価値観を化粧 ( メイク ) との関わ
りから見ると、化粧は女性にとって美意識の顕在化に欠
かせないものであるが、多様な価値観をもつ女子大学生
にとって化粧のとらえ方も個々人の意識によって異なる
ことが推察できる。このことは、本学学生対象のアンケ
ート結果 ）で示したとおり、全体の ％以上がほぼ毎日
化粧をし、化粧をする意味を身だしなみ ･礼儀といった
「社会のため」と同時に、化粧をする当事者すなわち「個
人のため」に行うものであるとの価値観を持っているこ
とからもわかる。一方、就職等の採用試験に臨む女子大
学生は、一様に同じメイクをする傾向にある。Ｚ世代の
特徴でもある同調志向が強いとの指摘から考えると、キ
ャリアと化粧の仕方は従前からほとんど変化はなかった
といえる。むしろ、今まで通りの「どのような産業で働
きどのような職種であるか」が化粧に影響していると考
えられる。また、化粧の仕方よりも化粧品の選択に付加
価値のあるブランドや環境に配慮した化粧品への選択に
移行している。このことから、キャリアと化粧は、一般
的な美意識としてよりも社会との関わりが強く、企業の
方針や取り組みが女子大学生の化粧に対する意識に影響
を与えると考えられる。

　女子大学生のキャリアと化粧に対する意識について女
子大学生の化粧の実態と意識、化粧（メイク）の歴史、
キャリアに対する意識などから論述してきた。これらを
総合科学研究 号でまとめる予定である。

） 三宅元子、女子大学生のキャリアと化粧に対する意識 ( )、
総合科学研究第 号、( )

） 牛窪恵、若者たちのニューノーマル Ｚ世代、コロナ禍を生
きる、日経 BP 日本経済新聞出版本部、（ ）
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　毎年、 月になると「今年のノーベル賞候補」が話
題となり、日本人の受賞者への期待でテレビや新聞の話
題となる。 年度のノーベル賞では物理学賞で米プ
リンストン大学の真鍋淑郎さんが「地球温暖化の予測の
ための気候変動モデルの開発」による受賞で話題となっ
た。日本人（出身者）受賞者は計 名。こうした方々
の功績や活躍は胸躍り、子どもたちにとっては、夢や希
望へとつながるものになる。さて、この 名の男女比
はどうなっているのだろうか。 名は全て男性である。
将来、科学の世界で「私もノーベル賞を取りたい」とい
う思いを女性に持たせるメッセージは小さい。自然科学
（STEM）分野での女性研究者の割合は徐々に増えてい
るとは言え ～ ％程度というところにも関係してく
る。一方、諸外国では、STEM分野の女性研究者の割合
は ％前後と日本と比べて遥かに高くなっている。で
は、ノーベル賞受賞者の男女比はどうなのか。全 年
間の医学、化学、物理学の分野の受賞者数で見ると、男
性 名、女性 名で、女性比は . ％に留まっている。
比率はまだまだ低いと言わざるを得ないが、日本の ％
と比べると雲泥の差である。大学などの高等教育機関の
学生の内、自然科学系分野の女性の割合はOECD加盟
国では平均 ％ある一方、日本は ％と最低となって
いる。この理由として理系分野に目標となる女性が少な
い現状があると指摘されている。その一番が、やはり女
性ノーベル賞受賞者となるだろう。
　世界的にノーベル賞受賞者の女性比が . ％という低
さは問題視されている。この原因は、以前のステレオタ
イプな「女子は理系に向かない」という偏見のある社会
の現れだと言われている。この偏見を取り除く教育改革
が強く進められ、自然科学分野の高等教育での女性学生
比が ％となって、現在では理系分野での女性の活躍
が目覚ましく進んでいる。また、ノーベル賞の授与に携
わるスウェーデン王立科学アカデミーでは女性の委員を
増やす考えを表明している。実際には、今のノーベル賞
のノミネートは数十年過去の研究であるため、今後、女
性の受章者は徐々に増えてくると考えられる。欧米各国
では 年代から理系の女性研究者を増やし、育てる
取り組みが国を挙げて行われ、教育にも組み込まれてき

ている。一方日本は、 年に男女共同参画社会基本
法が施行され、 年に入ってからの動きとなり、
年遅れている。
　日本でも、子どもたちが憧れる、女性の自然科学研究
者としてのノーベル賞受賞者が待ち望まれる。目指す姿
があってこそのステレオタイプの偏見の払拭となる。そ
して、初等中等教育におけるステレオタイプな「理系は
男性」という男女差の考えのない教育が求められる。
　 年度の中間報告書にも書いたが、「女子には理数
系は苦手で向いていない」という得意不得意の性差には
科学的根拠は全くなく、周囲のそのような差を信じてい
る意識や環境の中での教育によってつくられてきたもの
だと言われる。この払拭には、徐々に教育により進める
ことと、憧れの研究者の登場によるブレイクスルーの両
方が求められる。

　女子の理系学部への進学率は低く、理学部での女子
率は ％、工学系では ％となる一方、教育では ％、
保健系では ％、さらに家政では ％と偏りが見られ
る。進学して学びたい分野に大きな差が表れている理由
が女子の持つ意識の中にあるとすると、無意識の男女差
意識は根深いと言える。ジェンダー差を含む言葉ではあ
るが、「リケジョの星」の登場が待ち望まれる。女性研
究者だけではなく、リケジョが活躍する姿を応援できる
女性や社会を育てていく必要がある。これからの女子教
育への重要性が益々重要になっている中で、子どもたち
への教育段階で性差意識を無くすことが今求められてい
る。
　現在のアメリカのリケジョの星は、ハーバード大学教
授で理論物理学者リサ・ランドール博士。氏の言葉から、
「もし、女の子たちが、理系科目が得意でないって言い
続けるなら、それはたぶん自己満足にはなるでしょう。
でも、理系科目が得意な女子は相当いるわ」。

　この研究では、ステレオタイプな意識からくるジェン
ダー格差の改善に向けての女子教育の重要性、初等教育
からの格差意識のない女子教育を考えていきます。
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　令和元年度からの個人研究として、名古屋高等女学校
卒業生であり中部地方におけるモダンダンスを牽引した
舞踊家奥田敏子について調査を進めている。 年目には
奥田が生徒として在籍をしていた昭和 年から 年に
かけての記録を、主に同窓会誌『會誌』を基に検証した。
年目となる昨年度は卒業後の奥田と学園の関係を『會

誌』及び学園 年誌『春嵐』から読み取ってきた。
　また、今年度は関係者より寄贈頂いた「奥田敏子追悼
舞踊公演」（ 年 月）のプログラムならびに奥田の
回忌を記念して編纂された『奥田敏子モダンダンス

思考』（倉知八洲土発行、 年）を研究資料とした。
これらの資料には随筆による奥田自身の言葉やインタビ
ュアーによる奥田の姿が多々記載されている。
　資料を読み込んでいく過程で、奥田の活動の基盤とな
る精神性には名古屋高等女学校在籍当時に校長であり、
帰名後も奥田の活動を支え続けた越原春子が大きく影響
を与えているのではないかとの推測を立てた。
　勿論奥田の家庭環境や卒業後の江口舞踏研究所、戦地
慰問や大病の経験等は奥田の人生の中で非常に大きな比
重を占めているだろう。しかし今回は、資料から読み取
れる奥田の姿に、可能な範囲で越原春子ないし学園の精
神性を照らし合わせてみたいと考えた。

　奥田が越原春子に関して名前を挙げて発言している箇
所が唯一『モダンダンス思考』（以下引用は同書より）
昭和 年のインタビュー記事に掲載されている。「（…）
私にとって春子先生から教えられたいついかなる時にも
自問自答する習慣、これを若い時に身につけたことは
今でも精神的に大きな習慣となっています。（…）」（p. 
）。

　この自問自答する姿は p. に掲載されている昭和
年に執筆された随筆の中に以下の様に描写されている。
「人間の生活や仕事そのものが『自分と自分』の中で始
まっており、それは『私と私の』迷い、不安、焦燥も含
んだ出発点である。しかし、なにをすべきかという自問
自答の過程が『私を育て、高めてゆく』故に、それを守
りつづけてこそ『自己の誇り』という小さな『本物』を

自分のなかに見出せるようになる。」「人間として自分の
生活態度、自分の仕事に対するきびしさをもってこそ『本
物』というものに出会うことができる。」
　舞踏という芸術を追求するだけではなく、舞踊を通し
て自分自身のあるべき姿、人や世界の在り方を探求して
いた奥田の原点が、越原春子を通して学んだ習慣に基づ
いていることが読み取れるのではないだろうか。

　奥田が 歳の時に江口隆哉・宮操子の公演を機にモ
ダンダンスへの道を決心したのは周知のことだが、昭和
年のインタビュー記事（p. ）では、「あの舞踏を見

て以来、女の生き方を考えちゃったんです。（…）やり
たいと思うことをやらなければと思うようになったんで
す」と、決心に至った経緯を更に明確に語っている。こ
れは、常に女性の高い教養と社会的自立を諭していた名
古屋高女の教育に触れていたからこそ、江口公演をきっ
かけに自分自身の道を、確信を持って進めることができ
たのではないだろうか。「クタクタになりながら自分の
時間は夜中のみ」（p. ）という過酷な修業時代を経て
「処女地を開拓するような夢を與え」（p. ）名古屋で理
想的な舞踏研究所を起こしたことも、「失敗を恐れるな。
それだけ知ることができたのではないか。」（p. ）と
信じ、「わたしは舞台芸術のために舞踊の奴隷になるこ
とを悔まない」（p. ）と、覚悟のうちに踊りの道を邁
進したことも、一つの学園を創立し、女子教育へ一生を
捧げた越原春子の姿に間近に接していたからこそ成しえ
た可能性もある。
　「『けいこごと』は早く上手になることより、一つの事
柄を通して、精神、忍耐、体力、集中力、連帯感を養う
ことが何より大切」（p. ）という信念も、愛情に裏打
ちされた厳しい鍛錬としての学園訓「親切」が願う「人
間として女性としての完成」（春嵐 p. ）と同質のもの
だと考える。

　総まとめとなる来年度中には、奥田の直弟子らに聞き
取り調査を行い、本稿で概括的に推測した学園が奥田に
与えた影響について検証するとともに、奥田と学園の関
連や、奥田が影響を与えた後継者たちについても報告が
できるように準備したい。
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　総合科学研究所の機関研究「創立者越原春子および女
子教育に関する研究」の第 期（令和元～ 年度）にお
いて「戦後昭和期の発展と拡大」をテーマとして研究を
進めている。
　戦後の本学の状況については、『春嵐』の記述が詳し
い。しかしながら、昭和 年までの記載しかなく、ま
た主要な行事等が中心に記載されているため、本研究第
期より長く本学に勤められた教職員に、戦後の教育状

況について、聞き取り調査を始め、現在まで継続してい
る。平成 年度は、昭和 年の文学部設置から発展に
大きく関与された竹尾利夫教授（昭和 年度より本学
勤務、元児童教育学科長）を、平成 年度は短期大学
部生活学科に長く席を置かれている原田妙子教授（昭和
年度より本学勤務、現生活学科長）を、平成 年度

は短期大学部の卒業生でもあり、長く生活学科教員とし
てご勤務されておられた河村瑞江名誉教授（昭和 年
度～平成 年度本学勤務、元生活学科長）と柴村惠子
名誉教授（昭和 年～平成 年度、元生活学科服飾デ
ザイン専攻主任）を対象者として調べた。
　令和元年度は、家政学部の歴史を解明したく、長年家
政学部教授として勤務された谷本道子元教授（平成 年
度～平成 年度、平成 年度、元生活環境学科長・家
政経済学科長）を対象者とさせていただいた。

日時：令和元年 月 日（水）
場所：南 号館
調査協力者：谷本道子元教授（昭和 年生）
参加研究関係者：佐々木基裕、遠山佳治、河合玲子、豊
永洵子、三宅元子、吉川直志、吉田文

　大阪市立大学家政学部住居学科で建築を学んだ後、パ
ナソニック本社の研究所に入り、住宅具材関係の開発研
究をしました。その後、神戸大学工学部建築学科の教務
職員を経て、平成 年本学家政学部家政学科講師として
着任しました。

　平成 年は、家政学部児童学科を廃止し、家政学部家
政学科の食物学専攻を改組して、生活環境学専攻と生活
経営学専攻を設置した時期でした。学部長は平野年秋先
生、学科長は酒井清子先生でした。
　生活環境学専攻では、女子大で建築士の受験資格を取
れるということで、志願者が増加傾向にありました。そ
の 級建築士（実務経験 年）の受検資格を愛知県へ申
請し認可されたこと、 回生を卒業させることが大変で
した。そのため、設置 年後には、建築士が取得しやす
いようカリキュラム編成が行われました。当時は、教務
中心ではなく学科中心で申請業務等を進めていました。

　今の家政学部では助手制はありませんが、当時は助手
が配属されていました。私の最初の助手は石原先生（現
在椙山女学園大学）、次に間瀬先生でした。酒井清子先
生の助手が小町谷先生でした。

　平成 年の改組で生活環境学科になり、佐藤正孝学
部長・八木明彦学科長・八田耕吉先生など、生物・化学
などの理系の先生方と構成しました。そして、専攻では
なく、化学コースと生活空間デザイン（住居系）コース
の コースを設置しました。越原一郎学長（当時）は家
政学を大事にされましたので、建築士コースではなく、
「生活空間デザインコース」と命名されました。その結果、
学生の 割強が生活空間デザインコース希望でした。私
が生活環境学科長を務めたのが、平成 ～ 年度の
年間と平成 ～ 年度の 年間の計 年度です。そし
て、学科長在任時に、家庭科教員免許と 級建築士を同
時取得する学生が増えました。 単位で卒業できます
が、 単位以上取った学生もいました。
　反面この頃より、家庭科教員免許を取得したい学生か
ら、建築構造も理解できず建築士になれる気がしない学
生まで、学生の二極化を感じました。
　建築士の試験は 月でしたので、卒業式の時に試験結
果やその後の就職状況を報告するようお願いしました。
岐阜県中津川市で、建築事務所を併設している木材プレ
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スカット会社に就職した学生もいました。

　平成 年に生活環境学科は改組を行いました。化学
コースを廃止し、衣食住を中心に幅広く学修できる学科
になりました。但し、衣食住のコース制は取りませんで
した。そのため、レストランに興味のある学生などは、
食もインテリアの勉強もできて、楽しく食事ができる素
敵な空間づくりを学べました。また一方で、福祉の専門
職が必要と叫ばれ、生活福祉学科が開設されました。越
原一郎学長のリーダーシップのもと、衣でテキスタイル
アドバイザー、食でフードスペシャリストを、住でイン
テリアプランナー、インテリア設計士、インテリアコー
ディネーターの各種資格を取得できるようにしました。
但し、資格取得は短期大学部生活学科と重複していたた
め、学内での調整が難しかったです。
　平成 年に建築法が改正になり、新しい法に則して
文部科学省と国土交通省関連の建築技術教育普及センタ
ーに申請し直しました。実務経験 年で 級建築士が、
年の実務経験で 級が受けられるように対応しまし

た。それ以前の 年 級では、働き始めると忙しくて勉
強ができない中、卒業後 年は設計事務所かゼネコン・
ハウジングメーカーで設計管理に関わる仕事をして、
年目に 級を受験し、さらに 年間実務を続けて 級を
受けたため、卒業生への負担は全然違います。

　工学部というのは高くても広くても、その間に柱がな
くて保てるとか、地震が来ても大丈夫とかそういったも
のが設計できるようになるのが究極の目的。美術学部の
建築学科は美しい建築を作ろうとする。どちらもすごく
大事な要素ですけど、私たち家政学部では、生活の衣食
住全部しっかり勉強できる。工学部には住居学とか住生
活論・住生活史・住居管理学は一切ありません。つまり、
調理学などを知った上で設計する台所とか、児童学を勉
強した上での子ども部屋や家の間取りを考えるとか、い
ろんなことを勉強して設計するということを自分の強み
にしていけると思います。学生の半数弱は、建築士受験
資格を取って卒業しました。
　建築士は卒業をしないと取得できないため、ハウジン
グメーカーからは在学中に宅地建物取引士（宅建士）の
資格を取得するよう要請がありました。はじめは個々に
学生指導を行っていましたが、ある時期にオープンカレ
ッジで担当するようになりました。都市整理機構中部支

社の事務職に就職した私のゼミの学生も、宅建士の資格
を取得しました。

　短期大学部生活学科の「海外総合演習」を参考にして、
家政学部でも海外研修を実施することとなり、平成
年実施の企画を任されました。
　具体的に選んだのはアメリカ東海岸、ロードアイラン
ド州の州都プロビデンスというところにある、ロードア
イランド・スクール・オブ・デザインです。総合大学で
はなくデザインに特化した、デザイン系の大学としては
ニューヨークにある大学と 、 を争うレベルの高い大
学です。そこに少し繋がりを作ることができましたので、
サマープログラムに学生たちを引率していって、ドミト
リーで生活しました。現地の学生さんたちはみんな夏休
みだから自宅に帰省していて、家具などは作り付けなの
で、私たちが行くと家具付アパートに入るような感じで
した。サマープログラムは短期間のものでしたが、大学
の教室で大学の先生に教えていただくということにこだ
わって、 週間実施しました。学生の負担を高くしない
ため、金城学院大学と共同で実施しました。
　アメリカは平成 年に実施した研修が最後で、参加
希望学生が少なく 年間実施を止めました。そして、今
度は目的地をヨーロッパに変え、建築中心でプログラム
を組み、平成 年から 年間引率（約 人・ 人・
人）しました。

　平成 年に建築士受験資格が取得しやすい状況にな
った頃を境に、時代の流れというか学力や向上心の面で
学生の質が変わったと感じました。建築士受験資格が取
得できることを知らずに、入学する学生も出てきました。

　今回の聞き取り調査は、谷本先生のご厚意で、実施す
ることができました。お礼申し上げます。
　今回の聞き取り調査で得た情報を、今後の研究に活か
していきたいと思っております。
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　本機関研究は、平成 年度から進められている総合
科学研究所機関研究の授業改善プロジェクトの一環であ
り「大学における効果的な授業法の研究」として機関研
究を継続している。近年では、各研究成果や本学におけ
る教育の現状を鑑み、学生が主体的に学修する力を身に
つけるための教育方法について研究を続け、平成 ～
令和 年度には「大学における効果的な授業法の研究 」
において本学における効果的なアクティブラーニングの
開発について研究を行った。
　現在、新型コロナ感染拡大により教育を取り巻く環境
は大きく変わり、授業法も対面から遠隔授業等へと広が
り、今後ますますハイブリッド型（対面と遠隔の組み合
わせ）授業が拡大していくと考えられる。一方では、教
育の内部質保証がクローズアップされていることから、
予測困難な状況にも柔軟に対応し、学生の主体的な学び
ができるように支援する必要がある。そのためには、新
しい時代を見据え、本学学生の状況をしっかり把握した
うえで効果的なインストラクショナルデザインを研究し
ていく必要がある。そこで、令和 年度からは、学生自
らが学修を設計できるように支援することを目的として
「本学教育に適した効果的なインストラクショナルデザ
インに関する研究」に着手する。

　インストラクショナルデザインとは、「教育活動の効
果・効率・魅力を高めるための手法を集大成したモデル
や研究分野、またはそれらを応用して学修支援環境を実
現するプロセスのこと」である。平成 年の中央教育
審議会の答申「 年に向けた高等教育のグランドデ
ザイン」では、学修者本位の教育への転換を掲げている。
「何を教えたか」から学修者自身が「何を学び、身に付
けることができたのか」へ転換していくこと、そして、
生涯学び続ける体系への移行などが重要であるというこ
とを提言している。特に学修者が生涯学び続けるために

は、様々な授業法（対面、遠隔、ｅラーニング等）から
自らが学修を設計できるようになることが重要であると
考えられる。本学教育に適した効果的なインストラクシ
ョナルデザインを考え、将来的に本学全体の教育改善を
推進していく際の確固たる土台を提供するために以下の
事に留意し研究を進めていく。
（ ）学生の実態（学士力を含む学力、主体性や協働性、
学修環境など）を正確に把握した上で、学修者中心の教
育方法について情報を収集する。
（ ）対面授業の在り方や、オンディマンドやオンライ
ンなどの遠隔授業を組み合わせたハイブリッド型等の
柔軟なインストラクショナルデザインについて内部質保
証の観点から検討する。
（ ）検討したインストラクショナルデザインを検証す
るために、学力に加え、主体性や協働性、認知的能力や
汎用的能力等の測定法を検討する。

　本年度は、インストラクショナルデザイン設計の基礎
となる授業形態に視点をあて研究を進めた。特に教育に
おける ICT 化に焦点をあて、各研究員が大学で担当す
る授業を紹介し合い意見交換をした。研究会も IWBと
Wi-Fi が設置されている西館ラーニングコモンズで行っ
た。実践報告として以下の 例が提示され事例について
活発な協議がされた。
（ ）対面のグループワークをWeb上で行うことの試み
（ ）学生のMicrosoft における効果的な利用法
（ ）ML教室における ICT 化の授業形態
　次年度も、引き続き効果的なインストラクショナルデ
ザインの授業設計ができることを目指し実践報告や『イ
ンストラクショナルデザインの道具箱 』（令和 年、
北大路書房）等のテキストを用いて研修を深めていく予
定である。
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　日本で行われている “食と健康” に関わる調査・研究
は栄養学的視点からのものが多く、様々な機関から多様
な活動が取り組まれている。
　本学の研究会では、人体との関係を重視した特に消化
器系の一部として口腔器官の発達と成長さらに系統発生
と個体発生に関わる視点から、食物の入り口である口
腔に重点を置いた研究を行っている。これまで、“咀嚼”
に関する冊子 “「かむ」ってなぁ～んだ” を作成し、令
和 年度は引き続きこの媒体を用いて、名古屋市・愛知
県・岐阜県・三重県の関係教育委員会および小学校にお
ける児童と教師の反応をとらえ、教育への活用を検証す
る予定であったが、コロナウィルスの影響により往来や
対面の制限からやむなく延期することとした。一方で昨
年度に卒業生を対象として行った、遠隔による研修と食
育媒体活用のアンケート調査について詳細に解析し、遠
隔における効果の検証を行い、紀要論文にまとめ、公表
することを目的とした。また、名古屋女子大学付属幼稚
園の父母を対象として食意識のアンケートを作成し、実
施・集計を行い、食意識の特徴を把握し、効果的な食育
のアプローチ方法を考案することを目的とした。これら
の活動を通して口腔内の健康や咀嚼の大切さを普及する
とともに、食と関わるさまざまな職業における食育媒体
の活用や傾向について解析し、より効果の高い食育方法
の開発に役立てることを目的とした。

　“「かむ」ってなぁ～んだ”の冊子を名古屋市・愛知県・
岐阜県および三重県の小学校へ昨年度に配布し、本冊子
が各小学校の教育現場でどのように利用されているか、
冊子の内容についての感想や問題点等を収集し、今後に
生かすための方針を立てる計画をたてた。学校現場にお
けるアンケート調査の実施に際しては、事前に学校側に
調査の趣旨を説明し、承諾を得た後、調査スケジュール
等の調整を行う必要がある。さらに、本学の研究倫理審
査委員会の承諾を得る手続きが必要となった。
　今年度は新型コロナウィルスの緊急事態宣言のため、

対面での活動を控える必要があり、各小学校の教育現場
への直接調査を自粛することとなり、教育現場での利用
状況や内容について、問題点等に関するアンケート調査
を実施するための準備を行った。また、倫理委員会に申
請手続きを行い、承認を受けた。
　さらに、卒後教育研修会における研修内容として、遠
隔啓発活動として冊子媒体を配布し、現場で利用するた
めの効果や改善点などのアンケート調査を行い、集計し、
本年度にさらに詳細な解析を行い、紀要論文にまとめて
発表した。
　また、名古屋女子大学付属幼稚園の食育と食の安全に
関する研究を開始し、付属幼稚園園長の渋谷教授から、
付属幼稚園の食の現状と食育を行う背景について説明が
された。保護者への食意識アンケート調査票を作成し、
倫理委員会の申請と承認を経て、実施し、回収と集計を
行った。今後は詳細に解析し、幼稚園の保護者の食意識
の特徴を明らかにして今後の食育に活かしていくことと
した。

　昨年度に引き続き名古屋女子大学付属幼稚園における
食意識の特徴をふまえ、よりよい食育活動と、啓発効果
の詳細な解析を行い、食育効果の検証を行う。この検証
を基に、令和 年度から引き続いて行っている食育フリ
ップの製作や、冊子媒体の開発を行う計画である。
　さらに、現在世の中に普及している食育教材を調査し、
食育啓発活動を充足するためのキーワードや分野のカテ
ゴリーの集計と解析を行っている。これらの活動を通し
てよりよい食育の構築研究を行う計画をたてている。

　“「かむ」ってなーんだ” 冊子と、さらに新しく作成し
ている紙芝居について、小学校や幼稚園における食育活
動を行い、その啓発効果について検証する計画とした。
　食と健康の第二作目の冊子の完成と総合科学研究所機
関研究報告書論文「食と健康の意識向上のための遠隔啓
発効果～小学生向け食育媒体の開発とその啓発効果～」
を投稿し掲載されたことが報告された。
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　名古屋女子大学付属幼稚園の食と健康の向上について
付属幼稚園園長の渋谷先生にお越しいただき、現状の付
属幼稚園の食についてお話を伺い、食の改善を行ってい
くために、食と健康研究会において啓発研究活動を行う
ことを確認した。
　本年度は子どもの食の変容と親の食の理解に関して調
査研究を行っていくことが確認された。また、食育に関
する教室（大曽）、食の安全に関する教室（近藤浩代）
を行うことが確認された。
　企画については新型コロナ対策のため、適宜状況を鑑
みて変更する可能性が確認された。

　食育冊子の配布と活用効果の検証研究では、各小学校
へ食育冊子の配布と授業における活用調査に関する倫理
審査について話し合った。付属幼稚園の保護者の食意識
調査の次に申請することとした。
　紀要（家政・自然）への論文の投稿について原稿の進
捗状況の説明があった。
　名古屋女子大学付属幼稚園の食と健康（安全）に関す
る研究では、付属幼稚園園長の渋谷先生から園における
食の現状について、コロナによる緊急事態宣言のため、
半日保育、給食やおやつの休止をしているとの説明があ
った。
　 月には付属幼稚園において保護者を対象に食育に関
する教室「子どもの食育について─偏食・共食を中心に
─（講演：大曽）」が行われた。
　新たな食育媒体（食と健康フリップ）の作成について
紙芝居（フリップ）の進捗状況について報告があった。
　付属幼稚園における保護者の食意識調査の倫理審査の
差し戻しに対応している状況が報告された。
　新たな研究内容を審議し、食育に関する教材の調査と
内容分析を実施していくことが確認された。
　現在の幼児教育に関するさまざまな開発教材の紹介
と、保護者等の意識に関する先行研究をご紹介し議論を
行った。

　食育に関する書籍等教材の研究について話し合いを行
った。食育の本について、見本として購入した食育冊子
が紹介され、他の食育冊子シリーズの一覧に関する説明
と、今後購入する書籍等教材が選定された。また別途今
後研究に使用する本を図書館のリファレンスから抽出し
た一覧について説明があり、購入する書籍等教材が選定
された。
　付属幼稚園の保護者を対象とした食意識調査につい

て、申請中の倫理審査の審査進捗状況の報告があった。
調査票を作成し直し対応し、 月～ 月に審査が承認
され次第、アンケートをとり集計と分析を行い、まとめ
る予定とした。
　紀要論文（家政・自然）への投稿について、査読とそ
の修正について対応している状況の説明があった。
　食育冊子の活用と新たな食育媒体（食と健康フリップ）
の作成について、今期はコロナ予防対応の関連で、フリ
ップの案の作成までとし、媒体の検証は来期に行うこと
となった。
　今後の活動方針やその内容、食と健康フリップや付属
幼稚園の食意識調査の倫理審査対応、アンケート解析・
食育教材の調査分析、付属幼稚園の食育研究について、
引き続き活動していくことが確認された。

　食育に関する出版物等教材の研究について話し合っ
た。
　紀要（家政・自然）への投稿論文「咀嚼に着目した小
学生向け食育教材の評価」について投稿し受理された報
告があった。
　その他の食と健康の活動（食育活動、媒体等）につい
て話し合った。
　名古屋女子大学付属幼稚園の食と健康（安全）に関す
る研究について、付属幼稚園の食事提供業者の切り替え
をふまえ、食育環境の充実を図っていくことが確認され
た。
　また、付属幼稚園の保護者を対象に、令和 年 月
に子どもたちの食の安全の理解を深める講座「身近な菌
と食の安全について（講演：近藤浩代）」が行われた。
　引き続き付属幼稚園の園児と保護者の食意識調査の集
計解析や、食育活動や食環境整備を進めるとともに出版
物等食育教材の研究を進めていくことが確認された。



プロジェクト研究 中間報告



─　　─

総合科学研究　第 号

　本研究は、模擬保育などの保育実践を行う際に、ルー
ブリック指標に基づく PA（パフォーマンス・アセスメ
ント）シートを活用した振り返りを行うことによって、
自己課題を可視化し、PDCAサイクルを回し続ける実習
指導の方法と、保育パフォーマンスを高めるためのルー
ブリック指標を作ることにある。保育実習指導の内容に
ついては、厚生労働省の「保育士養成課程を構成する教
科目の目標及び教授内容について」に示されるとおりで
あるが、なかでも「保育実習指導Ⅰ」〈目標〉 ．「実習
の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について
具体的に理解する」ための実践的な授業内容を目指して
取り組んでいるものである（下線部筆者）。実習指導な
どでは、指導案の書き方（計画）や模擬保育を実施する
ことが多い。本研究は、子どもの前でいかに保育を行う
かといった発表力（実践）と、自己の姿を客観的に捉え
振り返ることができる力（評価）に注目し、これらを向上
させるための実習指導について考えていくものである。

　研究は、模擬保育などの保育実践を評価するためのル
ーブリック作りから行った。ダイアン・ハート著、田中
耕治監訳『パフォーマンス評価入門「真正の評価」論か
らの提案』（ミネルヴァ書房 ）や、ダネル・スティ
ーブンス・アントニア・レビ著、佐藤浩章監訳、井上敏
憲・俣野秀典訳『大学教員のためのルーブリック評価入
門』（玉川大学出版部 ）から、パフォーマンス評価
やルーブリック評価に関する知見を得て、「保育実践時
のパフォーマンスに関する評価指標」の試作を行った。
試作したルーブリックは授業「保育実習指導 」におけ
る模擬保育で使用し、自己評価と他者評価を行った学生
から、観点項目や評価基準についての意見を収集し、そ
れをもとにルーブリックの改良を行い「保育パフォーマ
ンスに関する評価指標」を完成した。表 のとおり、観
点項目は、振る舞い方、全体の構成、説明のわかりやす

さ、子どもへの援助・配慮、保育内容、「せんせい」へ
のなりきり度の 項目で、 段階評価とした。
　並行して、保育実践時の発表技術（パフォーマンス）
に特化したテキストの製作を進めた。模擬保育の対象と
なる保育内容については、領域「表現」の音楽及び造形
表現などの分野から、学生が実習で行う内容を検討し、
基本的な考え方や保育現場で活動を展開する際のパフォ
ーマンス方法についてまとめ、巻末にはルーブリックを
もとに各自が記入できる PAシートを収録し、保育実習
指導用のテキスト『領域「表現」音楽と造形からのアプ
ローチ 表現力を磨くためのアセスメント～保育パフォ
ーマンスを高めるための評価～』を完成した。

表１　保育パフォーマンスに関する観点項目

観点 振る舞い方
・声の大きさ
・話すスピード
・顔の表情

観点 全体の構成 （導入・展開・まとめの流れ）

観点 説明のわかりやすさ

観点 子どもへの援助・配慮

観点 保育内容
・発達段階
・活動のねらいとの関連

観点 「せんせい」へのなりきり度

・態度
・視線の向け方
・言葉遣い
・リーダーシップ

　テキストの内容を精選するに当たっては、今回使用す
る保育パフォーマンスの評価指標の観点項目から表現に
関わる保育活動の内容を分析し、記載するものを選んだ。
　この保育活動の分析から、はじめに全ての保育活動に
共通する基本的な内容を「保育パフォーマンスを高める
ための つの方法」として章立てし、評価指標の観点
「振る舞い方」に該当する（ ）顔の表情、（ ）声のト
ーンと大きさ、話すスピード、（ ）活動のメリハリは
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態度のメリハリと、観点 「せんせい」へのなりきり度
に該当する（ ）「せんせい」になりきろう、の つの
内容を扱うこととした。そして、次章の「保育活動のヒ
ント」の つの節の中で、表現に関わる つの保育活動
について保育パフォーマンスという観点から考える内容
を扱うこととした。各節の最後には、各保育活動の保育
パフォーマンスを評価するための観点をわかりやすくす
るためにチェックポイントとしてその節の要点を示し
た。
　このテキストは実習指導の授業のみの使用に留まら
ず、実習中、実習後もそれぞれの学生の PDCA サイク
ルの準備や振り返りの中で役立つ資料となることをめざ
して製作した。そのため、学生に親しみやすく、何度も
手に取って使いやすいものとなるように、可能な限りわ
かりやすい言葉や文書表現になるよう心掛け、文字の大
きさや ページの文字量、さらにイラストやページのデ
ザインなどの体裁についても繰り返し検討を重ねた。（図
）

　今回、テキスト製作に向けて記載するそれぞれの保育
活動を保育パフォーマンスという視点から分析したこと
により、保育者養成のためには保育に関する各分野の知
識や技術のみでなく、それを統合して保育活動として表
現する力の育成も重要であり、学生が「せんせい」とし
て保育活動を行うためには、評価指標の観点 から ま
での全ての観点についての技術の養成が必要となること
を確認する機会となった。校外実習の準備として既習事
項を統合する役割を持つ保育実習指導の授業内容の改善
のためにも有意義な作業となった。

図１　親しみやすいページデザイン

　今年度は、保育所実習に向けて行われる「保育実習指

導 A」において、当テキストを使用して保育技術を学
ぶこととした。「保育実習 A」は、保育者養成課程にお
いて学ぶ学生にとって初めての機会であるため、観察・
参加実習が中心である。行える内容に限りがあるものの、
「手あそび」や「自己紹介」などは基本的な保育内容に
つき、実習で経験する学生が多い。そのため、授業では「手
あそび」と実習初日を想定した「自己紹介」の模擬保育
を行った。活動に先駆けて、テキストを通じて対象とす
る保育内容について、いかに「せんせい」として振る舞
い、活動のねらいを達成するかに主眼を置いて学び、「保
育パフォーマンスに関する評価指標」によって、目指す
保育パフォーマンスの内容とその基準を確認した。
　模擬保育後には、自己と他者のパフォーマンスについ
て、評価指標（ルーブリック）を通じて自己評価と他者
評価を行った。これらのスコアは、研究に同意を得られ
た学生からMicrosoft Forms を通じて収集し、以後の
研究分析の材料とした。ルーブリックは、前述のとおり、
つの観点項目を 段階で評価することから、PAシー

トでは、 角形のレーダーチャートとして記入し、パフ
ォーマンスを可視化できるようにした。自己評価を黒線、
他者評価を赤線の六角形で記入することとし、学生には、
黒線と赤線との隔たりや、図形のいびつな部分に該当す
る観点項目がパフォーマンスの課題であることを伝え、
自己省察の材料とした。

　今後は、ルーブリックの観点項目を見直し、「保育パ
フォーマンスに関する評価指標」の精度を高めていく。
また、収集したデータを分析して、パフォーマンス・ア
セスメントの繰り返しによって、ルーブリックに示され
る観点項目が学生に養われたか、学生の中に「せんせい」
としての心情や立ち居振る舞いが養われたかについて検
証し、「保育パフォーマンスに関する評価指標」や PA
の方法が保育パフォーマンスを向上させるための手段と
して有効性であったか検証していく。
　尚、研究結果は次号で発表する予定である。

平澤：１．２．４．５、山本：３．図表作成

一般社団法人全国保育士養成協議会編『保育実習指導のミニマム
スタンダードVer. 「協働」する保育士養成』中央法規
年
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　令和 年度の幼児教育研究会における「幼児教育で育
みたい資質・能力に関する研究」の研究課題は、付属幼
稚園独自の、各学年の具体的な活動と 年間の指導計画
との関連性・小学校への接続の視点に着目した教育課程
編成を目指し、「主体的・対話的で深い学びとなる総合
的な表現活動」に関する研究とした。特に幼稚園教育要
領の改定で示された「幼児期の終わりまでに育って欲し
い の姿」に着目すると共に、本年度は、より本質的
な幼児教育の姿を求めて生活発表会を各学年の子ども達
の成長の到達点として位置付け、年度途中から保育形態
をプロジェクト型保育・教育に転換した。また、保育・
教育の実践の上でほぼ定着したドキュメンテーションに
新しい機能を持たせて日々の保育・研究の質向上を目指
した。

　本研究は、付属幼稚園における「生活発表会」を保育・
教育の到達点として、それに至る活動（日々の保育及び
プロジェクト）を対象に行った。以下に研究方法を示す。
（ ）指導方法の計画
（ ）付属幼稚園教諭による教育・保育実践、実践記録
（ ）保護者対象アンケート調査
（ ）研究会による省察と批評
　なお、本研究は、名古屋女子大学「人を対象とする研
究に関する倫理審査委員会」の承認を受けて実施した（承
認番号 - ）。

　本研究における教育・保育実践について、以下、 学
期～ 学期中旬までの実践及びプロジェクト別に示す。

　今年度本園では、行事を単発的な進め方ではなく、「ね
らい」、「経過」、「発展」、「次へのつながり」という大き
な視点での取り組みを考えてきた。ねらいの中に教育要
領の 領域と幼児期の終わりまでに育ってほしい の
姿を念頭に置きながら、子ども達とどのような展開がで
きるかを創意工夫する形で進めた。
　 学期は、「七夕」からスタートした。七夕に関する
いわれを知り、伝統的な行事への関心を持つとともに、
各学年のねらいを考え、年齢に合わせた七夕への取り組
みを進めることができた。七夕当日には、園内に飾られ
た七夕飾りを見合ったり、各学年で育てた夏野菜のお供
えをしたり、奉納太鼓の演奏を聴いたりして、七夕の雰
囲気を楽しむことができたように思われる。七夕から関
心が高まった星や宇宙は、そのまま年長児の「夕涼み会」
へ継続して発展する形となった。
　「夕涼み会」では、「宇宙」をテーマに保育室に、宇宙
にちなんだゲームや造形遊びを行えるコーナーを設置し
て、年長児が親子で楽しめる企画を考えた。また、子ど
も達が主体的に計画した出し物や盆踊りを行い、夏祭り
の雰囲気を味わいながらもテーマである「宇宙」の雰囲
気の中で様々なゲームにも挑戦することができた。子ど
も達の充実した取り組みの姿に、ねらいが十分達成され
たように思われる。
　「運動会」のテーマを考えるにあたっては、夏に日本
国内で「オリンピック」が開催されたことを背景に、子
ども達とともに園でもオリンピックを基に考えていくこ
とにした。「笑顔でつなごう～みんなのななりんぴっく
～」というテーマを設定し、子ども達とそのテーマを基
に何をつなげていくかを話し合い、競技種目や内容を決
定していった。学年ごとに競技における造形表現や身体
表現を工夫し、子ども達が自信にあふれた姿で取り組む
ことができたことは、子ども達の主体性のあらわれとし
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て受け止めることもでき、大きな収穫であったように思
われる。
　「お月見」は、日本の秋の行事の一つであり、自然現
象の月の満ち欠けに興味を持たせ、どのようないわれに
より、「お月見」を行うかを子ども達に知らせながら、
準備を進めた。今回は、「お月見」の中の「十五夜」と「十
三夜」に着目して活動を計画した。月見におけるお供え
物など、実物を用意して子ども達と体感するために、教
員同士で「ススキ」を探し、雰囲気作りにも配慮してい
った。実際に、造形表現としての「お団子作り」など、
実体験できたことは、貴重な経験であったと考える。ま
た、 月の「十三夜」をきっかけとした「お月見コン
サート」においては、名古屋女子大学児童教育学科の伊
藤充子教授と坪井眞里子教授を招いて開催した。ドビュ
ッシー作曲「月の光」を聴くと共に優しい歌を子ども達
は演奏者と共に歌い、音楽表現につながる素晴らしい鑑
賞の経験に結びつけることができた。その音楽表現が、
月の「おんがくかい」へとつながっていくことになる。

　「芋ほり」は、自然との関わりに目を向け、その中で
地域社会との関わりを体験することをねらいとして実践
した。芋を掘るだけではなく、植物の生長の楽しさや喜
びを体感し、その経験の中で、大きな発見や探求心の芽
生えも見られた。新たな視点での自然との関わりとして
捉えることができたように考えられる。社会生活の関わ
りとして、今回芋ほりを行った畑の管理者氏名と顔を写
真で事前に子ども達に知らせることで、当日、畑で出会
う中で、自然に感謝の言葉が出てきたり、実際に芋を掘
ることで、疑問に思ったことを質問したりするなど、積
極的な関わりが持てたように思われる。また、芋ほりだ
けでなく、芋ほり当日までの取り組みとして、事前に年
長・年中児は芋畑への見学に出かけ、地域への関心を深
めていく中で、様々な建物や信号、道路標識、道端や民
家の庭にある草花、虫など自然にも目を向けようとする
姿が見られた。その結果として「いもほりマップ」の作
成にも結びつけることができた。さらに、畑へ出かけて
の視察の中で、芋の葉の形、大きさ、茎と葉の色の違い
などを自然と関わりながら発見し、図形や数量の感覚へ
の育ちへとつなげていくこともできた。
　芋ほり後は、収穫できた喜びが造形表現として出てく
るようになり、各クラスの前に多種多様な素材を使った
芋畑の様子を再現することもでき、芋ほりを土台にして
さらに、畑から虫などを持ち帰ったことにより、自然の
生き物への探究心の芽生えと遊びの発展につながったと
言える。

 （森岡 とき子）

　付属幼稚園でのお月見プロジェクトは、 月の「こい
のぼり」、 月の「七夕」の宇宙、空をテーマにした流
れでもある。また月からのイメージを豊かにし、身の回
りの音や身近にある音楽への関心を高める機会になると
考えた。内容としては、子ども達が参加できること、一
緒に音楽を体感することをねらいに据え、以下の通りプ
ログラムを構成した。各学年の日頃の活動を取り入れる
こと、年齢に適した選曲を心掛けた。

お月見コンサートプログラム（年少、年中、年長）
①トーンチャイムアンサンブル
　「きらきら星」
　　モーツァルト作曲「きらきら星変奏曲」より
　　ドレミパイプ体験「きらきら星」
②ピアノ独奏「月の光」　　ドビュッシー作曲
③「うさぎ」　　日本古謡
　＊みんなでうたってみましょう
④「ドレミのうた」　ゼミ生による演奏
⑤「おかあさん」　　田中ナナ作詞　中田喜直作曲
　＊やさしいこえでうたってみよう
⑥「大きなうた」
　＊ニッコリ笑顔でうたってみよう
⑦「世界が一つになるまで」
　作詞：松井五郎、作曲・編曲：馬飼野康二

　お月見コンサートでの内容に関して、音として つの
要素が含まれている。以下にそのねらいと実践について
記す。
①トーンチャイム　「きらきら星」演奏
　トーンチャイムは、普及型のハンドベルとして開発さ
れた楽器であるが、その美しい余韻と柔らかい音色は心
をひきつける音である。曲は空に因んだ「きらきら星」
とし、きらきら光る星を表現するのに、トーンチャイム
の音色は適している。導入として馴染みのある曲で、や
さしい響きを実感すること、星の世界のイメージを広げ
ることをねらいとした。
②ドレミパイプ　「きらきら星」体験
　子ども達に参加してもらうことを考え、トーンチャイ
ムは重いことから、ドレミパイプ体験を行った。年長の
子ども達が参加し、「きらきら星」を階名で歌いながら、
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一つの曲をその場で作り上げた。ドレミパイプの利点は
どのように叩いても音がでることである。ゼミの学生が
音ごとにサポートし、「きらきら星」の曲を子ども達で
作り上げた。大変積極的に参加し、興味深い様子がうか
がえた。友達の音を聴きながら、自分のタイミングで音
を鳴らして協働で一つの音楽を作る活動は、内的聴感を
育成する。
③ピアノ
　ピアノ独奏で「月の光」ドビュッシー作曲の演奏を行
った（伊藤充子教授）。ピアノの音色は普段から聴きな
れているが、「月の光」というフランス印象派の絵画の
ニュアンスが、音の世界で描かれており宇宙的な広がり
を感じる曲である。幼児にクラシックの音楽鑑賞がどこ
まで可能であるのか、未知な部分があると考えたが、子
ども達は静かにその音に耳を傾けた。月の光の世界観を
（個人差はあるが）個々味わうことができたと感じとれ
た。同じ空間で本物の音が鳴りひびく生の演奏（ライブ
性）の有効性が感じられた。
④歌声
　日頃から歌は身近な表現手段であり、子ども達は歌う
活動に慣れている。このコンサートでは、歌う時に課題
を投げかけて活動を行うこととした。歌い方に関して、
幼児によく見かける、がなり声で歌うことを避けるため、
「うさぎ」では、拍と歌の内容に合わせて身体を動かす
ことで、音楽の流れ（横の流れ）を促した。また、「お
かあさん」では、おかあさんの様に優しい声で歌うとい
うこと、「大きなうた」では、笑顔で歌うことをねらい
とした。笑顔で歌うことは、自然に声色も明るく、優し
いものになることが期待できる。日頃の教室とは違う広
い空間であることもあり、子ども達はのびのびと歌って
参加した。

　お月見コンサートの活動を通して、 つの音を聴くこ
と、そしてその音や旋律の流れ、世界観を実体験するこ
とができたと考える。音を聴くこと、歌うこと、表現す
る過程は表裏一体である。隣の友達の声を聴くこと、声
を合わせること、イメージを表現することが関連づけら
れたと感じた。また今回特に、印象派に見られる特徴的
な和声の響きとピアノの多彩な音色の世界観は、子ども
達にとって新鮮な体験となった。今後の課題として、コ
ンサートプログラムにおいて、クラシック音楽の可能性
を否定しないこと、「子どもだから聴けない」ではなく、
「子どもに聴かせたい」音楽を選曲する必要性を大いに

感じた実践となった。
 （坪井 眞里子）

「幼児期の終わりまでに育ってほしい の姿」に着目
して、以下の目的を設定した。

①元気よく良い発声で歌うことを楽しむ。【健康な心と
体】

②大勢の人の前で自信をもって発表する（年少）。自分
の担当の楽器や言葉を、自信をもって発表する（年中・
年長）。【健康な心と体】【自立心】

③友達と声を合わせて歌ったり言葉を発表したりする。
【健康な心と体】【協同性】
④相手（観客）に対して真剣に取り組んでいる姿を見せ
る。【健康な心と体】【道徳性・規範意識の芽生え】

⑤保護者との掛け合いを楽しむ。他学年との見学をし合
い、お互いを認め合う。【社会生活との関わり】

⑥合奏やボディーパーカッションなど、自分でリズムを
感じながら表現する。【思考力の芽生え】【豊かな感性
と表現】

⑦ヒノキや木の実を使って楽器遊びをすることを楽し
む。【自然とのかかわり・生命尊重】

⑧長さや形、量などを考えて手作り楽器を作る。【数量・
図形・文字等への関心・感覚】

⑨歌詞の意味を理解して考えながら歌う。【言葉による
伝え合い】

⑩看板を作る中で文字に対する興味を高める。【数量・
図形・文字等への関心・感覚】

⑪自分で工夫して楽器作りを楽しむ。ホールの飾りつけ
を、曲のイメージを膨らませながら楽しむ。曲の雰囲
気を感じながら自分なりに表現して歌う。【豊かな感
性と表現】

　前年度は「おんがくかい」を行うことができなかった
ため、経験の少ない子ども達が緊張せずに、皆で楽しい
アットホームな「おんがくかい」を作っていくことをコ
ンセプトとし、プロジェクトメンバーで形態や曲目など
を提案して進めてきた。年少・年中においては、初めて
の「おんがくかい」だったが、年長組が練習している姿
を見せてもらうことで、イメージをもって取り組むこと
ができた（図 ）。年長組においては経験があったが、
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図１．年長組の練習を見る年少児 図２．音が鳴る楽器づくり
（年少児）

今までのように教師が
決めた曲や進め方では
なく、「主体性」をキ
ーワードとし、一つ一
つ子ども達と相談して
話し合いながら進め
た。
　アットホームな会に
したかったため、舞台上ではなく保護者を囲む形で発表
することも検討したが、合奏は指揮を見ないとできない
ということや、コロナ禍ということも考慮して、子ども
達は舞台に並び、保護者はベンチに座りくじ引きでの指
定席にすることにした。座席については、保護者 名と
限定したため、ゆったりと座って見ることができていた
ように思われる。舞台上での発表としたため、子ども達
の動き方は制限されたが、その中でもボディーパーカッ
ションをしたり、パネルを出したり、物語風に発表した
りすることで、メリハリをつけて発表することができ、
音楽表現だけでなく、身体表現や造形表現としても発表
する場になった。今後は大学所属の幼児保育研究会メン
バーの先生にも指導いただきながら進めると、発表や表
現の仕方に幅が広がると考える。
　曲目は、静かな曲、元気な曲、心を込めてやさしく歌
詞の意味を考えながら歌う曲、合奏、輪唱や掛け合いな
ど観客参加型の曲と、様々な曲調の歌を選曲し、子ども
達の豊かな表現を引き出せるようにした。子ども達（年
少児は特に）は普段歌を歌おうとすると怒鳴って歌って
しまいがちになるが、特に静かな曲においては、発表会
前にお月見コンサートや「ゆかりんとチッキン」の童謡
コンサートに参加し、プロの演奏や歌声を聴いた経験か
ら、声の出し方や歌い方を学んだり、気持ちを合わせた
りすることの大切さを知ることができた。今回の取り組
みによって、教師としても怒鳴らずに歌うことができる
ような指導の仕方を学ぶ機会となり、子ども達も耳で聴
いて優しい歌声を感じることができた。
　「おんがくかい」当日、子ども達はきれいな歌声を意
識して、気持ちを合わせて歌うことができ、様々な表現
ができるようになった。子ども達が楽しみながら自信を
もって歌えるような選曲にしたが、年少については歌詞
があいまいになってしまった曲もあった。もう少し歌詞
をイメージしながら歌えるように練習したり歌いこんで
きた歌を選曲したりする必要があった。また、そのよう
なときに、指揮者の口を見て修正することができず、マ
スクをして歌唱指導することの難しさを感じた。今後は

透明マスクの導入を検
討したい。
　年少組は自分で作っ
た楽器を鳴らす楽しみ
を感じられるよう、ま
た、中に入れる素材に
よって音の違いを感じ
られるように、マラカ
スを作ることにした。
保護者に素材や容器の提供をしてもらい、一人一人異な
る音が鳴ることを楽しむことができた。また、飾り付け
は、一人一人の個性が表れており、愛着を持つことがで
きた（図 ）。
　年中組は、カスタネット、鈴、タンバリン、トライア
ングルを合奏することにし、手作り楽器として、年長組
とのつながりを考え、拍子木を作ることにした。楽器遊
びは 学期から継続して行っており、運動会以降からよ
り本格的に進めてきたが、合奏においては単純なリズム
にしたため子ども達には解りやすく、楽しんで演奏する
ことができた。拍子木においても、園長先生の指導を通
してヒノキに触れてきたため、最終的に手作り楽器とし
て形にすることができて意義深かった。年長組は、年中
組で合奏する楽器にウッドブロック、カホン、オルフ楽
器を加えて合奏した。夕涼み会で作製した木製ギロには
更に新たな素材で飾り付けも楽しむことができ、夕涼み
会から継続した流れの発展で、より愛着を抱いて演奏す
ることができた。
　発表会に向けては、日頃から歌を歌うだけではなく、
各クラスで音ゲームをしたり、園内の音マップ作りをし
たりボディーパーカッションをしたりして、音を聴く習
慣を付けられるように進めてきた。年少児にとっては、
音マップを作ることはなかなか難しかったが、日数の経
過とともに少しずつ音に触れる経験を重ねることで理解
が進み、子どもから音探しをする姿が見られるようにな
り、いろいろな音に耳を傾ける良いきっかけとなった。
年齢が上がるにつれて、言葉に合わせてリズムをとった
りボディーパーカッションを経験したりしてきているた
め、いろいろなリズム打ちをすることができ、今までの
保育が「おんがくかい」に有機的につながっていること
が感じられた。
　会場設定としては、年少組はお母さんの顔、年中組は
自分が幸せだと思うこと、年長組は世界中の子ども達の
絵を描いたり、看板づくりをしたりした。会場に子ども
達が作ったものを飾ることで、観客を温かく迎え、アッ
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図３．会場づくり（年少組）

図４．会場づくり（年中組）

図５．会場づくり（年長組）
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トホームな雰囲気を感
じられるようになった
（図 、 、 ）。それ
ぞれの学年の曲目に関
連する飾りがホール全
体に設定されたため、
温かい雰囲気にするこ
とができたと思われ
る。また、飾り以外に
も歌詞をパネルに出す
ことで、手に持って上
げるという役割を与え
られた子ども達にとっ
ても使命感をもって取
り組むことができた。
　今回、コロナ禍とい
うことで観客を子ども
人につき保護者 名

としたため、当日来ら
れない保護者のため
に、初の試みとしてラ
イブ配信を行った。当
初は zoomで行う予定
だったが、 月にド
キュメンテーションで
活用している「おうち
えん」を導入することに決めた。当日までに何回も試行
したことで、保育の中でも動画として練習の振り返りに
活用することができた。年少児は自分の姿を見て喜んで
いる様子もあり、振り返って反省会をするところまでは
できなかったが、年長児には効果的で、次への練習意欲
や態度にもつながっていった。保育にも効果的に活用で
き、子ども達からも反応があったため、導入して良かっ
たと思われる。また、期限を決めて見逃し配信も行った
ため、祖父母の方も何度も見られたようで、家でも振り
返ることができ、会話のきっかけとなった点も良かった。
しかし、当日年長組の発表時に配信が止まってしまうと
いうトラブルが起こった。急遽、年長組は午後、年少・
年中児が観客となり 回目の発表を行い、その様子を配
信することにした。 回目は集中が切れている様子も見
られたが、緊張しながら発表している姿と、普段に近い
姿とどちらも保護者に配信できたのは良かった。トラブ
ルは、光回線が混み合ってしまったことが原因ではない
かとの見解であったが、混み合わないようにするには回

線料金や人手が足りないなどの点で課題があるため、対
処法を考えていくことが必要である。また、ライブ配信
を行うために、業務や負担も増えるため、業務を軽減で
きるところを検討しながら、ライブ配信を行う方法を考
えることも今後の課題である。
　今回の「おんがくかい」では、練習期間が短い中で、
子ども達が継続して行ってきたことの成果として、様々
な表現が生み出される場となった。それぞれの学年らし
く、子ども達は楽しみながらも、保護者に聴いてもらう
ことで緊張感もあり自信をもって取り組むことができ
た。当日は、アットホームな会をコンセプトにしてきた
ため、間違えてしまっても、落ち着いて発表することが
でき良い経験となった。また、楽器遊びや声の出し方、
音を聴く習慣など、日頃の保育が発表の場につながって
いることを実感できたことは、大きな意味があると思わ
れる。発表会としては、遊びの発展だけではなく、観客
を意識したメリハリのある行動という面も大切である。
普段の遊びを工夫して子ども達の力を引き出していける
ように、そして緊張感をもって一生懸命に頑張るという
経験もできるように、更に、次の行事にどのようにつな
げていくかを考えて保育をしていきたい。
 （竹内 敦子）

「幼児期の終わりまでに育ってほしい の姿」に着目
して、以下の目的を設定した。

①クリスマスについて知り、親しみや期待を高める。【社
会生活との関わり】

②出し物や歌、音楽を楽しみながらクリスマスの雰囲気
を味わい、楽しく会に参加する。【豊かな感性と表現】
【言葉による伝え合い】
③サンタクロースとの関わり、海外の文化に興味を持
つ。【社会生活との関わり】【数量・図形・文字等への
関心・感覚】

　プロジェクトリーダーで話し合いを重ね、子ども達が
主体的に考えて取り組む際に、クリスマス会まで期待を
高め、楽しくクリスマス会に参加するための環境設定を
考えた。テーマを『ワクワク・ドキドキクリスマス～
Where is Santa?～』とし、子ども達のファンタジーの
世界が広がるように、環境構成を具体化した。
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図７．次に手紙と靴下の袋を発見

図８．サンタクロースからの手紙

図９．各クラスへ手紙を届ける
（年長児）

図 ．サンタさんへの手紙
（年長児）

図６．もみの木に赤い服を発見

　その一つとして、大きな
もみの木の鉢植えを用意し
た。まず、そこにサンタの
衣装である赤い服をかけて
おくことにした（図 ）。
そこから子ども達の反応を
見ながら、その様子に合わ
せて環境構成を考えた。ま
た、子ども達の様子を終礼
で伝え合い、教員間で共有
するともに、ドキュメンテ
ーションを作成し、保護者とも共有した。
　登園し、もみの木のところにサンタクロースの服があ
ることに気が付くと、「夜の間に幼稚園の上を通って落
としてしまったのではないか」、体操服の洗濯物が飛ん
で泥だらけになってしまった経験がある子どもは、「洗
濯していたものが飛ばされたのではないか」など、子ど
も達の想像はどんどん膨らんでいた。目をキラキラさせ
ながら話す姿を見て、サンタクロースがいるのか、来て
くれるのか、ドキドキしながら待つことができる企画に
なった。
　次に落し物の赤い服を片付け、靴下の袋と、手紙を表
示しておくと、気が付いた子ども達が徐々に集まり、手
紙を読んでいた（図 、 ）。クリスマス会に登場して
もらうサンタクロース役をドイツ人の方にお願いしてい
る関係からフィンランド語ではなく、手紙の差出人を、
あえて、ドイツ語で表示した。子ども達は手紙の内容の
ひらがなは読んだが、
ドイツ語で書かれた
「サンタクロースより」
が読めないと疑問に思
う子どもはいなかっ
た。「本当にサンタク
ロースなのか」と教師
が問いかけてみると、
「もみの木のところに
あるからサンタさんな
んだよ」や、「赤い服
はサンタさんのだか
ら」とサンタクロース
の落し物と信じている
ため、文字がわからな
くても疑問に持たなか
ったと思われる。年長

クラスでこの話をする
と、アルファベットで
書かれた文字を iPad
で調べてみることにな
った。ドイツ語である
ことがわかると、幼稚
園のサンタクロースは
園長先生ではないか？　
と疑問に思っていた子
どもも、本物のサンタ
クロースがくるのか
な？　と半信半疑にな
っていった。また、ド
イツの国に興味を持
ち、地球儀で場所を探
す姿が見られた。これ
は、運動会のオリンピ
ックをテーマにした取
り組みで世界に目を向
けていたためではないかと考えられる。そして靴下と手
紙があったことに気が付いていなかった子どももいたた
め、皆でもみの木の所に行ってみた。中に入っていた手
紙を見て同じ手紙が 通あることがわかると、各クラス
への手紙であることに気付き、届けてあげることが提案
された。各クラスに届けると、手紙の内容や、手紙のあ
った様子など、具体的に伝えながら渡していた（図 ）。
手紙の中にあった、サンタクロースへの質問を話し合う
と、「サンタさんは、魔法が使えるのか？」「何歳なのか？」
「どうやって空をとぶのか？」「得意なことは何か？」な
どたくさんの質問事項が上がった。それらを手紙にして
渡すこととなり、質問を文字で書いたり、装飾したり、
手紙の作成を進めた（図 ）。
　サンタクロースとのやり取りから一日がスタートする
ことが日課になりつつあり、次は、サンタクロースが忘
れていった、帽子とベルトをハンガーにつるし、取りに
来てくださいと手紙を添えた。「また来るのかな？」と
ワクワクしている表情が見られた。サンタクロースに質
問する内容を手紙に書き終え、皆で靴下の中に入れに行
った。「手紙を見に来るかな？」や、「どこにいるのかな？」
など少し心配しながらも、サンタクロースとのやり取り
を期待していた。そして友達と一緒に自分がイメージす
るサンタクロースを話し合い、どんどん想像が膨らみ、
ファンタジーの世界を楽しんでいる様子が伺えた。手紙
は、個人的に書いている子どももおり、しばらく靴下を
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図 ．有志の保護者による出し物

図 ．学生さんによる
ハンドベル演奏

図 ．サンタさんへ質問（年長児）

図 ．プレゼントを入れてもらう袋
をもみの木の下に置く
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ぶら下げておくように
配慮した。
　次の環境構成として
子ども達は自分で作っ
た、プレゼントを入れ
てもらう袋をもみの木
の下に置いてはどう
かと考えていた（図
）。部屋に飾られた

袋を見ながら、「サンタさんがプレゼントの袋に気づい
てくれるかドキドキするね」と投げかけてみたが、「サ
ンタさんは何でもお見通しだから大丈夫」、「魔法を使っ
て入って来る」などの発言が多く、部屋に飾られている
ことに疑問を持つ様子はなかった。ファンタジーの世界
をイメージできている子ども達にはそのような発想がな
いのかもしれない。しかし、その後、「サンタさんは泥
棒とは違うから」、「鍵が閉まっていたら袋を取りに来ら
れないかも」という発言をきっかけに、「じゃあ、外に
飾っておこう」、「そうだ、もみの木のところが見つけて
くれるかも」と話が進んだ。「もみの木」というワード
にみんなが納得し、サンタさんに手紙を添えて、もみの
木の下に置きに行った。プロジェクトリーダーが考えて
いたような展開になっていった。他のクラスの友達に状
況を説明し、触らないように促したり、子ども達のやり
取りを丁寧に見守りながら教諭間で状況を共有したりし
たことで、子ども達は主体的に行動することができた。
教諭たちも子ども達の反応が毎回楽しみであった。
　翌朝、置いておいた
紙袋がなくなっている
という設定をした。子
ども達は登園してくる
と、「なくなってる！」
とかごやもみの木をの
ぞき込む姿が見られた
（図 ）。クリスマス
会の時にプレゼントを持ってきてくれるかなと期待が高
まり、その日にサンタさんに会えると喜んでいた。
　年長児はクリスマス会の中でキャンドルサービスを行
うが、宗教的な意味は問わず、火や炎について、暖かく
きれいなもの、食べるおいしい料理には火が欠かせない
もの、体を暖めるのにも火が使われていることなど、大
切なものであることに気づけるように話をした。優しい
炎のように、子どもたち一人一人が、優しく素敵な心を
持って光り輝いていけるように、担任としての願いも伝

えた。昨年度のキャンドルサービスの様子を覚えている
子どももおり、楽しみにしつつも、本物の火を扱うため、
少し緊張している子どももいた。過度に怖がる必要はな
いが、説明をしっかりと聞き、ふざけることのないよう
に、年長児としての自覚を持って練習ができるように援
助し、クリスマス会への期待を高めた。
　子ども達の期待が高まっていることを受け、給食中に
鈴の音を鳴らした。黙食する中、鈴の音が聴こえてくる
と、サンタクロースが来たのではないか、みんなの様子
を見に来たのではないかなど、どの学年の子ども達も期
待を膨らませているようだった。
　 月 日にクリスマス会を行った。クリスマスのい
われのお話を聞き、有志の保護者による「まちがいさ
がし」の出し物にも興味を持って参加した（図 ）。名
古屋女子大学児童教育学科の吉田文ゼミの学生さんに
よるハンドベルの演奏を披露していただき、きれいな
音色に耳を傾けてい
た（図 ）。年長組が
行ったキャンドルサー
ビスに、年中・年少児
もろうそくの炎を見つ
め、きれいと声が上が
るなど、幻想的な雰囲
気を感じていた。サン
タクロースが登場する
前、鈴の音が聞こえる
と、昨日と同じ音がす
ると言ったり、通訳役
の吉田文准教授の投げ
かけにより、サンタク
ロースとのやり取りに
積極的に発言したりす
る姿が見られた。年長
児は考えた質問を直接
伝えることができ、サ
ンタ語でやりとりしな
がら、よりサンタさん
を身近に感じることが
できたようである（図
）。このような姿か

ら、クリスマス会を楽
しみにしているだけで
はなく、子ども達の心
に今までの経験がしっ

図 ．紙袋がなくなっている
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図 ．鬼や福の神の福笑い
（年少児）

かりと刻まれて、ワクワクしていることがよくわかった。
　今年度も、コロナ感染予防対策のため、保護者の参観
が制限されることが多かったが、今回のクリスマス会は
年長児の保護者に参観いただけたので、子ども達の成長
を共に共感できたのではないかと思われる。また、他学
年の保護者にはライブ配信でクリスマス会の様子を伝え
ることができたので、子ども達が帰宅後も、クリスマス
会のことを話題にし、親子のコミュニケーションにもつ
ながったのではないかと考える。給食は、クリスマスメ
ニューのため、特別な給食が嬉しそうであった。一日を
通してクリスマスの雰囲気を楽しむことができた。
　子ども達の主体的な取り組みを通して、クリスマス会
に期待が持てるように、環境構成を考えてきたが、子ど
も達の様子を教師間でしっかりと話し合いを行い、その
姿に合わせて、子ども達のファンタジーの世界を広げて
いく環境を整えていくことの大切さが理解できた。
 （関戸 紀久子）

「幼児期の終わりまでに育ってほしい の姿」に着目
して、以下の目的を設定した。

①伝統的な行事『節分』の由来を知り、興味をもって楽
しく参加する。【社会生活との関わり】【数量・図形・
文字等への関心・感覚】【言葉による伝え合い】

　節分プロジェクトメンバーで集まり、今年の節分の内
容を検討した。例年は大人が鬼の着ぐるみをきて各クラ
スをまわり豆まきをしていたが、子ども達は怖いイメー
ジから、泣き出す子どももいたため、昨年度から子ども
達が怖がらずに参加できる内容を検討してきた。昨年度
は風船鬼や教師たちが作った鬼に豆を投げることにした
が、今年度は子ども達が楽しめるもので、鬼だけでなく、
福の神にもフォーカスを当てることにした。その中で、
節分当日は、鬼ヶ島ワンダーランドのように豆まきが楽
しめる企画を考え、鬼のくす玉割りやペットボトルに色
水を入れ、鬼の顔を貼り付け、それをピンにし、お月見
の時に作った大きな月をボールに見立てて、鬼ボーリン
グの案も出た。節分について調べていくと、節分用の煎
り大豆を使用するお茶で福茶というものがあることを知
り、これも子ども達や保護者に知らせていく方向で検討
を進めることにした。

　検討した結果、節分
当日は節分の由来を聞
いたり、鬼のくす玉割
りと福茶の実演を行っ
たりすることにした。
節分の日を迎えるにあ
たって、 階の絵本コ
ーナーに鬼ボーリング
を準備し、お正月に楽
しんだ福笑いを、鬼や福の神バージョンにして、遊べる
ように環境構成をした。また、節分当日の鬼のくす玉割
りの豆を子ども達がそれぞれ作ることにした。鬼ボーリ
ングは、早速子ども達が見つけて、絵本コーナーに遊び
にきた。大きな月ボールと鬼のピンにとても興味を持ち、
何回も繰り返して遊ぶ姿が見られた。楽しく遊んでいく
中で、なかなかピンが倒れないと、子ども達は鬼のピン
をくっつけて並べてみたり、月ボールを鬼のピンの近く
で転がしたりと、どうしたら倒れるか考えながら友達同
士で創意工夫する様子が伺えた。福笑いでは、お正月遊
びの一つとして経験していることで、戸惑うことなく友
達同士で、顔のパーツを鬼やお福さんの輪郭の台紙に置
いていた。慣れてくると「こんな鬼の顔ができた。」と
ユーモアある顔を作って友達同士で、笑い合う様子もみ
られた（図 ）。各クラスでも鬼のくす玉割り用の豆を
作ることになった。昨年度の鬼風船をクラスや絵本コー
ナーに吊るし、作った豆を投げて、節分当日の豆まきを
楽しみにしていた。年中児は昨年の経験があるため作っ
た豆を鬼風船に投げる時は自然に「鬼は外、福は内」の
掛け声も聞かれた。また、もみの木にもお正月飾りから、
鬼や福の神、金棒などのイラストを飾り付け、節分が近
いことを感じられるように環境構成をしたが、 月
日からコロナ感染症対策により幼稚園が休園となり、節
分の豆まきは、子ども達と一緒にできなくなった。そこ
で休園中におうちえんのドキュメンテーションの機能を
使用し、遠隔保育（オンライン）を行うことにした。節
分プロジェクトとして、鬼のくす玉割り、鬼ボーリング、
節分の由来の説明や福茶の実演を教職員全員で行った
り、その様子を iPad で撮影し、動画を編集して、各家
庭にドキュメンテーションとして動画配信を行った。鬼
のくす玉割りや鬼ボーリングでは、教職員が鬼の角をつ
けたり、手作りの縞々パンツをはいて鬼に変装し、楽し
む様子を配信した。その反響は大きく、配信後、保護者
や子ども達からコメントが寄せられた。「とても楽しい
動画で、家族で楽しみました。」、「動画を観ながら、恵



─　　─

総合科学研究　第 号

方巻を食べました。」「福茶を初めて知りました。」など
たくさんのコメントがフィードバックされた。思った以
上の反響があり、幼稚園で節分の豆まきはできなかった
が、配信という形で遠隔保育ができ、幼稚園からの一方
通行ではなく、家庭での節分の様子もわかり、双方向型
のコミュニケーションが成立した。
　その後、幼稚園が再開となり、コメントに「先生やみ
んなとやりたかった。」という記載があったこともあり、
子ども達が、実際に鬼ボーリングやくす玉割りを体験で
きるように、 階の絵本コーナーに設置した。節分のド
キュメンテーションを見たことで、子ども達は、更に興
味を持って、先生や友達と一緒に遊ぶ様子がみられるよ
うになった。
　今回の節分プロジェクトでは、福にもフォーカスをし、
縁起物の福茶も紹介した。動画で福茶の実演を配信した
ことで、保護者からの反響もあり、実際に家庭で作った
という報告も受けた。節分が豆まきだけでないことを知
らせることができ、興味をもってもらえたことは、意義
深かったと考えられる。また、鬼や豆まきに対する怖い
イメージは、動画配信のコメントやその後の子ども達が
遊ぶ様子からは感じられなかった。今回は、幼稚園で節
分の豆まきを行うことができなかったため、来年度は、
更に内容を深めたいと考えている。動画配信に関しては、
様々な問題点もみえてきたが、幼稚園と家庭で共有でき
る新たな保育の形が見いだせたように思われる。今後も
保育のひとつとして取り入れていきたいと思う。
 （皆川 奈津美）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい の姿」に着目
して、以下の目的を設定した。

①子ども達が主体的に劇のシナリオやストーリーを話し
合い、積極的に作ったり考えた劇遊びができるように
援助していく。【協同性】【思考力の芽生え】【言葉に
よる伝え合い】【豊かな感性と表現】【数量・図形・文
字等への関心・感覚】

②普段の遊びの生活の一部を取り入れ、日ごろの活動を
発表し一人ひとりの良さが発揮できる発表会にする。
【健康な心と体】【自立心】【道徳性・規範意識の芽生え】
【思考力の芽生え】【数量・図形・文字等への関心・感
覚】【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】

　初めて劇遊びをする子ども達が、劇遊びの楽しさを実
感できることをコンセプトにした。手立てとしては、日
頃から楽しんでいる遊びの活用として、「ちょっとだけ
体操」を取り入れ、子ども達の気分が高まるような曲調
である、「ブー！　スカ・パーティー！」を選曲し、最
後の踊りとして全員で楽しめるようにした。また、“自
分たちの劇” と感じることができるように、ストーリー
や配役、セリフを子ども達と一緒に考えた。その中には、
読み聞かせを行ってきて子ども達が気に入っていた「困
ったときはお互いさま」というセリフを要所に入れ、「助
け合い」という道徳的な要素も、繰り返しの楽しさの中
に入れ込んだ。配役においては、子ども達が希望する役
を楽しむことができるように人数の幅をもたせたり、人
数に偏りがあっても劇が成り立つように、子ども達の様
子に合わせて、柔軟に対応できる台本を作ることを心掛
けたり、台本を作る上で、それぞれの役の出番や見せ場
がなるべく均等になるようにしたりして、子ども達がど
の場面においても劇に参加していると感じられるように
することを心掛けた。
　年少児にとって、劇というもの自体を理解するまでに
時間がかかったが、観劇に参加したり学年で劇遊びを楽
しんだりする中で、役になりきって表現する楽しさを感
じ、今度は自分達で作った劇をお客さんに見てもらいた
いという気持ちにつながっていった。ストーリーは、毎
日読み聞かせをしてきたシリーズ物の絵本をもとに、ど
んどんイメージが膨らんでいき、色々なアイデアが出て
きた。しかし、年少児ということもあり、つじつまが合
わなかったり物語として成り立たない内容だったりと、
ひとつのストーリーとしてまとめることが難しかった。
そのような中でも、なるべく子ども達が出してくれた意
欲的な気持ちを尊重し、子ども達のイメージをできるだ
け壊さないように教師が大筋を決め、迷っている点や細
かな点などは子ども達の意見を取り入れた。
　発表会に向けての取り組みにおいても、初めの頃は皆
なで同じ役になりきって表現することを楽しんだり、簡
単なセリフのやり取りをやってみたりと、子ども達が
「発表会の練習」としてではなく、「表現遊び」として捉
えられるように、負担に感じることなく、劇遊びを楽し
く行うことを目標に進めた。少しずつ慣れてきたところ
で、本格的に練習として取り組んでいこうとしていた矢
先に休園となってしまった。教師としては焦りもあった
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図 ．道具作り

が、自分たちで作った
ストーリーだったこと
もあり、休園を挟んで
も内容を忘れてしまう
ことも少なく、練習を
再開することができ
た。また、休園中にド
キュメンテーションを
通してストーリーを振
り返ったり、配役を保護者にも分かるように伝えたりし
たことは、親子で生活発表会に向けての準備ができ、休
園明けに自然な流れで練習に取り掛かる上でとても効果
的だったように思われる。身に付ける耳や帽子作りも、
どのような物を作りたいかという思いをドキュメンテー
ションのコメントで確認できたことで、事前に材料など
を準備することができ、スムーズに作ることができた（図
）。

　休園明けから 日後の発表となり、ストーリーをほぼ
覚えているとはいえ、登場するタイミングや動きをなか
なか覚えられなかったり、セリフのニュアンスは合って
いるものの役全員でそろえて言うのは難しかったりと、
最初から最後まで通すのに時間がかかった。オリジナル
の話であることで、内容をほぼ覚えていたという点では
良かったが、子ども達の中でイメージが出来上がってし
まい、混乱を避けるために変更ができず、練習を積み重
ねていくことしかできなかった。そのため、 日間は遊
ぶ時間も少なく、子ども達には無理をさせてしまった。
立ち位置や道具の移動など、細かいところも検討したか
った思いもあるが、子ども達は意欲的に練習に取り組み、
なんとかセリフや動きを覚えて当日を迎えることができ
た。当日は気持ちが高
揚しすぎている様子も
見られたが、セリフを
大きな声で言ったり楽
器を鳴らしたり踊りを
元気に踊ったりと、そ
れぞれの形で劇遊びに
楽しんで参加している
姿が見られた（図 ）。当初の予定では、小道具や背景
も子ども達のアイデアを引き出しながら一緒に作り、子
ども達の作品がいろいろな場面で出てくるようにするつ
もりだったが、それができず残念だった。また、細かい
動きやセリフをそろえて言えるようにし、自信をもって
発表して観客に喜んでもらううれしさも感じられるよう

にしたかったが、そこまでは達成することができなかっ
た。しかし、発表会終了後の子どもたちの表情は、達成
感と自信に満ちていた。翌日も「今日は劇やらないの？」
と言う子どももおり、子ども達にとって劇遊びが日常生
活の一部として捉えられていたことを感じることができ
た。教師としては未完成の状態での発表となり反省点も
多くあるが、いまだに劇中の歌や踊りはお気に入りのも
のとして楽しんでおり、劇遊びの楽しさを子ども達が実
感できる発表会になったことは良かった。
 （竹内 敦子）

　劇遊びを進めていくにあたり、子ども達全員での話し
合いをする場を大切にするようにした。題材決定や登場
人物、演じる話の内容や必要な道具は何かなど、子ども
達同士で意見を出し合ったことを担任がシナリオにまと
めていくスタイルをとった。
　大道具作りでは扱い
やすい素材を多数準備
しておいたことで、作
る物のイメージを具体
化でき、また作り方を
教えあったり、助け合
って形を作ったりする
事ができた（図 ）。
劇の表現の中に、普段
の遊びの姿を加えたことで、無理なく頑張る姿や楽しむ
姿を披露することができた。保護者に対しては、助け合
いながら準備を進めている姿などをドキュメンテーショ
ンで紹介したことで、より個々の 年間の心身の成長を
伝える事ができたのではないかと感じている。
　十分にお話あそびの導入を楽しんだ後、子ども達から
配役の希望を聞き決定をしたが、その直後突然の休園、
登園自粛になってしまい、お話あそびを決まった配役で
進める事ができなくなってしまった。ドキュメンテーシ
ョンでは、それまでに行ってきたお話あそびの内容を紙
芝居にしたり、練習をしてきた歌や踊りなどを配信した
りしたが、あくまでも楽しんで見てもらう事を前提に、
「発表会のための動画」にならないように配慮した。
　登園再開後は、限られた時間の中での練習、発表に指
導計画の大幅な変更を余儀なくされたが、お話あそびを
楽しんで繰り返す中で「子ども達が作る劇」というスタ
ンスを大切にしつつ、「発想の転換」を常に意識して進

図 ．生活発表会当日　身体表現

図 ．みんなでうすに着色
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図 ．大型絵本
「はらぺこあおむし」を見る

図 ．題目を書く

図 ．生活発表会当日　布を使って、
ちょうちょうに変身
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めることはできていた
ように思う。登園自粛
中は ～ 名の登園が
あり、背景や題字、小
道具などの準備を進め
る事ができ、子どもら
しい、とても味のある
良い表現が生まれた
（図 ）。大道具は休園前におおよそ作ってあったため、
道具作りの点では焦らず準備をすることができ良かっ
た。
　休園、登園自粛が長かったが、子ども達がよく知って
いるお話を劇遊びの題材にしたために、子ども達のお話
の流れの理解に関しての不安は少なかったようで、登園
再開後もスムーズに劇遊びを進める事につながり良かっ
たと思う。
　ドキュメンテーションでの配信により、各家庭でも発
表会に向けて様々な協力を得たが、十分な内容を配信で
きていたかどうか不安な所がある。今後は配信内容やそ
の作り方をもっと磨いていきたいと思う。
　練習不足の中、全員
の成長を披露しなけれ
ばと焦りがでたため
に、劇を最後まで終わ
らせるための変更点や
覚え直しが多くでてし
まい、子ども達に負担
を強いてしまった部分
には力不足を感じている。今後の課題として、今まで以
上に子ども一人一人の表現を引き出せる高い指導スキル
を身に着けていけるよう努力したい（図 ）。
 （壁谷 紫織）

　生活発表会という行事を初めて経験する子ども達が楽
しく参加できるように、一年間で経験したことやできる
ようになったことを無理なく取り入れられるような内容
を心掛けながら進めるようにした。
　今年度がスタートしてから、日々の保育や遊び、活動
や行事を行う中でどのようなクラスの雰囲気か（幼い、
しっかりしている、おとなしい、活発など）、どのよう
なことに特に興味を示すかなどを探りながら過ごしてい
くようにしてきた。その中で、今年度のゆり組は、歌を

歌ったりリズムに合わ
せて体を動かしたりす
ることが好きな活発な
子どもが多いが、絵本
や紙芝居はじっくりと
楽しむことができ、草
花や木の実など見つけ
たものを園に持ってき
たり、自然やクラスで
飼育している生き物の
成長に興味を示したりする様子も見られた。その上で、
学年・クラスで色々なお話遊びを行った中で反応がよか
った「はらぺこあおむし」を題材に選ぶことにした（図
）。また、運動会のリズム遊びやクラスで行う体操に

参加することがあまり好きでない子どもや、特に活発で
じっとしていることが苦手な子ども、大人数で一緒に行
うことが苦手な子どもや行動に移すことに個別の促しが
必要な場面の多い子どもなど、これまでの行事や日々の
保育でやや配慮が必要だと思われる子どもが無理なく一
緒に楽しく参加できるような内容や進め方を心掛けるよ
うにした。そして、子ども達が楽しく参加している姿を
見ることによって保護者が安心したり、成長を感じたり
してもらえたら良いと考えた。
　学年間では劇の題材や構成、取り入れる造形物や曲な
どの計画や予定を時折情報交換し合いながら、同じよう
な内容にならないように、アイデアを出し合ったり、バ
ランスを考えたりして進めていくようにした。
　休園期間がなく、当日までの日にちに余裕があれば、
子ども達とさらに相談して絵本のストーリーをアレンジ
したり、役ごとの表現遊びをより膨らませたりしていき
たかったが、休園明けから発表会までの日数が少なく、
ドキュメンテーションで配信した題材の絵本の読み聞か
せや歌を見てくれていた子どもにとっては、より混乱し
てしまいそうになる様子が見られたため、休園前の取り
組みを思い出していくだけで精一杯だった。
　今年度は例年のよう
に練習期間に他学年や
他クラスを見合う機会
がなく、当日は初めて
お客さんを前にして予
想通り緊張して固まっ
てしまう様子があっ
た。そのため、子ども
達の様子を見ながらナ

図 ．生活発表会当日　楽器を
使って効果音を表現
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図 ．生活発表会当日　海のなかの
様子を表現

レーションを増やして行動に移すきっかけを作ったり、
動きやせりふが出るのを少し待ったりして何とか最後ま
でお話を進めることができた（図 ）。子ども達からの
感想は「楽しかった」という内容が多く、発表会が終わ
った後も、給食のメニューにリンゴが出ると、「月曜日
だからリンゴだね」、「 個じゃなくて 個（切れ）入っ
てる」などと言って余韻を楽しんだり、劇の題材の絵本
のストーリーから曜日や数の興味が広がってきたりして
いるように感じている。
　ドキュメンテーションの配信によって休園期間でも家
庭で劇のストーリーや歌に親しむことができたり、登園
自粛期間はほとんど全
員が欠席で、道具作り
を進めることができな
かったりしたが、配信
を通じて家庭で、背景
の絵の一部になる材料
を作ってきてもらった
り協力を仰ぐことがで
きたりして良かったと
考える（図 ）。
　ドキュメンテーションの導入直後は作成方法や編集方
法に不慣れで色々な方に指導を仰いできたが、今回の休
園期間でずいぶん慣れてきたため、今後の行事等ではさ
らに活用方法を考えていきたいと思う。
 （白木 律子）

　 月頃から、生活発表会に向けてクラスで、どのよ
うなことを表現したいか、子ども達に投げかけをし、話
し合いを進めてきた。子ども達から出た意見は、既存の
絵本のお話の希望は非常に少なく、自分がイメージする
世界観について次々に意見が上がった。そのため、それ
ぞれの考えを十分受け止め、スケッチブックに整理しな
がら書き留めていき、視覚的に共通理解していけるよう
にした。すみれ組の子ども達は日頃から発想力が豊かで、
周りにあまり左右されることなく、自分の考えをしっか
り持っている子どもが多い。子ども達からは、「宝物が
盗まれて取り返す冒険がしたい」、「うさぎの国、海の生
き物の仲間、お化け、お菓子のおうち」という意見が出
た。話し合いの結果、「忍者」をキーワードとした。
　そこで、教師側として子ども達が意見として出したキ
ーワードをなるべく劇に取り入れることで、自分たちで

作り上げているという意欲につながってほしいという願
いを込めて、さらに話し合いを継続した。さらに教師側
から子ども達に投げかけると、「宝物は誰に盗まれたの
か」の問いには「オオカミ」また、「オオカミはどこに
住んでいるのか」には、「桜の咲いている相生山にある
お城（これは自分たちの生活の経験からの発想と思われ
る。）」、「なぜオオカミは盗んでしまったのか」に対して
は、「友達になりたかったから（これは継続して読み聞
かせしてきた『友達になりたがったオオカミ』の影響が
大きいと思われる）」、更に子ども達から「宝物の中身
は、宝石やネックレス。これをお客さんにプレゼントし
たい。」と劇のストーリーを作り上げていった。
　このように徐々に話を繋げて、最終的に「すみれ組の
子ども達が、朝の会をしていると、大切にしていた宝箱
が盗まれていることに気づき、キーワードの登場人物に
助けられて、宝物をオオカミから取り返し、最後にオオ
カミと友達になり、取り返した宝物をお客さんであるお
母さんにプレゼントする」というストーリーに大筋が決
まった。教師からは、 年間で、できるようになったこ
とで 番保護者に見てほしいことを得意なこととして劇
の中で披露してはどう
かという提案をした。
また、劇の中で使用す
る道具や背景なども決
めていき、それぞれの
役ごとのチームで、共
同で作り上げていくこ
とにした（図 ）。生
活発表会前に感染症対策のため休園になったため、歌や
ストーリーが家庭でも思い出せるように、また、休園の
間も生活発表会への期待が途切れることのないようにと
いうねらいも含め、ドキュメンテーションを利用して、
教師の作成した動画をクラスごとに配信した。また、休
園が入ったことで、時間的に厳しく、無理なく楽しく表
現することに重点を置くことにし、お客さんのお母さん
に、宝物の中身であるプレゼントを渡す際にも、日頃の
感謝の気持ちも表現す
るという自然体な表現
を加えることとした。
休園明けから、 日間
の練習期間であった
が、不安や緊張感を持
つことなく、当日は、
自分の出番だけでな

図 ．家庭から材料を持参し、
背景作りをする

図 ．役ごとのチームで背景作り
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図 ．自分のイメージする道具作り
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く、道具の出し入れや友達への声援など、子ども達の今
までで一番意欲的な姿を見ることができた。これは、子
ども達にとって当日は、目標としてきたお客さんに観て
もらうという達成感からくる姿であったと思われる（図
）。

　学年間のねらいとして、子ども一人一人が簡単な一セ
リフを発言するという予定であったが、大勢の人前での
発言に緊張が高い子どもが多かったり、外国籍で日本語
がまだ上手く発音できない子どもがいたりと、さまざま
な個性の子どもがいることや、休園で練習時間が少なく
なったことを考慮して、同じ役ごとのチームでセリフを
言うことで、安心感が持てるようにした。その代わりと
して、最後にプレゼントを渡す時に、自分が何を作った
かを紹介するという場を設けたことで、日頃、緊張感が
高い子どもも、自然な形で自信を持って発表することが
出来たことは、達成感にも繋がり大変良かった点である。
しかし、子ども達から出た意見とはいえ、親子同士とい
う限定した形でプレゼントを渡すというという方法では
なく、あくまでも宝物をお客さんに分けてあげるという
形にした方が、劇の流れとしては自然であったのかもし
れない。保護者を取り込んだ形の劇の構成の仕方が今後
の課題でもある。また、身体表現に関しては、振り付け
などをあまり決めるのでなく、自分なりの表現の仕方で
表すことにしたことで、それぞれの子どもが引き立つ形
になったと思われる。音楽表現では、今まで取り組んで
きた、楽器などももっと取り入れたいと考えていたが、
練習時間を考え、手拍子でリズムをとるなどの、どこで
でもできる表現を動画配信で紹介するなど工夫したこと
で、子ども達の耳に自然に馴染んでいったことは自分自
身でも一つの発見となった。造形表現では、役の仲間と
一緒に、大きな画用紙に場面を表現する背景となる共同
画を描く経験をし、その中でのびのびとした豊かな表現
ができたことに 年の成長を感じることもできた。衣装
などに関してはもっとじっくり時間をかけたかったが、
時間がない中でも、身に付けたいものを、自分なりに試
行錯誤して工夫して作り、達成感を味わっている子ども
も多かった。中には、休園中に家で小道具を製作してく
るなど意識の高い子どももおり、劇の中で取り入れてい
った。今回の課題は、自分から主体的に表現していける
子ども以外の、援助が必要な子どもに対して、じっくり
関わる時間が足りなかったことである。また、自分がで
きるようになったことを披露する場面でも、この発表会
の練習期間を通してさらに 段階目標を高く持って達成
感を味わってほしかったが、それはかなわなかった。今

回の生活発表会では、予定通りに活動が進まなくなった
時に、子ども達にとって 番大切なことは何か、そして、
そのために教師が配慮していかなければならないこと、
その方法を考える機会となった。
 （渡邊 和代）

　クラスで生活発表会に取り組むにあたり、子ども達が、
年中としての一年間で経験してきたことや、楽しみつつ
頑張ってきたことを何らかの形で取り入れ、友だちや仲
間の大切さを感じられるようにしたいという思いで、子
ども達と話し合いを進めていった。特に、クラスには発
達に偏りがある子ども、初めてのことに抵抗感をもち、
こだわりのある子どもなど、様々な様子の見られる子ど
も達がいるため、その子ども達にも興味を持って参加で
きる要素を取り入れるように考えていった。
　子ども達とともにベースとなる話を決め、その内容に
ついて、疑問に思ったことや嫌だなあと思ったところは
話し合いを行い、「どんな内容であれば嬉しいか」、「楽
しめるか」を考え合った。
　話の展開においては、子ども達皆が主人公であるとい
うイメージで進めることを共通理解していく中で、話の
背景作りに、子ども自身が登場人物の村人になることを
考え合い、自ら様々なポーズをして担任が写真に撮り、
背景の中に組み入れることも行った。それによって、話
のポイントとなる「海辺の村」が子ども達の姿で生き生
きとしたものへと変化していった。
　ストーリーは、初めから終わりまでの流れを子ども達
に知らせたところで、コロナ感染症対策により休園とな
ってしまったが、休園期間中、れんらくアプリ内のおう
ちえんのドキュメンテーションを利用した動画配信をし
て、話の内容を子ども達がそれぞれイメージして、思い
出すことができるように、また、話の中の歌の伴奏をし
てドキュメンテーションを見ながら、子ども達が一緒に
歌うことができるようにと進めていった。その中で、子
ども達は家庭において
も生活発表会へのイメ
ージを抱き、関心をも
って、受けとめた様子
が感じられた。特にお
話遊びの中で身につけ
るものを全学年共通で
「役柄がわかるものを
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ひとつだけ」と決めておいた。その上で配信したドキュ
メンテーションの中で、子ども達にも「ひとつだけ」と
いうことを伝え考えていくきっかけを作っていったとこ
ろ、休園後の登園再開の際には、個々に自分のイメージ
するものを材料から考え作り上げることができた（図
）。

　発表会当日までの 日間は、子ども達も今までの話の
展開を思い出し、確認し合うことを中心に進めたが、表
現の難しいところは、より単純にして、子ども達が自信
をもって取り組むことができるように考えていった。そ
の中で、子ども達が生き生きとした言葉のやり取りと身
体表現を行うことができるようになっていったことは、
大きな変化であった。子ども達は劇の中の言葉も表現も
個々には十分理解できていたが、その姿を引き出すこと
が担任としての課題であった。生活発表会は子ども達の
劇あそびの場であり、子ども達が個々に輝ける場でなけ
ればならない。一人一人の一年間の成長を表現できる生
活発表会であることを目標に上げていたが、その目標を
達成するには、子ども
を信じ、担任はあくま
でもひかえて援助する
立場であるという意識
を持つことが大切であ
ると思う。今回の発表
会では、当日がようや
く子ども達が自信を持
って自分たちの劇あそ
びの展開を成し遂げた瞬間となった（図 ）。そこに子
ども自身も喜びを感じ、楽しさを味わえたと思われる。
その結果、次への意欲やクラスの仲間を思う気持ちの育
ちにも結びついていくことができたように感じられた。
 （平岩 保子）

　昨年度の生活発表会の反省より、道具の準備や話し合
いをする時間が足りなかったので、取り組み始めを二学
期末からとした。クラスのコンセプトとしては、劇遊び
を通して、役になりきりながら、自然体で自分たちの生
活を楽しみながら表現することとした。劇遊びを進めて
いく上で、子ども達の意見を十分に聞き、練習や準備で
は負担なく取り組めるように配慮した。
　まず、どのような劇遊びをしていきたいかを子ども達
と話し合いをした。今まで自分たちが経験してきたこと

や他クラスの劇遊びを見てきたことにより、今まで読ん
できた絵本の題材を提案する姿があった。何日か話し合
いを重ね、子ども達の好きな「どろぼうがっこう」（作・
絵かこさとし）の物語を演じてみたいということが決ま
り、 年間の活動や遊び等の園生活の様子を振り返りな
がら台本作りを子ども達と一緒に考えた。大まかな流れ
としては、「どろぼうがっこうの様子」、「どろぼうがっ
こうの生徒が宿題を発表する」、「警察署の様子」、「警察
官が泥棒を捕まえるために罠を仕掛ける」、「どろぼうが
罠にかかり捕まる」になった。
　どろぼうがっこうの様子では、毎朝行うあいさつや歌、
出欠調べ、遊びなど子ども達の生活に密着したものを劇
中で表現した。どろぼうがっこうの生徒が宿題を発表す
る場面では、絵本の物語を参考に、何か盗んできたもの
を使って得意なことを発表した。縄跳び、ボール、黒板
などを持ってきて、一人縄跳びやサッカー、文字を書く
などそれぞれ得意なことを披露した。警察署の様子では、
月に警察官が来園した時に教えてもらった交通安全

の標語を文字に表して披露し、訓練と称して自分の得意
とするボルダリングや大縄跳び、鉄棒を披露した。警察
が仕掛けた罠は、大きなサツマイモを宝物とし、それを
どろぼうが盗みに来るという設定となった。その後、ど
ろぼうたちは警察に捕まるが、捕まってしまうことは悲
しいということで、 年間子ども達が頑張ってきたこと
を発表して許してもらうという展開で劇遊びを進めてい
くこととなった。このように、日常の様子やこれまで経
験してきたことや行事を取り入れながら、子ども達の得
意なことを発表できるようにしてきた。 歳児となると、
表現したいことや、やりたいことを考えることができ、
盛んに意見を出し合った。しかし、やりたいことが多す
ぎてしまい物語がなかなかまとまらなかった。そのため、
一人一人の思いを大切に少しずつ取り入れながら、方向
性がずれないように話し合いを進めていった。
　道具の準備では、何が必要なのかを子ども達と話し合
い、計画的に製作できるようにした。共通のイメージを
もてるように、まずは背景などの場面がわかるものを製
作していった。絵本の世界を忠実に再現したいという思
いもあり、取り組み始めはなかなか描き出すまでに時間
を要したので、絵本の挿絵などを参考にした。
　少しずつ準備が進む中、突然の休園になってしまい、
幼稚園最後の生活発表会ということや、自分たちで物語
を最初から作ってきたことで、子ども達の思い入れも強
かっただけに残念がる様子があった。そこで、生活発表
会への期待を高めつつ、負担なく劇遊びの活動に取り組

図 ．生活発表会当日　得意な
なわとびに挑戦
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図 ．飾りつけを鏡で確認

図 ．背景作り
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めるように、劇の内容
を動画配信した。休園
明けからの劇遊びの取
り組みでは、流れやセ
リフを覚え意欲的に取
り組む姿が見られた。
　発表会当日まで 日
間しかない中で、劇遊
びの練習を進めつつ、
配役がわかる手ぬぐいや帽子お面等、頭部に身に付ける
ものを作った。多くの素材を準備したので、自分なりに
工夫して作っていた。また、飾りをつける位置にもこだ
わり、鏡を見ながら、見てもらえる位置を探しながら配
置していた（図 ）。かぶりものが出来上がると、子ど
も達の意欲も増し、衣装も作りたいという要望が子ども
達から上がった。
　劇遊びの練習は、時間が十分に取れなかったので指導
上細かな配慮が足りない部分がある中、発表会当日を迎
えることとなったが、個々に自分が取り組んでいたこと
を、自信をもって表現することができた。
　子ども達とどのような劇遊びにしていくか、物語の内
容から子ども達主体で進めていくことで、総合的に意欲
的に取り組めたように思われる。しかし、話し合いでは
盛んに意見が出たものの、発言する子どもは大体決まっ
ていた。そのため、なかなか意見が言い出せない子ども
には、個別に話を聞いたり、音楽表現や造形表現など好
きな分野で活躍できる場面を作ったりと配慮した。次第
に互いの良いところを認め合ったり助け合ったりできる
環境ができた。子ども達の好きなことや得意なことを把
握し、十分に発揮できる場を作っていく教師の援助の大
切さを改めて感じた。
　造形表現では、年長児になるとイメージを明確にも
つことができた故に、表現方法に悩む姿があった。ま
た、友達と自分のイメージするものの違いにも悩んでい
た。背景画の製作では、学校の様子と警察署、畑の 枚
の背景画を描いた（図 ）。劇の題材とした「どろぼう
がっこう」の絵本だけ
でなく、実際の小学校
の写真が載った絵本や
iPad を活用して警察
署を調べたりして、よ
りイメージが膨らむ様
にした。共同で製作し
やすいように、イメー

ジしたことを伝え合えるようにしたり、子ども達が描き
たいものを整理したり援助した。描き出し始めると、イ
メージがさらに広がり思いついたことを言葉で伝え合
い、子ども達同士で話し合いながら工夫する姿があった。
　水彩絵の具を使用し色を塗っていく時には、赤・黄・
青の 原色のみを使い子ども達の納得のいく色ができる
まで混色しながら表現していた。
　音楽表現では、いろいろな楽器を取り入れていく予定
だったが、練習時間の都合上、効果音という形でしか取
り入れられなかった。おんがくかいを経験し、簡単なリ
ズム打ちや音の重なりの楽しさを経験した子ども達だっ
たので、身近な楽器やボディーパーカッションなどを使
い、負担なくできる方法を取り入れると良かったと思う。
　休園となり、子ども達も不安に思う部分があったので、
家庭でも劇遊びの内容を楽しみながら、流れを覚えたり
内容を思い出せたりできるように動画を作成した。多く
の子ども達は、動画を見てセリフも覚えようとしたり、
衣装づくりへのイメージを膨らませたり効果的だったと
思う。しかし、家庭によってはあまり動画を見ていない
子どももいたので、今後配信内容には十分な配慮をしな
がら活用していきたい。
　生活発表会当日は、練習時以上に友達の様子を見て、
自然と認めたり応援したりする姿が、拍手や声援に現れ
ていたように感じた。鉄棒や縄跳び、ボルダリング等得
意なことを発表する場面をつくることで、さらに自信を
つけ、より高度なこと
に挑戦する様子があっ
た。また、友達が得意
なことや挑戦すること
を堂々と発表する姿を
見て、刺激されさらに
周りの子ども達も挑戦
しようとするなど互い
に影響しあう中で大き
な育ちにつながったと言える（図 ）。
 （光崎 亜紀美）

　昨年度の反省を生かし、 学期後半から生活発表会に
ついて話し合いを始めた。子どもたちは劇発表会のイメ
ージがあるようで、好きな絵本の題材を提案することが
多かった。そのため、生活発表会の意味や目的について
教師から話をした。この 年取り組んできたことや、そ

図 ．生活発表会当日　みんなで息
を合わせて　「抜き足差し足忍び足」
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図 ．発表する縄跳びの練習中
図 ．生活発表会当日　友達と考え

たダンスを披露

図 ．ダンスの振り付けを相談して
紙に書き出す

れぞれの個性が表現できる発表になるように考えていく
と、英語が得意であることや、サッカーが好きになった、
○○ちゃんは絵本を読んでくれるのが上手など、自分の
ことから友達のことまでポジティブな発言が多く聞かれ
た。それらをまとめ、さくら組は、「ブレーメンの音楽
隊」のお話をもとに、自分たちの得意なことを発表しオ
リジナルのお話を考えていくということが決まった。得
意なことは、英語、サッカー、側転、なわとび、読み聞
かせ、あやとり、折り紙、ダンスなどがあげられた。行
き先は、宇宙に行くことにしたらどうか、また、お話の
中に怖い場面を作り、お話を面白くするなどたくさんの
アイデアが出され、楽しみになってきたという声が聞か
れた。話し合いでは、思いつきもしないようなアイデア
を出し積極的に発言する子どもも多い反面、友だちの話
を聞くことができていない姿も見られた。自身の考えだ
けでなく、友達の話をしっかり聞くことで、さらにイメ
ージが膨らむことに気付けるよう援助した。そのことを
繰り返していくと、今まであまり意見を出してこなかっ
た子どもが皆に考えたことを伝えることができるように
なっていった。一人一人の発言を丁寧に聞いていくこと
で、言葉により伝え合う喜びや自分の意見を友達に聞い
てもらい、アイデアが反映される心地よさを感じたので
はないかと思われる。話の内容がまとまってきたところ
で、このお話を通して、お客さんに何を伝えたいか、テ
ーマとなることを話し合った。得意なことを披露すると
いうことで、最後まであきらめない気持ちを大切にする
こと、やりたいという強い気持ちを持つことが大切であ
ること、頑張ったら嬉しい気持ちになることなど前向き
なテーマがあがった。また、みんなで助け合って応援し
て頑張る、友だちと協力することが大切であるなど、人
とのかかわりをテーマに上げる子どもも多かった。これ
らの発言は、年長児として様々な取り組みを行いながら
生活する中で、子ども達が経験し身につけてきたことで
あると感じた。
　今回の発表では、自分たちの好きなことや得意なこと
を取り入れたことで、主体的に発表内容や、練習を進
める姿が多く見られ
た（図 ）。ダンスを
披露するグループは、
iPad を使って曲決め
を行ったり、踊り振り
付けを紙に書き出して
考えたり、どんどん自
分たちで進めていた

（図 ）。一旦は完成
したと言っていた振り
付けも、後日もう一度
考え直したいと、友達
と話し合いが自主的に
始まった。細かい動き
を紙に書き出し、また、
個々で踊るだけでな
く、輪になったり、隊
形移動をしたりなど、
グループとしての動き
を考えていた。
　教師は、子ども達の、曲を流してほしいなどの要望に
応えるのみで、子ども同士のやり取りを見守った。いろ
いろな動きを実際に踊って、さらに見栄えするように試
行錯誤する様子は、幼稚園教育要領の「幼児期の終わり
までに育ってほしい の姿」の「思考力のめばえ」や、「協
同性」などの育ちがよくわかる姿だった。その反面、自
分が考えた動きを伝える場面、口調がきつくなってしま
ったり、言葉が足らず、強引に身体を押してしまったり
など、今後の課題となる姿も見られた。様々な育ちにつ
ながるように、子ども同士のかかわりを見守りつつ、援
助していく必要があると感じた。
　お話遊びを進めていくと、イメージが膨らみ、こんな
ものがあったらいいのではないかと小道具の提案も出さ
れた。素材や作り方など、クラスで話し合いを行い、友
達とイメージを共有しながら、協同性の育ちにつながる
ように見守った。
　休園再開後、 週間後に生活発表会を控え、改めて子
ども達とどのような発表会にしたいかを話し合うと、頑
張っている姿を見てもらいたいという強い気持ちがあっ
たため、練習を始める前に、クラスで毎日の目標をたて
た。その日の目標が明確になることで、意欲的に練習に
取り組むことができたように思う。生活発表会当日は、
クラスでこれまでの過程を振り返った。どういう思いで
このお話が出来上がったのか考えることにより、お話の
テーマになっている前
向きな気持ちを大切に
することがお客さんに
伝わるよう表現してい
きたい、そのことを本
番の目標とし、友達と
気持ちを一つにして頑
張ることになった。緊
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張もあったとは思われるが、それ以上に練習の成果を発
揮したいという思いがあふれ、どの子どもも堂々と得意
な技を披露したり、セリフを言ったりする姿に大きな成
長を感じた（図 ）。劇中もお客さんから、たくさんの
拍手をいただき、子ども達は達成感を味わうことができ
たようである。本番直後、楽しかったからもう一回やり
たいという声も聞かれた。園長先生からも、子ども達が
頑張っていたところを具体的に認め、声をかけていただ
けたことが自信につながっていた。今年度の生活発表会
は、感染対策を徹底しながら短い時間での本番となった
が、主幹教諭はじめ、多くの先生方の援助があり、ま
た、ドキュメンテーションの配信など保護者の協力もあ
って子ども達の力を最大限に引き出すことができたと感
謝し、子どもたちにもその思いが持てるよう声がけを行
った。
　生活発表会を終え、参観した保護者に感謝の気持ちが
伝えられるよう促し、感想を話し合うなど親子の対話の
きっかけとなるように働きかけた。家庭での様子を聞く
と、「お母さんが感動して涙が出そうだったって言って
いた」など、クラスで話し合うことができた。友達の保
護者から認めてもらう感想を聞くことで、更に自信や達
成感を持つことができたようである。保護者からも「堂々
と得意なことを披露する姿に成長を感じることができ
た」という感想をたくさんいただいた。また、クラスでは、
披露していたダンスをみんなで踊りたいと、曲を繰り返
し流しながら楽しんでいた。上手に踊るポイントを、発
表していた子どもたちが教えている姿もあったり、あや
とりや、なわとびに取り組む子どもが多くなったり、サ
ッカーの仲間も増えるなど、好きなことが、他児への刺
激にもつながっていくことがわかった。何気なく楽しん
でいる姿もしっかりと受け止め、子ども達の成長につな
がるよう配慮し、生活発表会の余韻を楽しみつつ、卒園
に向けてクラスの絆を深めていけるよう見守った。
 （関戸 紀久子）

　昨年度の反省から今年度は、各クラスでねらいに沿
って、 月末頃には発表会の題材の話し合いを始めた。
各担任は子ども達から出た意見やアイデアを集約し、お
話をまとめ、個々の 年間の成長や幼稚園での子どもの
姿が発揮できるような構成を土台として考えていった。
　冬休みが明けた頃から、お話あそびを楽しむ事からス
タートし、その中で、やってみたい役を楽しみ、皆でお
話を作っていく楽しさを味わっていった。子ども達がお

おまかなシナリオの流れをつかんだ頃に配役を決定し
た。本格的に発表会に向けて練習をしようとした矢先、
コロナ感染症対策として休園、登園自粛になってしまっ
た。そのため、予定していた練習時間の確保、子ども達
のモチベーション維持が困難になり、発表会のあり方を
再検討した結果、劇の仕上がりではなく、子ども達の劇
遊びへの取り組みの様子を発表する形で、教員間で共有
した。
　休園による自粛期間中は、子ども達が家庭でも楽しく
過ごせるように、また発表会への関心が薄れていってし
まわないようにと、職員全員による、子ども達へのメッ
セージや体操を動画で配信した。各クラスの担任はクラ
スの子ども達に向けて発表会に関連した歌や踊り、お話
や手遊びなどの内容を、それぞれに工夫を凝らし動画や
写真にまとめたものを複数作成し配信した。作成には
iPad を使用し、動画撮影、編集を行ったが、皆不慣れ
で特にその編集にはとても時間がかかった。数日をかけ
お互いに得た編集技術を教えあいながら一つ一つ作って
いくことになったが、それぞれに個性の光る動画に仕上
げることができたように思われる。
　配信頻度に関しても配慮した。できる限り多くの保護
者、子ども達に見てもらえるように 回の配信を計画。
（第 回： 月 日　第 回： 月 日）おおよその家
庭で閲覧ができたと思われる。また配信内容に対する保
護者からのコメントも多く、とてもうれしく励みになっ
た。
　自粛期間中の登園児の人数はクラスにより差があり多
くの計画を進められないところもあったが、ドキュメン
テーションを活用し、家庭へ呼びかけたことで、子ども
達一人一人の個性や良さが光る背景作りや、スムーズに
練習を再開することにつなげることができた。
　また配信を通して、家庭での子ども達の関わり方など
も知ることができ、今後の保育の参考にもなった。
　今回のドキュメンテーション配信により、発表会への
モチベーションの維持、家庭でのコミュニケーション向
上、保育再開後のスムーズな進行などを達成することが
できたように思われる。
　子ども達一人一人が輝ける発表の場にしたいと各担任
がその指導に頭をひねり、直前まで試行錯誤した生活発
表会になったが、全てのクラスが無事最後まで劇を発表
することができ、目標はほぼ達成できたように思う。も
っとこうしたかったという想いはあるが、今回の状況下
としては、最善の子ども達の姿を引き出せたのではない
かと思っている。
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表１　保護者対象アンケートの質問項目
No. 質問項目

お子様は幼稚園に行くのを楽しみにしていますか。
お子様は家庭で、幼稚園や先生、友達のことを話しますか。
お子様は着替えなど基本的生活習慣が身につきましたか。
お子様は絵本やお話を聞いたり、見たりすることが好き
になりましたか。
お子様は先生や友達と一緒に歌ったり、踊ったりするこ
とが好きになりましたか。
お子様は言語の面が発達し、文字や文章に興味を持つよ
うになりましたか。
お子様は虫や植物など自然に興味を持つことができまし
たか。
お子様は体を動かすことが好きになり、体力がついたと
思いますか。
お子様は給食を通して、「食」に関心をもつことができ
るようになりましたか。
お子様は幼稚園で自分の力を十分に発揮していると思い
ますか。
お子様はいろいろなことに興味を持つことができるよう
になりましたか。
お子様は様々なことに挑戦しようとする気持ちが芽生え
てきていると思いますか。
お子様は周りの人（家族、先生、友達など）に対して思
いやりの気持ちがもてるようになりましたか。
お子様の主体的（自分の意思、判断に基づいて行動する
様子など）な表現をするようになったと思いますか。
生活発表会をご覧になられて、お子様の心身の成長を感
じられましたか。
今年度途中からドキュメンテーションのアプリ『おうち
えん』を導入し、新しい試みとして動画、学年やクラス
毎の配信、ライブ配信をしました。お子様や幼稚園の様
子などわかりましたか。
ドキュメンテーションを通して、ご家庭でお子様との対
話は増えましたか。
ドキュメンテーションを通して、幼稚園がより身近にな
りましたか。
幼稚園は大学との連携（講演会や子育て支援など）をと
っていると思われますか。
幼稚園はお子様の好奇心や思考力などを育てる保育をし
ていると思いますか。
幼稚園は園舎や園庭、遊具など子どもたちがワクワクす
るような環境を整備していると思いますか。
幼稚園は教育・保育において、ICT 環境（タブレット、
デジタルカメラ、Wi-Fi 環境等）を活用していると思い
ますか。
幼稚園は教育・保育において、「食」の安心・安全に努
力していると思いますか。
幼稚園で提供される給食の内容に満足されていますか。
幼稚園は教育・保育において、様々な表現活動を行って
いると思いますか。
幼稚園は教育・保育において、自然や季節をたくさん取
り入れていると思いますか。
その他にご意見など（生活発表会のご感想等）ありまし
たらご記入をお願いします。

　保護者も園側の方針に理解、協力があり、当日は私語
のない中進行することができた。しかし、参観者が 名
に限られたクラス単位での発表となったため、ビデオ、
スマートフォンでの撮影で手がふさがりクラスによって
は拍手がほとんどない、緊張感と静寂の中での入退場に
なったところもあった。子ども達の姿を記録しながらも、
直接目で見て、応援と称賛の拍手を贈っていただけると
よかったと思う。事前に参観の仕方を知らせたり、場の
雰囲気をつくったりなどの対策を今後の改善につなげた
いと思う。
　コロナ感染症の終息が見えない昨今、今後も同じよう
な状況に陥る可能性を否定できない。今回の経験は教師
達にとって大きな糧となったと感じている。不測の状況
に陥っても臨機応変に対応していく柔軟な姿勢をもって
良い幼児教育を目指して今後も進んでいきたい。
 （壁谷 紫織）

　質問項目を表 に示す。質問項目 No. ～ では、
「 ．そう思わない」「 ．あまり思わない」「 ．どち
らとも思わない」「 ．そう思う」「 ．とてもそう思
う」による 段階評価での回答を求めた。また、質問項
目No. では、自由記述での回答を求めた。

　在園児保護者 名（年少 名、年中 名、年長 名）
を対象に、生活発表会終了後の令和 年 月 日～
月 日の期間、幼稚園・連絡アプリのシステムによる
インターネット調査（自記式）を実施した。回答者数
は 名（年少 名、年中 名、年長 名）、回答率は
. ％であった。そのうち、無回答項目のあった 件（年

少 名、年中 名）を除外し、 件を分析対象とした。

　調査を実施するにあたっては、各クラス担任から園児
を通してアンケート依頼文書を保護者に配布し事前周知
するとともに、生活発表会終了後に口頭で調査目的と内
容の説明を行った。回答に協力が得られない場合であっ
ても不利益は生じることはなく、データから個人が特定
されることはないことを明示した。
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表２　保護者対象アンケートの回答（人）　N=

No.
そう思わない　← 段階 →　とてもそう思う

表３　各質問項目における学年ごとの得点

No.
年少　N= 年中　N= 年長　N=

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
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　質問項目No. ～ の回答結果を表 に示す。各項
目の回答について、 段階評価のうち ～ を「否定」
群、 ～ を「肯定」群にまとめ、正確二項検定を行
った。その結果、いずれの質問項目においても「肯定」
の度数が「否定」の度数よりも有意に多かった（p= 、
effect size g= . ～ . 、power= 、両側検定）。
　質問項目の関連性を見るために、相関係数を計算した。
その結果、「ドキュメンテーションを通して、ご家庭で
お子様との対話は増えましたか」（No. ）と「ドキュ
メンテーションを通して、幼稚園がより身近になりまし
たか」（No. ）の間には、有意な正の相関が見られた
（r= . 、F= . 、df = 、df = 、p<. ）。 相 関
の強さは中程度以上といえる。また、「幼稚園はお子様
の好奇心や思考力などを育てる保育をしていると思いま
すか」（No. ）と「幼稚園は教育・保育において、様々
な表現活動を行っていると思いますか」（No. ）の間
（r= . 、F= . 、df = 、df = 、p<. ）、及び「幼

稚園はお子様の好奇心や思考力などを育てる保育をして
いると思いますか」（No. ）と「幼稚園は教育・保育
において、自然や季節をたくさん取り入れていると思い
ますか」（No. ）の間（r= . 、F= . 、df = 、
df = 、p<. ）にも有意な正の相関が見られた。相関
の強さはやはり中程度以上といえる。

　学年による回答の傾向があるかを比較した。質問項目
No. ～ について、「そう思わない」を 点、「あまり
思わない」を 点、「どちらとも思わない」を 点、「そ
う思う」を 点、「とてもそう思う」を 点として学年
ごとに得点化し（表 ）、分散分析を行った。その結果、
「お子様は着替えなど基本的生活習慣が身につきました
か」（No. ）（F( 、 )= . 、p<. ）、「お子様は給食
を通して、「食」に関心をもつことができるようになり
ましたか」（No. ）（F( 、 )= . 、p<. ）、「お子様
は周りの人（家族、先生、友達など）に対して思いやり
の気持ちがもてるようになりましたか」（No. ）（F( 、
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)= . 、p<. ）、「生活発表会をご覧になられて、お
子様の心身の成長を感じられましたか」（No. ）（F( 、

)= . 、p<. ）、「年度途中からドキュメンテーショ
ンのアプリ『おうちえん』を導入し、新しい試みとして
動画、学年やクラス毎の配信、ライブ配信をしました。
お子様や幼稚園の様子などわかりましたか」（No. ）
（F( 、 )= . 、p<. ）の 項目について群の効果が
有意であった。
　次に、これら 項目についてHSD法を用いた多重比
較を行った。その結果、「お子様は着替えなど基本的生
活習慣が身につきましたか」（No. ）では、年長の平
均が年少の平均よりも有意に大きかった（MSe= . 、
p<. ）。「お子様は給食を通して、「食」に関心をもつこ
とができるようになりましたか」（No. ）では、年長の
平均が年少の平均よりも有意に大きかった（MSe= . 、
p<. ）。「お子様は周りの人（家族、先生、友達など）
に対して思いやりの気持ちがもてるようになりました
か」（No. ）では、年長の平均が年少の平均よりも有
意に大きかった（MSe= . 、p<. ）。「生活発表会をご
覧になられて、お子様の心身の成長を感じられました
か」（No. ）では、年長の平均が年中と年少の各平均
よりも有意に大きかった（MSe= . 、p<. ）。「年度途
中からドキュメンテーションのアプリ『おうちえん』を
導入し、新しい試みとして動画、学年やクラス毎の配
信、ライブ配信をしました。お子様や幼稚園の様子など
わかりましたか」（No. ）では、年長の平均と年中の
平均が年少の平均よりも有意に大きかった（MSe= . 、
p<. ）。なお、各項目において示さなかった群の組み合
わせについては、いずれも平均の差は有意ではなかった。

　質問項目 No. に回答のあった自由記述 件を対
象に計量テキスト分析を行った。なお、分析には KH 
Coder .Beta. i（樋口 ）を使用した。
　自由記述から抽出した上位 件の頻出語を表 に示
す。分析するにあたっては、「生活発表会」と「発表会」
は「生活発表会」に表記を統一し、強制抽出する語とし
て指定した。また、お礼に関わる語（ありがとう、感謝、
本当に）と一般的過ぎる語（思う）は強制的に除外した。
その結果、最も出現数の多いものは「生活発表会」の
回であり、次いで「子ども」 回、「先生」 回、「見

る」 回、「練習」 回の順であった。

表４　頻出語上位 件
抽出語 出現頻度

生活発表会
子ども
先生
見る
練習
感じる
成長
姿
短い
時間

　次に、抽出語の関連性を見るため、共起ネットワーク
分析を行った。なお、分析するにあたっては、関連性
Jaccard 係数を上位 に設定した（図 ）。この分析か
ら、頻出語の上位 件が共起関係であることが示され
た。コメントからは、短い期間での練習や準備であった
が生活発表会を通して子どもの成長する姿を見られた・
感じられたといった記述が見られた。

図 　自由記述の共起ネットワーク（上位 の共起関係）

　アンケートへの回答から、保護者は子どもの園生活や
子どもの成長、ドキュメンテーション・大学連携・ICT
活用・食などに関する幼稚園の取り組み、幼稚園の教
育・保育内容・環境について肯定的に捉えていると考え
られる。
　質問項目間の関連性における「ドキュメンテーション
を通して、ご家庭でお子様との対話は増えましたか」と
「ドキュメンテーションを通して、幼稚園がより身近に
なりましたか」の有意な正の相関については、ドキュメ
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ンテーションの閲覧によって幼稚園での活動や様子の情
報が得られ、その情報が子どもとの対話のきっかけとな
っていることによるものと考えられる。自由記述では、
ドキュメンテーションに関するコメントが 件あった。
コメントでは、ドキュメンテーションによって幼稚園の
様子が分かりやすい、休園中の配信によって生活発表会
の準備を進められた、といったコミュニケーション機能
を評価する内容が見られた。一方で、写真を撮影するな
どのドキュメンテーションの作成に手間がかかることに
よる保育への支障を懸念するコメントも見られた。ドキ
ュメンテーションを今後展開するにあたっては、その役
割やあり方をさらに検討するとともに、ドキュメンテー
ションと保育実践や教育課程との関連を検証し、評価す
ることが必要であると考える。
　「幼稚園はお子様の好奇心や思考力などを育てる保育
をしていると思いますか」に対する「幼稚園は教育・保
育において、様々な表現活動を行っていると思いますか」
並びに「幼稚園は教育・保育において、自然や季節をた
くさん取り入れていると思いますか」の有意な正の相関
については、様々な表現活動と自然や季節を取り入れた
活動が子どもの好奇心や思考力とのつながりを示唆して
いると考えられ、今後、教育課程編成や環境構成、教育
内容・方法を検討していく上での重要な観点として位置
づけることが考えられる。
　学年ごとの回答傾向で群の効果が有意であった項目に
ついては、基本的な生活習慣、食への関心、他者への思
いやり、心身の成長など、子どもの発達段階が反映され
やすい項目であったと考える。一方、「年度途中からド
キュメンテーションのアプリ『おうちえん』を導入し、
新しい試みとして動画、学年やクラス毎の配信、ライブ
配信をしました。お子様や幼稚園の様子などわかりまし
たか」については、配信内容や保護者の閲覧頻度などの
影響が考えられる。配信する内容については、ドキュメ
ンテーションの役割に基づいて内容の有効性を検証する
必要がある。

　今回のアンケートでは、保護者は幼稚園の教育・保育
の取り組みを肯定的に捉えていることが示されたといえ
る。ドキュメンテーションについては、全体として肯定
的に捉えられているものの、学年間の差があることも示
された。この点については、配信内容や保護者の閲覧頻
度なども調査し、検討していくことが必要である。また、
表現や自然・季節を取り入れた活動と子どもの好奇心・

思考力とのつながりを示唆する結果が得られた。このつ
ながりの観点は、今後の指導方法（教育課程編成、環境
構成、教育内容・方法）の計画とその評価に反映させて
いくことが考えられる。
 （山田 勝洋）

　研究会の実施概要及び令和 年度の保育・教育実践に
対する省察と批評を以下に示す。

第 回研究会　令和 年 月 日（水）
「感覚と表現について」（講師：河合玲子准教授）
第 回研究会　令和 年 月 日（金）
「小学校 音楽科　第 学年の導入について─幼小接続
の観点─」（※坪井 眞里子教授による講義・実践）
第 回研究会　令和 年 月 日（水）
「拍とリズムについて」（講師：河合玲子准教授）
第 回研究会　令和 年 月 日（金）
・実践報告
・大学教員からの今後の研究に向けての提案
　（Zoomによるオンライン開催）

　子どもの表現は、子どもを取り巻く周りの環境によっ
て左右され、その時々の状況や感情に伴って、表出され
る。保育者は、子どもの様々な心情に伴う表現をくみ取
ることが大切である。保育者の関わりについても、保育
者自身が環境としての立場を踏まえ、表現方法を見つめ
直すことで、子どもの指導に役立てることを目的とする。

　全 回実施の内、第 回目は、幼児教育で求められる
子どもの表現について考える機会とし、第 回目は、具
体的なリトミックのワークショップを実施することで、
保育者としての表現力やリトミック教材の研究、また、
その指導法について知識を増やすことで、今後の子ども
の指導に役立てる。

第 回研究会　令和 年 月 日（水）
「感覚と表現について」
　〈リズムと拍〉の内容からは、メトロノームを用い、
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一定のリズムを聴きながら、自己の感覚の中で、二拍子、
三拍子、四拍子と五拍子と捉え、リズム打ちを行った。
その時々の拍の捉え方により、拍子が生まれることと、
音楽を聴いたり、演奏したりする時には、その拍子感を
感じることが大切であることを体験した。
　〈感覚と表現〉の内容からは、オーガンジーのスカー
フを用い、「お花がわらった」（保富康午作詞湯山昭作曲）
を題材に、花が開く様子を参加者それぞれが、表現した。
感じ方や表現法が多種多様であることを参加者同士で認
識する機会となった。
　〈音と環境〉の内容からは、「学校環境衛生の基準」と
なる、教室では dB 以下、窓を開放している場合は、
dB以下という騒音レベルについて学び、会話時の自

分の音量や、身の回りの音環境について、デジタル騒音
計を用いて調査を行った。
第 回研究会　令和 年 月 日（水）
「拍とリズムについて」
　〈リズムと拍〉の内容からは、二人一組となり、音楽
から拍子を感じ取って、ボールを渡し合う遊びを行った。
大切なことは、拍を感じとることと、強拍となる一拍目
にボールを突いて渡すことである。そのことから全身を
使って一拍目を強く感じとることに結びつける。また、
拍子が変化することから、聴く力も備わる遊びである。
　〈フレーズと表現〉の内容からは、音楽を聴き、それ
に合わせてボールを転がす。大切なことは、音楽に合わ
せて転がすことである。フレーズに合うようにボールを
転がすためには、音楽を感じとる力とボールを転がす力
加減の工夫が必要となるからである。
　〈言葉遊びとリズム〉の内容からは、一定の拍を体で
感じて手を叩きながら、順番に「しりとり」や「同じ種
類に属するモノ」を発表する言葉遊びを行った。一般的
に思考する際は、静止する。しかし、この遊びは、一定
の拍を感じて手拍子をしながら、言葉を考えるという二
つのことを同時に行う。リトミックには、子どもの心と
体の潜在的な能力の発達を促す目的で、音楽を感じなが
ら何かを行うという難しい活動を、遊びを通じて実施す
ることで可能にすることができる。また、言葉自身には、
それぞれ言葉の持つリズムがあり、それを感じ取ること
で、拍の理解や拍を感じる力につなげることができる。

　リトミックの要素を含む活動について、付属幼稚園の
教諭たちへの聞き取りでは、音楽を聴いてウサギや象、
リスなどの動物になりきって歩いたり、走ったりする活

動は行われていたが、リトミック教材を用いた活動は行
っていなかった。今回、リトミックの教材を研究するこ
とで、今年度の実際の保育に取り入れる案を作成したり、
生活発表会で子どもの表現に使用したりすることができ
た。
　今後も、様々な遊びを通して、子どもの表現の幅を広
げられるように、リトミックの教材の研究を行うととも
に、その指導法についても研究を行っていきたい。
 （河合 玲子）

　付属幼稚園では令和 年度も、年間を通して つのプ
ロジェクトを設け、園児たちといっしょにプロジェクト
遂行が行なわれている。それぞれのプロジェクトでは園
児の主体性が重んじられ、興味を引き出したり、頑張り
を促したりすることで達成感や楽しみを味合わせるもの
となっている。プロジェクトごとに園児たちの成長を促
すものだと感じる。その中で、特に注目したことは、連
続性、系統性がプロジェクト間にあるというところであ
る。その一つに、「宇宙」への興味という流れで、七夕、
夕涼み会、お月見、生活発表会と繋がりがある。一つ一
つのプロジェクトではあるが、繋がりがあることで、児
童の興味や関心は継続し、増幅されるものと思われる。
年間を通して、宇宙について様々な思いを持ち、興味

が強められている。
　宇宙は人類のフロンティア。この園児たちが活躍する
時代にはもっと宇宙が身近になって、園児の中から次世
代の宇宙飛行士を目指している人や宇宙開発に携わる人
がでてくるかもしれない。子どもの頃の夢は、心を突き
動かす行動につながる原動力となる。このプロジェクト
の系統性は子どもの心に「宇宙」を刻むよい経験となる
だろう。更に加わると良いと考えることは、宇宙へ飛び
出す行動でさらに興味関心を夢につなげることである。
例えば、宇宙への興味から、宇宙へ出ていくことを考え
る活動があると、宇宙へ心が向かう。ロケット発射プロ
ジェクトや宇宙飛行士になってみるプロジェクト。宇宙
から地球、空から幼稚園を見ることや、月に行ってみる
宇宙旅行など、興味に向けて能動的に行動し、そこに科
学があることが体験できると、自分たちの未来に可能性
が感じられ夢が広がる。プロジェクトの後、園児が実際
に夜空の星を見て、その先に宇宙を感じたり、また別の
ストーリーを想像したりできるきっかけとなっているこ
とを踏まえ、さらに先へ、そして未来へと子どもの夢を
つなげていける活動へと発展していくことを期待する。
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　夢を持てない子どもが増えているといわれる時代、園
での年間を通してのプロジェクトは、子どもたちに夢を
持たせるきっかけを創る。そこから夢を自分の未来への
力に変えていけるそんなプロジェクトへと更に発展して
いける可能性がある。今後のプロジェクト活動が、園児
の成長に寄与するように期待するものである。
 （吉川 直志）

　令和 年度の幼児教育研究会における研究は、前年度
に行った、現行の幼稚園教育要領に沿って改善した付属
幼稚園独自の教育課程に基づいた研究を発展させて、「主
体的・対話的で深い学びとなる総合的な表現活動に関す
る実践的研究」とし、生活発表会を 年間の教育・保育
の集大成として位置付けた内容とした。令和 年度は、
「教育課程」、「ドキュメンテーション」、「表現」、「環境」
をキーワードとして、幼稚園教育要領における「幼児期
の終わりまでに育って欲しい の姿」を念頭に置き日々
の保育の改善を目指したが、本年度はそれらを発展させ、
年間の指導計画と各学年の具体的な活動との関連性に

着目した「教育課程」とした。また、ドキュメンテーシ
ョンの機能を発展させ、保育・研究に応用したこと、令
和 年度の途中から、定例の年間計画・行事に合わせた
保育から、保育内容をプロジェクト型に変更して幼児教
育の本質的な姿を求めることにした。
　本報告では「おんがくかいプロジェクト」、「クリスマ
スプロジェクト」、「節分プロジェクト」、「生活発表会プ
ロジェクト」を報告しているが、その他にも幾つかのプ
ロジェクト型の企画を実践した。 年間継続している新
型コロナ感染症対策の観点から、付属幼稚園でも休園を
余儀なくされ、生活発表会に関する時間的制約は大きな
ものがあった。しかし、子ども達は、健康上の不安を抱
えたり、練習不足という状況の中、最終的には日々の保
育や全てのプロジェクトの成果が生活発表会に集約し
た。各学年の発表は、それぞれの子ども達全員の頑張り
や創意工夫の結果であり、主体的な活動が生き生きとし
た幼児の表現を引き出したと考えられ、一人一人の子ど
も達の成長を実感できる催しになった。
　生活発表会は、劇遊びという範疇を超え、音楽表現、
造形表現、身体表現のすべての発表の場になったと実感
できた。特に、各教諭により報告された内容は、子ども
達と話し合いながら創意工夫をして主体的な協働的活動
や表現が引き出される過程が明らかになっており、何よ
り、子ども達一人一人の頑張りと達成感を引き出すこと

が総合的な子どもの成長を促していること等大きな教育
効果を生んでいることがよく分かった。これらの成果は、
担任の教諭の意識・指導力が前年度より向上したことに
よるところが大きいが、子ども達主体の保育の姿が、幼
稚園の日々の保育、環境設定の中にも見出せるようにな
ったことは大きな成果である。今回は、行事型のプロジ
ェクトを中心に報告したが、次年度は、「行事型プロジ
ェクト」の他に、各教諭が選んだり発案したりした日々
の保育の中で行う「日々の保育型プロジェクト」を取り
入れて、より充実した付属幼稚園の教育課程を目指した
いと考えている。
　また、今年度は、幼児教育研究会の大学所属メンバー
の協力が大きかったことも日々の保育の質向上に大きな
成果がもたらされた要因であり今後更に充実させたいと
考えている。大学の研究者による研修やワークショップ、
提案や指導は、幼稚園現場の教諭にとり最新の幼児教育
の考え方や、表現領域以外のヒントも得ることができ保
育・教育の質向上に大きく寄与したと思われる。特に、
音楽領域の大学研究者による演奏や歌唱は本物の音楽と
接する機会となり、子ども達の豊かな感性育成に大きな
良い影響を与えたと考えられる。
　また、幼稚園アプリに付加したドキュメンテーション
アプリの新たな機能を生かして実施した、生活発表会後
の、保護者対象アンケートの分析結果からは、今年度
の、主体的・対話的な学びを目指した付属幼稚園の保
育・教育の方向性がほぼ支持されたデータが読み取れる
と共に、付属幼稚園の保育・教育を理解してもらえる良
い機会になったと考えられ、双方向型のコミュニケーシ
ョンツールとしての有効性が確認できた。次年度もこの
方向で有意義に保護者とのコミュニケーションを行いた
い。以上に報告したように、この 年も大きく保育内容
が充実したが、ドキュメンテーションの機能拡大に伴う
画像や動画編集、配信作業など幼稚園教諭の負担を心配
する声も聞こえており、省略できる業務を整理したり、
効率的なドキュメンテーションの手法など外部からも情
報収集をしたりして省力化の実質化に努めたいと考えて
いる。
　今回、保護者を対象とした、かなり精緻な質問事項に
関するアンケート結果分析がなされたので、次年度に向
けて残された課題や読み取れる事実からさらに新しい提
案・改善に結びつけたいと考えている。
 （渋谷 寿）
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　本年度の付属幼稚園の研究に協力いただいた、大学・短期大学
教員、大学ゼミナール学生、アンケートに協力いただいた保護者
の皆様、その他関係者の皆様に深謝いたします。

、 『平成 年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連
携型認定こども園教育・保育要領〈原本〉』チャイルド本社　

、 文部科学省『幼稚園教育要領解説　平成 年 月』　
、 汐見稔幸、無藤隆監修『平成 年施行　保育所保育指針　
幼稚園教育要領　幼保連携型認定こども園教育保育要領解説
とポイント』ミネルヴァ書房　

、 無藤隆・編著『 の姿プラス ・実践解説書』ひかりのくに　

、 細田淳子『わくわく音遊びでかんたん発表会』すずき出版　

、 大豆生田啓友『園行事を「子ども主体」に変える！』チャイ
ルド本社　

、 三浦康子『和の行事を楽しむ絵本』永岡書店　
、 樋口耕一『社会調査のための計量テキスト分析［第 版］
──内容分析の継承と発展を目指して──』ナカニシヤ出版　



「開かれた地域貢献事業」報告
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　本学の「開かれた地域貢献事業」は、平成 年度に
開催された名古屋女子大学もえぎ塾による活動「いきい
きみずほ」として、瑞穂通り 丁目市場を基点に展示会、
即売会、講習会を行うことから始まった。平成 年度
には、真冬に春のライトアップ『春待ち小町（はるまち
こまち）』で、文化的情報の相互交流がなされた。
　地域の公共施設との共催事業としては、平成 年度
に開催された名古屋市瑞穂児童館・瑞穂福祉会館の新館
開館イベント「みんなで遊ぼう！　子どもから高齢者ま
で」と題した催しから始まり、平成 年度以降、総合
科学研究所が、名古屋市瑞穂保健センターと名古屋市瑞
穂児童館の両公共施設とのコラボレーション事業として
「開かれた地域貢献事業」を展開しており、本年度で
年目を終えることができた。
　例年、参加者や公共施設の関係者の方から、大学なら
ではの講座になり知的で個性が表現できる内容でよかっ
た、など高い評価をいただいている。そこで、本年度も
昨年同様、学内公募で本地域貢献事業への参画を先生方
にお願いし、充実した企画が採択された。さらに平成
年度からは、名古屋市瑞穂区役所と連携した共催事

業を開始した。今後も継続して共催講座の開催を進める
べく協議を重ねた。
　なお、昨年度に続き、本年度も過去に例のない、未曾
有の新型コロナウイルス感染拡大の影響が計り知れず、
感染防止に留意しての事業実施となった。
　昨年度の問題点などを検討しながら、引き続き交流事
業を展開したので、報告する。

　第 回運営委員会議／ 月 日（金） ： ～ ：
　今年度も名古屋市瑞穂児童館の両公共施設との交流事
業を予定していることを確認し決定した。ただし名古屋
市瑞穂保健センターとの交流事業は、新型コロナウイル
ス感染対策のため詳細は調整中であり、後日改めて応募
の案内をすることとした。昨年度と同様の方法で、締め
切りを 月 日とし講師の募集を行い、児童館で 件

の応募があった。開催時期・講座回数・内容の方向性を
決め、詳細は随時検討していくこととした。瑞穂区役所
との共催講座については、準備の進捗状況が報告された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金） ： ～ ：
　参加者公募後の経緯と、今までの経過および内容の説
明を行い、児童館、区役所それぞれと共催実施する講座
の企画概要と担当者が承認された。（保健センターは保
留）
　なお、第 回運営委員会議／ 月 日（金）・第 回
運営委員会議／ 月 日（金）・第 回運営委員会議／
月 日（金）・第 回運営委員会議／ 月 日（金）

にて、各交流事業の内容について経過説明および事後報
告を行った。

　この企画は、平成 年度に改正施行された介護保険
法における認知症や老年期うつ等の予防・支援に関し
て、要介護状態になることを予防し健康寿命を延ばす目
的で保健センターが行っているものであり、平成 年
度までは後期の「若がえり教室」を総合科学研究所の「開
かれた地域貢献事業」として共催してきた。
　その後、名古屋市の方針の変化から、平成 年度か
らは新しい総合事業の一般介護予防事業に変わることに
なったが、これまでと同様に講座を開き、地域貢献事業
を展開していくこととした。そして、「若返りきらきら
セミナー」と名称を変えて、総合科学研究所の「開かれ
た地域貢献事業」として共催した。また、学内公募とい
う形で、本地域貢献事業への参画を先生方にお願いし、
新たな領域が加わった本学ならではの充実した企画が採
択された。

　 歳以上の地域の高齢者を対象とした、「自ら介護予
防に取り組めることを目的とする」講座。運動、認知予
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防、口腔、栄養の つのテーマを考慮した内容を実施す
る予定として、保健センターとの調整を進めた。
　しかし、令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大
に伴い、最後の講座を中止して年度を終了し、昨年度も、
保健センターの業務多忙により、年度末の打ち合わせも
中止しており、学内における講座募集は保留となってい
た。

　「若返りきらきらセミナー」全体の概要・目的にそっ
た総合科学研究所との共催として、昨年度と同数の 回
の講座を企画し、 月頃からのスタートに向けて、運
営していくことについて協議した。
　保健センターからは、本事業は可能な形で実施できれ
ばと考えているが、感染状況の見通しが立たないため、
対策により多忙を極めており、現時点では計画は保留に
するとの見解が出された。
　参加者　瑞穂保健センター（岡部氏）、本学（牧野）

　本学との協議では、保健センターからは次のような回
答が寄せられた。
　・本年度の事業の実施は難しい。他の事業も開催して
おらず、申し訳ないが業務的にも余裕がない。保健セン
ターの事業でクラスターを発生させられない。講座だと
どうしても密になり、調理や歌も難しい。
　・オンラインは高齢者には難しく、参加者からの問い
合わせに対応する余裕もない。
　・コロナが収束してきてはいる（ 月当時）が見通
しが立たないので、 、 年くらい様子を見ることにな
るかもしれない。
　オープンカレッジ中止やインフルエンザ等の時期的リ
スク、高齢者対象、保健センターの意向や事業の改善も
協議できていないこと等もあり、総合科学研究所側も中
止の方向性を提示し、保健センターの意向を改めて伺う
こととした。その後保健センターから、やはり中止もや
むを得ないとの見解が示され、第 回運営委員会にて報
告を行い、本年度の講座中止を決定した。
　参加者　瑞穂保健センター（串田氏）、本学（牧野）

　新型コロナウイルス感染拡大のため、本年度の講座は
すべて中止することになった。年度末においてもなお感
染拡大状況は見通せない状況であるが、保健センターと
は次年度の共催事業の継続開催の希望で一致し、調整を
進めることとなった。
　参加者　瑞穂保健センター（岡部氏）、本学（牧野）

※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、前述のとお
り、保健センターと協議の結果、すべての講座の開催を
中止した。

　児童館を拠点として、本学の教職員と学生が断続的に
支援する形で、地域の子育て支援を行うことを目的とす
る。そして、昨年に引き続き今年度も、定期的な講座と
イベント開催の 本立てで実施することとなった。また、
保健センターとの交流事業と同様に、学内公募という形
で、新たな領域を加えて企画した。

　令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、
最後の講座中止を決定しており、その後も小学校の休校
措置に伴う児童館の利用停止が続いていた。昨年度も、
講座の一部が中止を余儀なくされ、また開催形態も従来
とは大きく変更せざるを得ない状況であった。そのため、
学内における講座募集の際も、中止の可能性もふまえて
周知を行った。

・第 回協議／ 月 日（木） ： ～ ：
　児童館、大学双方からの昨年度の反省と課題について
検討し、今年度の事業計画について審議された。昨年度
と同様、 月のクリスマスイベントが決定した。また、
講座に関しては、 月以降から担当することになった。
今年度は、月に 回の開催を原則とし、クリスマスイベ
ント開催時には講座は行わないことを前提に調整を行っ
た。今年度は学内で公募を行った結果、教員から 件の
応募があり、講座を仮に決定した。いずれも感染予防対
策を前提とした開催である。また、調理実習や実験を行
う講座と、パソコンを利用する講座は、本学開催とする
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旨を確認した。
　また、クリスマスイベントを 月 日（日）に決定し、
イベントの開催内容（仮）やイルミネーションの設置、
チラシの作成、実施する時間帯などの見直し等、具体的
内容についての協議を行う。なお、学内の公募で 件の
応募があった。 月中を目処に、開催日と講座・イベン
トの企画概要などの詳細を児童館と検討していく予定と
した。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（渡邊氏・猿子氏）、本
学（山中・森屋・牧野）

・第 回協議／ ～ 月頃（電話による協議）
　 月 日のクリスマスイベント「みんなでメリー・
クリスマス！」について、昨年度の反省を踏まえて、児
童館の意向を伺いつつ、開催時間やスケジュール、部屋
割りなどの具体的な調整を行い、学生の参加人数につい
て、広報について、アンケート用紙配布について等、最
終調整を行う。開催時間は、昨年度と同様 ： ～ ：
とし、各イベント、ブースを一つずつ順に開催する

方式とした。またチラシの原稿について検討したが、一
昨年行っていたスタンプラリーの実施は、今回も見送ら
れることとなった。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（渡邊氏・猿子氏）、本
学（牧野）

・瑞穂児童館（講座）学内打ち合わせ会議／ 月 日（火）
： ～ ： （於名古屋女子大学）

　本年度の「開かれた地域貢献事業」についてのこれま
での経緯が報告され、講座を引き受けてくださった先生
から概要の説明があり、これを確認した。さらに、児童
館からの要望、注意点などを伺った。特に新型コロナウ
イルス感染対策を講じながらの開催となる点について、
開催時間の短縮や人数制限をはじめ、様々な協力の依頼
があった。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（渡邊氏・猿子氏）、本
学（近藤・春光会 名・神崎・山中・森屋・牧野）

・瑞穂児童館（クリスマスイベント）学内打ち合わせ会
議／ 月 日（金） ： ～ ： （於名古屋女子大学）
　クリスマスイベントについて具体的な調整を行う。な
お、詳細事項の書類を配布し、事前準備や荷物搬入・タ
イムスケジュール・参加学生数等の詳細な確認作業を進
めた。なお講座と同様に、新型コロナウイルス感染対策

を講じた開催となる点について、協力の依頼があった。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（渡邊氏・猿子氏）、本
学（河合・吉川・山中・森屋・牧野）

　各種講座については、児童館を窓口として名古屋市瑞
穂区まちづくり推進室のご協力を得て、事前に「広報な
ごや」瑞穂区版へ掲載される。また、毎月の「瑞穂児童
館だより」と一緒に、児童館で作成したオリジナルチラ
シを、一緒に配布している。さらに、クリスマスイベン
トのチラシは、昨年度同様本学で作成し、配布してもら
うことを確認した。

クリスマスイベントチラシ（表）（裏）

　本年度の全ての交流事業についての総括を行った。
講座が中止となったものの、合計で 講座とクリスマス
イベントについて、感染防止に留意しつつ、問題なく開
催できたことを確認した。感染予防対策は今後も当分必
要と思われるため、安全面を最優先に考慮して、次年度
へ繋げることになった。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（渡邊氏・猿子氏）、本
学（山中・森屋・牧野）

　健康科学部健康栄養学科　近藤浩代、学生 名
　今の自分の手の菌の多さをATP検査で気づいたあと、
手洗いのお手本を学んで手洗いし、どのくらいキレイに
なったか減少した菌の数値を確認した。有害な菌を取り
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込まないように、洗ったり消毒したりすることの大切さ
を体験していた。参加者たちは熱心に自分の持ち物の数
値や手の汚れスケッチや顕微鏡を観察していた。

　文学部児童教育学科　吉田文、学生 名
　親子対象の音楽活動講座を、異なった年齢を対象に
回行った。歌うことや音楽を使ったあそびを通して、親
子でコミュニケーションを取りながら音楽の楽しさを感
じ、創造性を育むことを目的とした。参加者の方はふだ
んの家庭ではピアノに合わせて歌ったり動いたりするこ
とが少なく、この機会を楽しんでいた様子であった。

　健康科学部健康栄養学科　近藤貴子・辻美智子・山田
久美子
　しっかりとかむことができる硬さのグミを作ってもら
い、用意してあった柔らかめグミと食べ比べることによ
り、グミの硬さが異なると食べる時のかむ回数がどのよ
うに変わるかを体験してもらった。かむことの大切さを
簡単な実験を通して理解してもらった。かむことにしっ
かりと意識が向いていたように感じられた。

　短期大学部生活学科　武岡さおり、学生 名
　MIT メディア・ラボによって作られた無料のプログ
ラミングサイト『スクラッチ』を利用して、プログラミ
ング体験講座を実施した。学生が事前に作成したオリジ
ナルのゲームを教材にして、スクラッチを使ったプログ
ラミングを体験した。完成したゲームを楽しそうにプレ
イしたりする姿が見られ、プログラミングを楽しんでく
れた様子であった。

　健康科学部健康栄養学科　片山直美、学生 名
　参加者それぞれに材料を混ぜて、型抜きして、焼くと
ころまでそれぞれの児童が一人で行えた。全員から楽し
かったと感想をいただくことができた。自由に様々な味

を作成して楽しめるため、バリエーションが広がるクッ
キーづくりであった。

　文学部児童教育学科　渋谷寿・吉川直志、学生 名
　ヒノキの木材で、自分の音がでる木琴づくりによる科
学体験ワークショップを行った。ヒノキの音のすばらし
さが実感できる木琴を使った演奏は、自然を楽しむ経験
となっていた。木琴をたたいて演奏する姿や、大事そう
に持って帰る子供の姿から、みんな満足できる講座とな
った。

　春光会　千葉史子、学生 名
　児童館まつりの中で、食育に関する相談コーナーを設
ける。乳幼児から未就学児、それに伴う家族の食育相談
を行う。また管理栄養士の仕事の一つである栄養相談の
勉強として食物栄養学科の学生 名が補助者となった。
※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、「児童館ま
つり」の開催方法が大幅に変更されたことに伴い、瑞穂
児童館との協議の結果、講座の開催中止を決定した。

　短期大学部保育学科　神崎奈奈、学生 名
　スマートフォンやタブレット端末で操作することがで
きるプログラミングの体験講座を行う。 歳以上を対象
とする「viscuit（ビスケット）」というプログラミング
言語を使用し、自分がタブレットで描いた絵をプログラ
ミングで動かす体験を通して、プログラミングの楽しさ
や可能性を実感できるものとなった。

　文学部児童教育学科　吉川直志、学生 名
　動くおもちゃづくりとして、ゴム動力で歩く恐竜と、
転がすとゴムの力で戻ってくるタンクをつくる体験講座
を行った。参加者は、それぞれが個性的な自分のおもち
ゃづくりをし、ゴム動力にもふれて、楽しい時間となっ
ていた。
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身の回りの菌とキレイを見てみよう！（ / ）

親子で楽しむ音楽遊び（ / ）

よくかむおやつを作ろう！（ / ）

プログラミングを体験しよう！（ / ）

楽しいクッキー作り（ / ）

木材を利用したおもちゃづくり（ / ）

タブレットでかんたんプログラミング（ / ）

うごくおもちゃづくり（ / ）
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　イベント来場者には受付で本学特製クリスマスカード
を渡した。

・「～みんなで楽しく音楽会☆まちどおしいなクリスマ
ス！　～みんなでクリスマスを楽しみましょう」 ：
～ ： 〈対象：乳幼児親子〉
　短期大学部保育学科　河合玲子、技術職員 名、学生
名

　クリスマス音楽のハンドベル演奏を聞き、手遊び・身
体遊び、読み聞かせ、リズム遊びなどをおこなった。ど
ちらの回も司会進行を学生が行い、手遊びや歌唱の指導
を行った。

・「クリスマスパーティーがはじまるよ　サンタさんと
メリークリスマス！」 ： ～ ： 〈対象：乳幼児親
子〉
　文学部児童教育学科　吉田文、学生 名
　ハンドベル演奏、ツリー飾り、身体表現遊びなどを行
った。その後、サンタクロースの登場、プレゼントなど
の活動を行い、子どもたちにはより楽しんでもらえた。

・「かんたんおもちゃづくり（サンタさんとかげえあそ
び）」 ： ～ ： 〈対象：年少～小学生〉
　文学部児童教育学科　吉川直志、学生 名
　光と影をつかったあそびとかんたんおもちゃづくりを
行った。光と影の不思議さと面白さを感じてもらい、そ
の後自分たちでつくる「どうぶつライト」の制作を行っ
た。

・「クリスマスのペーパーアイテムをつくろう！」 ：
～ ： 〈対象：年少～小学生〉

　短期大学部生活学科　森屋裕治、学生 名
　ペーパークラフトでクリスマスを題材にしたペーパー
クラフトを作成した。 種類を用意して子どもたちが材
料を選択、それを学生に手伝ってもらい作成した。完成
した作品は持ち帰ってもらった。楽しく順調に進めるこ
とができた。

サンタさんとメリークリスマス！

みんなでクリスマスを楽しみましょう♪

かんたんおもちゃづくり

クリスマスのペーパークラフトを作ろう！
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　当日の参加者にアンケート調査を依頼し、小学生以上
名、乳幼児保護者 組から回答を回収できた。感想

としては例年同様に「楽しかった」「またやりたい」「サ
ンタさんに会えて嬉しかった」など、よい印象を与えて
いた。こうして寄せられた意見を、次年度開催の参考に
していきたい。

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

クリスマスイベント　アンケート用紙

　平成 年度の瑞穂区役所との協定締結を受け、本学
としては瑞穂区役所との新たな地域貢献事業を模索する
動きが強まった。そこで、総合科学研究所としては、瑞
穂区内の働く女性の支援を目的としたイベントを開催す
る構想を計画した。本学は「よき家庭人であり力強き職
能人としての女性」の育成を謳っており、地域の働く女
性に特化したイベントを開催することで、本学の特徴を
地域にアピールし、また学生の人生のロールモデル算定
の一助になると考えた。
　具体的な連携内容案として、区役所との協議において、
「育児休業中であり、仕事復帰予定の女性をターゲット
にした講座・イベント」と定められ、平成 年度と令
和元年度にわたり、「時短レシピ調理実習」をテーマと
した講座を実施することができた。なお、令和 年度は
実施を中止している。本年度は、過去 回の実施事例を
ふまえての実施に向け、具体的な打ち合わせを進めた。
以下にその経過を述べる。

・第 回協議／ 月 日（木） ： ～ ： （於名

古屋女子大学）
　連携事業について広報なごやの原稿案をもとに検討し
た結果、昨年度話し合われた内容も含めて、次のように
具体的な内容を決定した。なお開催時期は、新型コロナ
ウイルス感染が収束していない状況から、 月に設定し
た。
・目的：瑞穂区の働く女性の支援
・名称：育休復帰応援講座（仮）
・日時： 月上旬　 ： ～ ： 　全 回
・対象　育児休業中の方（瑞穂区在住） 名程度
・内容　 ．名古屋女子大学教員による講座
　　　　　　時短レシピ調理実習、講義（山中なつみ）
　　　　 ．瑞穂区役所担当者による出前講座
　　　　　　（保育園入園申請手続きに関する案内）
・会場　名古屋女子大学本館調理室（講座）
　　　　／本館講義室（託児）
・広報　広報なごや、チラシでの周知
・託児　生後 ヶ月～ 歳未満。
　　　　学生および外部ボランティアが担当。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 細江氏・
松尾氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」代
表者 名、本学（山中・森屋・牧野）

・第 回協議／ 月 日（火） ： ～ ： （於名
古屋女子大学）
　連携事業について、具体的な実施内容について協議、
確認を行った。申し込み状況の報告がされた。新型コロ
ナウイルス感染症が拡大している状況を受け、協議し
た結果、当初 月に実施を予定していた日程を、変更
なくそのままとし、対面での開催及び託児を取りやめ、
Zoomを使用したオンラインでの開催に切り替えて開催
することとした。その上で、今後のスケジュールについ
て、相互に確認を行った。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 細江氏・
野依氏）、本学（山中・森屋・牧野）

　区役所のご担当により「広報なごや」瑞穂区版へ掲載
された。また大学側で作成したチラシを配布した。

・第 回協議／ 月 日（火） ： ～ ： （於名
古屋女子大学）
　本年度は当初予定していた対面での開催がかなわなか
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ったものの、オンライン開催という新たな形態を、本学
でも実施することができた。令和 年度の連携事業につ
いては、令和 年度の事業内容をもとに検討した結果、
令和 年度の当初に予定していた内容と同様の実施形態
で継続していくこと、調理、運動、講演などの講座の企
画を検討することの確認がなされた。具体的な講座内容
については、令和 年度の実施形態を踏襲しつつも、新
たな内容を検討しつつ、準備を進めていくことを確認し
た。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 細江氏）、
本学（山中・森屋・牧野）

　健康科学部健康栄養学科　山中なつみ
　育休復帰予定者に対して、調理時間の短縮につながる
講義と実際に献立を示して、Zoomによるオンライン講
座にて、参加者それぞれが自宅等にて調理実習を行い、
試食した。
　その後、瑞穂区役所担当者から、保育園入園申請手続
きに関する案内とともに、受講者個人からの質問や相談
などに対応する時間をとった。

育休復帰応援講座

　令和 年度の「開かれた地域貢献事業」は、上記のよ
うに終了した。新型コロナウイルス感染拡大の影響は計
り知れず、多くの事業に影響を与えた。この感染拡大は、
今後も見通しが立たない状況が続いており、総合科学研
究所としては、各施設との協議を密にはかりながら、継
続を進めていこうとしている。
　すでに令和 年度中に次年度計画を作成していく中
で、名古屋市瑞穂保健センターと名古屋市瑞穂児童館、

および名古屋市瑞穂区役所の各施設から、今年と同様な
交流事業を進めたいと申し入れがあった。これを受けて、
令和 年 月の第 回総合科学研究所運営委員会におい
て、来年度の「開かれた地域貢献事業」も今年度同様、
名古屋市瑞穂保健センターと名古屋市瑞穂児童館、名古
屋市瑞穂区役所の各公共施設との交流事業を継続してい
くという基本方針が承認された。ただし、このまま継続
して行く上で、定期的な見直しが必要であることも確認
している。
　また、瑞穂区役所との共催事業については、昨年度、
残念ながら開催中止となったが、本年度はオンライン開
催という新たな方法に取り組むことができ、双方にとっ
てさらに前進でき、一定の成果を得られる結果となった。
瑞穂保健センター、瑞穂児童館に続き、瑞穂区役所との
交流事業を今後も継続して実施できるよう、さらなる打
ち合わせを重ね、取り組んでいきたい。
　少子高齢化の社会の中で、子育て支援、認知症や老齢
期うつ等の予防支援のお手伝いができたことと、さらに
地域との関わりによって、本学学生のコミュニケーショ
ン能力などの「生きる力」を養うことができた。今後も、
残された課題を解決しながら、より一層発展させていき
たい。



講演会報告
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　令和 年度の総合科学研究所主催大学講演会は、コロ
ナ禍において加速する教育現場での ICT 活用をテーマ
とし、メディア教育をご専門とする放送大学教授の中川
一史先生にご講演いただいた。さらに中川先生のご紹介
で、放送大学客員教授の佐藤幸江先生と香川大学准教授
の松下幸司先生にも講師としてご参加いただくことがで
きた。

【日時】
　令和 年 月 日（火） ： ～ ：
【講師】
中川一史 氏（放送大学 教養学部 教授）
　情報教育に関する学習環境、ICT 活用指導力育成、情
報端末環境の教育利用等を主な研究テーマとされ、文部
科学省「学校における ICT 環境整備の在り方に関する
有識者会議」等、多くの委員を歴任されている。
佐藤幸江 氏（放送大学 客員教授）
　文部科学省「令和 年度「学習者用デジタル教科書の
効果・影響等に関する実証研究事業」有識者会議委員等
を歴任されるとともに、各地域の ICT 推進事業や各学
校への ICT 活用における助言を行われている。
松下幸司 氏（香川大学 教育学部 准教授）
　附属教職支援開発センターに所属され、教員を目指す
学生への実地教育の推進や学習支援、現職教員の方への
教育相談ならびに研修支援、教育に関する研究開発推進
のための ICT 機器の活用支援等を行われている。
【参加者】
　ウェビナーを用いたオンライン形式で開催し、学内の
各自 PC等から教職員 名が参加した。

　はじめに中川先生が初等教育における ICT 活用の状
況について講演された。文部科学省より示された「教
育の ICT 化に向けた環境整備 か年計画（ ～
年度）」、「GIGA（Global and Innovation Gateway for 
All）スクール構想（ 年）」等により、教育現場にお
ける ICT 環境整備が進められている。デジタル教科書
も 年より制度化され、各教科の特色とデジタル教
科書の長所を組み合わせることによる教育効果の充実に
向け、様々な試みが行われている。講演では小中学校に

おける国語、社会、数学等の教科における多くの実践例
が動画を用いて紹介された。
　中央教育審議会の答申「令和の日本型学校教育の構築
を目指して（ 年）」においては、急激に変化する社
会において必要な資質・能力を育むために ICT を活用
した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の重要性が
示されている。教育現場における ICT 環境は文房具と
同様に不可欠であり、一人一台端末の実現に向けた国の
取り組みが急がれる。さらに、教育現場におけるAI や
教育データの活用とともに、「最後はヒト」という教師
の経験値の重要性についても言及された。
　続いて佐藤先生より大学における ICT 活用の状況が
紹介された。「高等教育機関等における ICT の利活用に
関する調査研究」報告書（ 年度文部科学省）では、
教材の提示やレポート提出等の授業支援を目的とする利
用率は高いが、アクティブラーニング型授業での活用率
は低いとされた。これに対し iPad を学生に無償貸与し
た教育系学科における取組として、表現力やプレゼン力
を重視した授業やゼミ活動、小中学校と結んで学校現場
の変化を体感するアクティブラーニングの実践例が紹介
された。
　新型コロナ感染拡大に伴うオンライン授業の導入は、
大学によって進度が異なり、実技を伴う科目では導入が
困難であった。情報インフラの普及は進みつつあるが、
電子教科書等の教授学習に直接かかわる環境整備の遅れ
が大学における ICT 活用の課題とされた。
　最後に松下先生より ICT 機器を普通教室の日常授業
での活用に繋げる取組が紹介された。一人一台タブレッ
ト PC「あり」「なし」の条件に分けて、ICT 活用の要点
や課題が説明された。一人一台タブレット PC「なし」
の場合としては、学部保有 PCの一時的な貸与や、グル
ープ 台PCで ICTを活用した授業例が紹介された。「あ
り」の場合、「ICT を活用できる学習場面」から活用し、
学生・教員双方の操作スキルを向上させ、授業方法に慣
れていく必要があり、さらにネットワーク環境の整備等、
課題の発見と解決も重要である。また、「あり」の場合
でも、学生の思考環境を確保する必要がある場面等、授
業内容によっては ICT を利用しない選択も大切であり、
ICT を精選して活用することの重要性が示された。
　次頁より講演時の資料を掲載させていただく。
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教
育
の
た
め
の
IC
Tの
活
用

中
川
一
史
（
放
送
大
学
）

中
央
教
育
審
議
会
（
2
0
2
1
）
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
，
個
別
最
適
な
学
び
と
，
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～
（
答
申
）

学
校
・
学
校
外
で
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
状
況

文
部
科
学
省
・
国
立
教
育
政
策
研
究
所
（
20
19
）
O
EC
D
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
20
18
年
調
査
（
PI
SA
20
18
）
の
ポ
イ
ン
ト

◯
日
本
は
、
学
校
の
授
業
（
国
語
、
数
学
、
理
科
）
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
時
間
が
短
く
、
O
EC
D
加
盟
国
中

最
下
位
。
 

○
日
本
は
、
他
の
O
EC
D
加
盟
国
と
同
様
、
学
校
外
で
多
様

な
用
途
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利
用
し
て
い
る
。
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文
部
科
学
省
（
20
20
）
「
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
つ
い
て

個
別
最
適
な
学
び

中
央
教
育
審
議
会
 （
20
21
）
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
 ~
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
，
個
別
最
適
な
学
び
と
，
 協
働
的
な
学
び
の
実
現
~(
答
申
) 

3.
20
20
 年
代
を
通
じ
て
実
現
す
べ
き
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
姿
  (
1)
子
供
の
学
び

全
て
の
子
供
に
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
，
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
 力
等
や
，
自
ら
学
習
を
調

整
し
な
が
ら
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
態
度
等
を
育
成
す
る
た
め
に
は
，
 教
師
が
支
援
の
必
要
な
子
供
に
よ
り
重
点
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
な
ど
で
効
果
的
な
指
導
を
実
現
す
る
こ
と
や
，
子
供
一
人
一
人
の
特
性
や
学
習
進
度
，
学
習
到
達
度
等
に
応
じ
，

指
導
方
法
・
教
材
や
学
 習
時
間
等
の
柔
軟
な
提
供
・
設
定
を
行
う
こ
と
な
ど
の
「
指
導
の
個
別
化
」
が
必
要
で
あ
る
。
 

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
や
，
言
語
能
力
，
情
報
活
用
能
力
，
問
題
発
見
・
解
決
能
力
等
 の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
等
を
土
台
と
し
て
，
幼
児
期
か
ら
の
様
々
な
場
を
通
じ
て
の
体
験
 活
動
か
ら
得
た
子
供
の
興
味
・
関
心
・
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
方
向
性
等
に
応
じ
，
探
究
に
お
い
て
課
題
の
 設
定
，
情
報
の
収
集
，
整
理
・
分
析
，
ま
と
め
・
表
現
を
行
う
等
，
教
師

が
子
供
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
習
活
動
や
学
習
課
題
に
取
り
組
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
，
子
供
自
身
が
学
習
が
最
適
と
な
る

よ
う
調
整
す
る
「
学
習
の
個
性
化
」
も
必
要
で
あ
る
。
 

子
供
が
IC
Tを
日
常
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
自
ら
見
通
し
を
立
て

た
り
，
学
習
の
状
況
を
把
握
し
，
新
た
な
学
習
方
法
を
見
い
だ
し
た
り
，

自
ら
学
び
直
し
や
発
展
的
な
学
習
を
行
い
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
等
の
効

果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

協
働
的
な
学
び

中
央
教
育
審
議
会
 （
20
21
）
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
 ~
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
，
個
別
最
適
な
学
び
と
，
 協
働
的
な
学
び
の
実
現
~(
答
申
) 

3.
20
20
 年
代
を
通
じ
て
実
現
す
べ
き
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
姿
  (
1)
子
供
の
学
び

「
協
働
的
な
学
び
」
に
お
い
て
は
，
集
団
の
中
で
個
が
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
，

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
な
げ
，
子
供
一
人
一
人
の

よ
い
点
や
可
能
性
を
生
か
す
こ
と
で
，
異
な
る
考
え
方
が
組
み
合
わ
さ
り
，
よ
り
よ
い
学
び
を
生

み
出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
「
協
働
的
な
学
び
」
に
お
い
て
，
同
じ
空
間

で
時
間
を
共
に
す
る
こ
と
で
，
お
互
い
の
感
性
や
考
え
方
等
に
触
れ
刺
激
し
合
う
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
略
）
IC
Tの
活
用
に
よ
り
、
子
供
一
人
一
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス

を
大
事
に
し
な
が
ら
共
同
で
作
成
・
編
集
等
を
行
う
活
動
や
，
多

様
な
意
見
を
共
有
し
つ
つ
合
意
形
成
を
図
る
活
動
な
ど
、
「
協
働

的
な
学
び
」
も
ま
た
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

証

総合科学研究　第 号
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各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

国
語

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

国
語

⑤
学
習
の
内
容
を
蓄
積
し
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
場
面

「
A
 話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
領
域
に
お
け
る
「
話
合
い
の
進
め
方
の
検
討
」
の
学
習
過

程
 に
お
い
て
は
，
例
え
ば
，
司
会
者
が
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
進
行
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
，
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
動
画
を
再
生
し
て
振
り
返
る
こ
と
や
，
司
会
者
，
提

案
者
，
参
加
者
な
ど
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
て
話
題
に
沿
っ
て
話
し

合
っ
て
い
る
か
，
そ
の
発
言
は
話
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
か
な
ど
の
観
点
か
ら
，

動
画
を
確
認
し
て
互
い
に
助
言
し
合
う
こ
と
も
有
効
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

文
部
科
学
省
（
20
21
）
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
今
後
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
議
第
11
回
資
料

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
関
す
る
国
の
動
き

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 

（
平
成
30
年
法
律
第
39
条
）
 

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
 

教
科
書
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ
る
教
材
 

（
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
）
が
制
度
化
 

↑
 

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想

H
ito
sh
i N
A
KA
G
AW
A

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
何
が
で
き
る
か

文
部
科
学
省
（
20
19
）
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
践
事
例
集
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デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
何
が
で
き
る
か

文
部
科
学
省
（
20
19
）
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
践
事
例
集

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
何
が
で
き
る
か

文
部
科
学
省
（
20
19
）
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
践
事
例
集

思
考
・
整
理
⇄
発
信
・
表
現

メ
モ
的
 

ノ
ー
ト
的

プ
レ
ゼ
ン
的

ま
と
め
る

伝
え
る

H
ito
sh
i N
A
KA
G
AW
A

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
は
 

教
科
書
で
あ
っ
て
教
科
書
で
は
な
い

読
む
教
科
書

か
ら

書
く
教
科
書
 

共
有
す
る
教
科
書

へ

教
科
書

ノ
ー
ト

個
別

協
働

だ
け

授
業

家
庭

即
時

履
歴

学
習
者
用
 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
 

デ
ジ
タ
ル
教
材 H
ito
sh
i N
A
KA
G
AW
A

総合科学研究　第 号
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各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

社
会

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

社
会

③
各
自
が
ま
と
め
た
地
図
を
1つ
に
ま
と
め
，
関
連
付
け
て
考
え
る
場
面

例
え
ば
，
第
3学
年
「
身
近
な
地
域
や
市
の
様
子
」
の
学
習
で
，
活
用
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
各
自
が
土
地
利
用
，
交
通
，
公
共
施
設
な
ど
問
い
ご
と
に
作
っ
た
地
図
を
端
末

上
で
一
つ
ず
つ
重
ね
て
一
枚
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 出
来
上
が
っ
た
市
の
地
図
を
基
に

市
の
様
子
に
つ
い
て
話
し
合
う
活
動
で
は
，
地
図
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
，
児
童
は
事
実

を
関
連
付
け
て
，
市
の
様
子
を
語
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

社
会

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

社
会

③
情
報
を
ま
と
め
る
場
面
(読
み
取
っ
た
情
報
を
課
題
解
決
に
向
け
て
ま
と
め
る
場
面
) 
 

例
え
ば
，
聞
き
取
り
の
結
果
な
ど
を
正
確
に
記
録
に
ま
と
め
た
り
，
収
集
し
た
統
計
を
汎

用
性
の
あ
る
表
に
加
工
し
て
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
(B
4)
，
デ
ー
タ
を
そ
の
性
格
に
よ
っ

て
分
類
し
て
ま
と
め
た
り
，
デ
ー
タ
を
そ
の
利
用
の
可
否
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
し
て
ま
と

め
た
り
す
る
こ
と
(B
4)
，
文
書
な
ど
の
情
報
を
地
図
化
，
グ
ラ
フ
化
し
て
概
観
で
き
る
よ

う
ま
と
め
た
り
，
地
図
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
情
報
を
文
章
に
し
て
解
釈
，
説
明
し
て
ま
と
め

た
り
す
る
こ
と
(B
4)
 な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

文
部
科
学
省
（

20
21
）

St
uD

X
 S
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le

ht
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//w

w
w
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t.g
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jp
/s
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dx
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e/
in

de
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tm

l?f
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lid
=

Iw
A

R
0h
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O
Y

U
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N

x4
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M
3v

vE
Ee
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4S
sg

j1
ky

yn
A

hE
ic

V
8

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

数
学

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

数
学

①
観
察
や
操
作
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
問
題
を
見
い
だ
す
場
面
 

第
2学
年
の
領
域
「
B
 図
形
」
で
は
，
図
形
の
性
質
を
発
見
す
る
場
面
に
お
い
て
，
あ
る

条
件
を
満
た
し
な
が
ら
図
形
の
形
を
変
え
，
図
形
を
動
的
に
観
察
す
る
。
そ
の
際
，
IC
T 

を
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

【
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
条
件
を
満
た
す
平
行
四
辺
形
を
動
的
に
観
察
す
る
イ
メ
ー
ジ
 】



─　　─

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

数
学

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

数
学

②
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
場
面
 

統
計
を
活
用
し
て
問
題
解
決
す
る
た
め
に
は
，
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ

を
収
集
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
第
３
学
年
の
領
域
「
D
デ
ー
タ
の
活
用
」

で
は
，
様
々
な
統
計
デ
ー
タ
を
集
め
て
考
察
す
る
際
，
参
考
書
や
事
典
類
ば
か
り
で
な

く
，
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
検
索
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

理
科

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

理
科

②
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
う
場
面
 

観
察
，
実
験
で
は
，
自
然
の
事
物
・
現
象
に
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
，
  

学
習
内
容
に
よ
っ
て
は
，
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
用
い
て
情
報
収
集
を
行
う
こ

と
も
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
，
第
5学
年
「
天
気
の
変
化
」
に
お
い
て
は
，
数
日
後
の
天

気
を
予
 想
す
る
た
め
に
，
よ
り
広
い
範
囲
の
雲
の
量
や
動
き
と
い
っ
た
気
象
情
報
を
用
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
，
第
6学
年
「
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
」
に
お
い
て
は
，

火
山
の
噴
火
の
様
子
や
大
き
な
地
震
の
様
子
を
，
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
調

べ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

理
科

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

理
科

③
結
果
を
整
理
し
，
そ
の
結
果
を
基
に
結
論
を
導
き
だ
す
場
面
 

考
察
を
行
う
際
に
は
，
観
察
，
実
験
の
結
果
が
重
要
に
な
る
。
し
か
し
，
学
習
内
容
に

よ
っ
て
は
，
繰
り
返
し
実
験
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
，
結
果
が
明
確
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
る
。
 そ
こ
で
，
IC
Tを
活
用
し
て
実
験
の
様
子
を
写
真
や
動
画
で
記
録
し
，
グ
ル
ー
プ

で
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
で
，
結
果
を
基
に
し
た
考
察
が
で
き
る
。
例
え
ば
第
4学
年

「
金
属
，
水
，
空
気
と
温
度
」
で
は
，
水
の
温
ま
り
方
を
調
べ
る
際
に
，
水
が
動
く
様
子

を
動
画
で
撮
影
 し
，
実
験
後
に
，
何
度
も
再
生
し
て
，
そ
の
結
果
か
ら
，
水
の
温
ま
り
方

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
 

生
活

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
 

生
活

②
活
動
す
る
・
体
験
す
る
場
面
 

様
々
な
場
所
を
調
べ
た
り
利
用
し
た
り
す
る
過
程
で
，
そ
こ
で
出
会
う
「
人
・
も
の
・
こ
  

と
」
に
つ
い
て
，
IC
T 
を
活
用
し
て
多
様
な
情
報
を
記
録
し
，
そ
の
後
の
報
告
活
動
に
生

か
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
  

例
え
ば
，
町
探
検
で
地
域
の
店
や
公
園
な
ど
を
訪
問
し
た
り
利
用
し
た
り
，
そ
こ
で
働
く

人
々
や
利
用
す
る
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
す
る
際
に
，
「
探
検
カ
ー
ド
」
記
録
と

併
せ
て
，
端
末
を
活
用
し
て
興
味
や
関
心
を
抱
い
た
こ
と
を
撮
影
し
て
お
く
。
教
室
に
戻

り
，
探
検
結
果
の
報
告
会
を
行
う
と
き
に
は
，
言
語
に
よ
る
発
表
に
加
え
，
伝
え
た
い
事

柄
に
応
じ
て
取
捨
選
択
し
た
画
像
を
大
型
モ
ニ
タ
ー
な
ど
に
映
す
こ
と
で
，
気
付
い
た
こ

と
な
ど
が
伝
わ
り
や
す
く
な
る
。
そ
の
結
果
，
児
童
一
人
一
人
の
発
見
が
共
有
さ
れ
，
町

の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
た
り
，
新
た
な
探
検
へ
の
意
欲
を
高
め
た
り
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）
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各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
 

生
活

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実

生
活

④
表
現
す
る
・
行
為
す
る
場
面
 

児
童
が
，
相
手
に
応
じ
た
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
情
報
を
伝
え
合
う
活
動
を
行
う
際
に
，
  

IC
Tを
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 例
え
ば
，
繰
り
返
し
町
探
検
を
行
い
，
人
と
の

関
わ
り
を
深
め
て
き
た
児
童
の
中
に
は
，
「
町
探
検
で
お
世
話
に
な
っ
た
○
○
さ
ん
に
，

私
の
姿
と
声
が
入
っ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
思

い
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
，
児
童
は
，
教
師
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
相
手
に
自
分

の
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に
，
表
情
や
話
し
方
な
ど
の
仕
草
を
工
夫
し
て
，
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
く
。
作
成
し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
，
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ
る

利
点
を
生
か
し
て
，
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

外
国
語

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

外
国
語

②
情
報
を
収
集
し
, 自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
整
理
す
る
場
面
 

「
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
話
す
」
「
聞
い
た
こ
と
に
つ
い
て
書
く
」
な
ど
, 複
数
の
領

域
を
統
合
し
た
言
語
活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
際
に
, I
C
T 
機
器
を
活
用
し
て
, 読
ん
だ
り

聞
い
た
り
す
る
内
容
を
補
足
す
る
情
報
を
収
集
さ
せ
る
こ
と
で
, 自
分
の
考
え
や
気
持

ち
な
ど
を
も
た
せ
た
り
整
理
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

外
国
語

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

外
国
語

③
情
報
や
考
え
な
ど
を
表
現
し
た
り
伝
え
合
っ
た
り
す
る
場
面
 

生
徒
が
発
表
す
る
様
子
を
録
音
・
録
画
し
, 生
徒
自
身
が
そ
の
様
子
を
再
生
し
て
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
, 自
身
の
発
話
を
客
観
的
に
振
り
返
り
, 次
の
学
習
に
お
け
る
見
通
し

や
目
標
設
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
, 教
師
に
と
っ
て
は
, 当
該
音
声
や
動
画
を

授
業
改
善
に
使
っ
た
り
, パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

体
育

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

体
育

①
自
分
の
動
き
を
確
か
め
る
場
面
 

自
分
の
動
き
を
写
真
や
動
画
で
撮
影
し
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
, 技
能
面
に
お
け
る
自

己
の
課
題
を
見
付
け
た
り
, 課
題
解
決
の
仕
方
を
選
ん
だ
り
す
る
際
の
資
料
と
な
る
。

撮
影
と
再
生
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
, 技
能
の
向
上
の
程
度
を
具
体
的
に
捉
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
器
械
運
動
系
や
陸
上
運
動
系
な
ど
は
, 動
き
の
局
面
を
ス
ロ
ー
や

静
止
画
で
繰
り
返
し
振
り
返
る
こ
と
が
学
習
に
と
っ
て
効
果
的
な
た
め
, 領
域
の
特
性

に
留
意
し
た
活
用
が
期
待
で
き
る
。
 

④
模
範
と
な
る
動
き
を
画
像
で
確
か
め
, 技
能
の
さ
ら
な
る
習
得
に
生
か
す
場
面
 

教
師
に
よ
る
示
範
が
な
く
て
も
, 模
範
と
な
る
動
き
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
画
像
資
料
と
し

て
示
す
こ
と
は
, 一
連
の
動
き
を
繰
り
返
し
見
た
り
, 動
き
の
局
面
を
静
止
し
て
確
か
め

た
り
す
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）
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各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

体
育

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

体
育

②
生
徒
一
人
一
人
が
課
題
を
明
確
に
把
握
す
る
場
面
 

自
己
の
動
き
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

り
撮
影
し
，
そ
の
場
で
映
像
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
技
能
に
お
け
る
自
己
の
課
題
を
明

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
，
課
題
を
解
決
す
る
方
法
を
思
考
，
判
断
し
，
選
択
す
る
際

の
参
考
と
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
 例
え
ば
，
器
械
運
動
や
陸
上
競
技
な
ど
に
お
い

て
は
，
動
き
の
局
面
を
ス
ロ
ー
再
生
や
静
止
画
で
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
で
，
自
己

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
向
性
や
課
題
解
決
に
向
け
た
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

音
楽

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

音
楽

①
音
楽
表
現
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
を
得
た
り
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
，
ど
の
よ
う
に
表
現

す
る
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
も
つ
場
面
  

音
楽
づ
く
り
や
合
奏
な
ど
で
楽
器
の
組
合
せ
を
工
夫
し
て
い
く
際
に
, ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
で
楽

器
の
音
色
を
変
え
て
試
し
な
が
ら
, ど
の
組
合
せ
が
合
い
そ
う
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
際
の
合
奏
や
音
楽
づ
く
り
の
活
動
で
は
, 担
当
す
る
楽
器
や
パ
ー
ト
を
変

え
る
こ
と
は
技
能
的
に
難
し
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
が
, そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
し
た

り
, 異
な
る
楽
器
や
パ
ー
ト
を
練
習
し
直
す
手
間
や
時
間
を
省
い
た
り
す
る
な
ど
, 思
考
, 判

断
, 表
現
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
 

③
学
校
の
壁
を
越
え
た
学
習
や
家
庭
学
習
に
お
い
て
活
用
す
る
場
面
 

表
現
や
鑑
賞
の
活
動
で
扱
う
曲
や
楽
器
な
ど
に
つ
い
て
, イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
教
材

を
用
い
て
情
報
収
集
し
た
り
, ま
た
, イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
, 遠
隔
地
や
海
外
の
学
校
, 

学
校
外
の
音
楽
家
等
と
音
楽
を
通
し
て
交
流
し
た
り
, 音
楽
学
習
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
っ

た
り
, さ
ら
に
は
共
同
で
音
楽
作
品
等
を
制
作
し
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

図
画
工
作

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
小
）
 

図
画
工
作

①
感
じ
た
こ
と
や
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
造
形
的
に
表
す
場
面
  

児
童
の
IC
Tの
活
用
は
, 造
形
遊
び
を
す
る
活
動
に
お
い
て
造
形
的
な
活
動
が
で
き
そ
う
 

な
場
所
を
探
す
と
き
に
, 候
補
の
場
所
を
端
末
で
撮
影
し
, グ
ル
ー
プ
で
相
談
す
る
際
の
資

料
と
す
る
, 作
品
や
自
分
た
ち
の
活
動
を
端
末
で
撮
影
す
る
こ
と
で
, 更
に
新
た
な
発
想
や

構
想
を
す
る
こ
と
の
き
っ
か
け
に
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
絵
や
立
体
, 

工
作
に
表
す
活
動
に
お
い
て
, 端
末
で
コ
マ
撮
り
し
た
画
像
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
編
集
し
, 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

美
術

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

美
術

②
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
，
創
造
的
に
表
す
場
面
 

映
像
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
表
現
は
，
今
後
も
大
き
な
発
展
性
を
秘
め
て
お
り
，
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
は
表
現
の
幅
を
広
げ
，
様
々
な
表
現
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
重
要
で

あ
り
，
美
術
の
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
，
効
果
的
に
写
真
・
ビ
デ
オ
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）
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各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
 

家
庭

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実

家
庭

②
知
識
及
び
技
能
を
習
得
し
, 解
決
方
法
を
検
討
す
る
場
面
  

生
活
経
験
が
不
足
し
て
い
る
児
童
に
は
, よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
, 例
え
ば
, 玉
結
び
の
仕
方
を
, 端
末
等
を
用
い
て
動
画
で
確
認
し
, 自
分
の

玉
結
び
と
比
べ
て
ど
こ
が
違
う
の
か
を
考
え
, 何
度
も
確
認
し
な
が
ら
練
習
し
, 技
能
の
習

得
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
  

③
解
決
の
見
通
し
を
も
ち
, 計
画
を
立
て
る
場
面

調
理
や
製
作
, 献
立
作
成
な
ど
, 児
童
が
各
自
の
課
題
に
取
り
組
む
際
, デ
ジ
タ
ル
教
材
  

等
を
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
, 作
り
た
い
袋
を
考
え
, 作
り
方
の
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
収
集
し
た
り
, 動
画
で
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
, 

調
理
計
画
を
立
て
た
り
, 献
立
作
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
て
一
食
分
の
献
立
の
栄
養
 

バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

家
庭

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

家
庭

④
調
理
・
製
作
等
の
実
践
活
動
を
行
う
場
面
 

調
理
や
製
作
の
過
程
で
は
，
例
え
ば
，
「
切
り
方
」
「
煮
る
，
焼
く
，
蒸
す
等
の
火
加
減

の
調
節
の
仕
方
」
「
縫
い
方
」
の
動
画
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
一
人
一
人
の
理
解
や

つ
ま
ず
き
の
状
況
に
応
じ
た
学
び
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
，
生
徒
の
知
識
・
技
能
の
定
着

に
つ
な
が
る
。
ま
た
，
一
人
一
人
が
異
な
る
物
を
製
作
し
た
り
，
調
理
し
た
り
す
る
場

合
，
生
徒
の
技
能
や
進
度
に
応
じ
た
学
習
を
進
め
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
，
実
践

活
動
に
お
い
て
は
，
注
目
し
た
い
プ
ロ
セ
ス
や
完
成
し
た
作
品
・
料
理
な
ど
を
動
画
や
写

真
と
し
て
撮
影
し
，
そ
れ
を
振
り
返
り
に
活
用
し
た
り
，
作
品
集
や
レ
シ
ピ
集
の
資
料
と

し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

総
合
的
な
学
習
の
時
間

各
教
科
等
に
お
け
る
IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
充
実
（
中
）
 

総
合
的
な
学
習
の
時
間

②
情
報
を
整
理
す
る
場
面
 

収
集
し
た
情
報
の
整
理
は
，
入
手
し
た
情
報
の
重
要
性
や
信
頼
性
を
吟
味
し
た
上
で
，
比

較
・
分
類
し
た
り
，
複
数
の
も
の
を
関
連
付
け
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
，
新
し
い
情

報
を
創
り
出
し
，
そ
う
し
た
学
習
活
動
の
結
果
を
文
章
や
レ
ポ
ー
ト
，
論
文
な
ど
に
ま
と

め
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
と
き
 IC
T 
の
強
み
を
生
か
す
よ
う
に
し
た

い
。
例
え
ば
，
生
徒
間
の
情
報
共
有
や
協
働
的
な
学
習
を
促
す
た
め
に
も
，
複
数
の
生
徒

が
同
じ
画
面
を
見
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

ツ
ー
ル
や
他
の
生
徒
の
考
え
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

文
部
科
学
省
（
20
20
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
（
追
補
版
）

IC
Tの
「
学
び
」
へ
の
活
用

文
部
科
学
省
（
20
20
）
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
へ
 

ht
tp
s:
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w
w
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ex
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o.
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/2
02
00
62
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m
xt
_s
yo
to
01
-0
00
00
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78
_1
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df
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社
会
に
お
け
る
 

情
報
化
の
急
速
な
進
展
と
教
育
の
情
報
化

文
部
科
学
省
（
20
19
）
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
よ
り

（
略
）
社
会
生
活
の
中
で
IC
Tを
日
常
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
世

の
中
と
な
る
中
で
、
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む

た
め
に
は
、
学
校
の
生
活
や
学
習
に
お
い
て
も
日
常
的
に
IC
Tを
活
用
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
IC
Tは
、

教
師
の
働
き
方
改
革
や
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
の
充
実
な
ど
の
側
面
に
お
い
て
も
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
の
学
び
に
と
っ
て
は
、
IC
Tは
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
で

あ
り
、
IC
T 
環
境
は
鉛
筆
や
ノ
ー
ト
等
の
文
房
具
と
同
様

に
教
育
現
場
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強

く
認
識
し
、
そ
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
教
育
の

情
報
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

日
 

常
 

的
 

活
 

用

効
 
果
 
的
 
活
 
用

H
ito
sh
i N
A
KA
G
AW
A

授
業
で
の
活
用

授
業
以
外
で
の
活
用

④
①

③
②

文
部
科
学
省
（
20
21
）
G
IG
A
 S
tu
DX
推
進
チ
ー
ム
か
ら
の
情
報
提
供
等
,学
校
の
1人
1台
端
末
活
用
等
に
関
 す
る
担
当
者
連
絡
会
議
(第
2回
) 資
料

こ
れ
か
ら
の
学
び
を
支
え
る
IC
Tや
 

先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て

子
供
た
ち
が
多
様
化
す
る
中
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
個
別
最
適
化
さ
れ
た
 

学
び
の
実
現
に
は
、
教
師
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
IC
T環
境
や
先
端
技
術
が

不
可
欠
。
IC
T環
境
や
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
可
能
に
。

1 
学
び
に
お
け
る
時
間
・
距
離
な
ど
の
制
約
を
取
り
払
う
こ
と
 

※
 遠
隔
教
育
に
よ
り
、
様
々
な
状
況
の
子
供
た
ち
の
学
習
機
会
が
確
保
さ
れ
る
な
ど

2 
個
別
に
最
適
で
効
果
的
な
学
び
や
支
援
 

3 
可
視
化
が
難
し
か
っ
た
学
び
の
知
見
の
共
有
や
こ
れ
ま
で
に
な
い
知
見
の
生
成

4 
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

現
状
の
情
報
化
の
致
命
的
な
遅
延
や
地
域
間
格
差
は
、
学
習
環
境
・
職
場
環
境
と
し
 

て
大
問
題
。
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
も
、
令
和
の
学
校
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
 

実
現
に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
で
、
国
の
取
組
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
（
20
19
）
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
 論
点
取
り
ま
と
め

総合科学研究　第 号
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A
Iや
デ
ー
タ
の
力
と
教
師
の
経
験
値
と
の
共
存

人
間
の
強
み
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
現
実
世
界
を
理
解
し
、
そ
の
状

況
に
応
じ
た
意
味
付
け
が
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
A
I が
人
間
の

能
力
を
は
る
か
に
超
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
A
I の
本
質
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
現
在
の
 

A
I は
情
報
の
「
意
味
」
（
背
景
に
あ
る
現
実
世
界
）
を
理
解
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
A
I に
目
的
や
倫
理
観
を
与
え
る
の
は
人
間

で
あ
る
。
（
略
）
A
I や
デ
ー
タ
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
強
み
を
更
に
伸
ば
し
、
あ
る
い
は
弱
点
を
補
い
な
が
ら
新
た
な
地

平
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
可
能
に
な
る
。

So
ci
et
y 
5.
0 
に
向
け
た
人
材
育
成
に
係
る
大
臣
懇
談
会
 新
た
な
時
代
を
豊
か
に
生
き
る
力
の
育
成
に
関
す
る
省
内
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
20
18
）
So
ci
et
y 
5.
0 
に
向

け
た
人
材
育
成
 ~
 社
会
が
変
わ
る
、
学
び
が
変
わ
る
 ~

文
部
科
学
省
（
20
21
）
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
係
る
論
点
整
理
(中
間
ま
と
め
)

ズ
レ
の
自
覚

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
何
か

こ
れ
ま
で
の
授
業
方
法
、
教
科
書
の
位
置
付
け
、

教
師
の
役
割
、
学
校
の
あ
り
方
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
の
ツ
ー
ル
と
の
関
わ
り
を
再
考
・
再
構
築

す
る
き
っ
か
け

H
ito
sh
i N
A
KA
G
AW
A

講
演
者
関
連
書
籍
 

情
報
化
社
会
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
教
育
 

苑
復
傑
、
中
川
一
史
（
編
著
）
 

放
送
大
学
教
育
振
興
会
 

ht
tp
s:
//
w
w
w
.a
m
az
on
.c
o.
jp
/情
報
化
社
会
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
教
育
-放
送
大
学
教
材
-苑
-

復
傑
/d
p/
45
95
32
21
78

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
実
現
す
る
学
び
の
未
来
 

ST
E(
A
)M
教
育
を
始
め
る
前
に
［
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
10
］
 

中
川
一
史
・
小
林
祐
紀
・
兼
宗
　
進
・
佐
藤
幸
江
／
編
著
 

翔
泳
社
 

ht
tp
s:
//
w
w
w
.s
ho
ei
sh
a.
co
.jp
/b
oo
k/
de
ta
il/
97
84
79
81
65
57
8

○
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
時
代
の
学
び
を
拓
く
！
 

PC
1人
１
台
授
業
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク

中
川
一
史
・
赤
堀
侃
司
／
編
著
 

ぎ
ょ
う
せ
い
 

ht
tp
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/d
et
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l/1
06
51
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事 業 概 要
（令和３年度）
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総合科学研究　第 号

　研　究　所
　　研究所所員　所長　渋谷　　寿　　顧問　河村　瑞江　　主任　山中　なつみ　　教授　越原　一郎
　　　　　　　　職員　牧野　弘実

　運営委員会
　　委員会構成員　委員長　森屋　裕治
　　　　　　　　　委　員　河合　玲子　　羽澄　直子　　福田　峰子　　三宅　元子

　①　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委　員　河合玲子・羽澄直子・福田峰子・三宅元子・森屋裕治
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度運営委員長選出
　　　　　　 ．令和 年度事業計画
　　　　　　 ．令和 年度予算計画
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号進捗状況
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号進捗状況
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．令和 年度　大学講演会について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度　総合科学研究所事業計画案
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所名簿
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所年間スケジュール（参考）
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所予算案
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所決算・予算執行一覧
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号　配布部数・送付先リスト
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号　構成案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号　発行部数案
　　　　　　 ．令和 年度　「開かれた地域貢献事業」応募一覧
　　　　　　 ．大学講演会一覧（平成 年度～）
　　　　　　 ．令和 年度　越原学園　地域連携事業一覧
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所宛送付物一覧（R . ）

　②　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　森屋裕治
　　　　　　委　員　河合玲子・羽澄直子・福田峰子・三宅元子
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．令和 年度　大学講演会について
　　　　　　 ．令和 年度予算計画について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号の報告
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　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号の発行について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度　瑞穂児童館共催講座／イベント　企画一覧
　　　　　　 ．瑞穂児童館第 回打ち合わせ会　記録
　　　　　　 ．大学講演会一覧（H 年度～）
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所　予算
　　　　　　 ．令和 年度　研究会予算増額希望に関する資料
　　　　　　 ．令和 年度　研究会予算変更に関する資料
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号　配布先一覧
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号　発行部数案・背景色検討資料
　　　　　　 ．「瑞穂区民まつり 」延期に関するお知らせ
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　③　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） ： ～ ：
　　出席者：委員長　森屋裕治
　　　　　　委　員　河合玲子・羽澄直子・福田峰子・三宅元子
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度　大学講演会について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号報告
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究募集について
　　　　　　 ．予算についての検討
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．大学講演会一覧（H 年度～）
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号　配布部数一覧
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号　目次案・スケジュール案
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究　応募要領
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究　申請書（K- ）
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究　研究組織（K- ）
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究　研究目的・計画（K- ）
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究　予算申請書（K- ）
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究　研究業績（K- ）
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所予算
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所予算執行状況（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所予算配分案
　　　　　　 ．令和 年度予算提出までのスケジュール
　　　　　　 ．令和 年度　瑞穂児童館共催講座／イベント　企画一覧
　　　　　　 ．令和 年度　地域連携窓口対応一覧（R . ～R . ）
　　　　　　 ．瑞穂区民まつり 中止のお知らせ
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）
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総合科学研究　第 号

　④　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　森屋裕治
　　　　　　委　員　河合玲子・羽澄直子・福田峰子・三宅元子
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究採択
　　　　　　 ．令和 年度予算について
　　　　　　 ．令和 年度　大学講演会について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号について
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．私大等経常費補助金に係る調査
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度　総合科学研究所　予算案
　　　　　　 ．平成 ～令和 年度　予算と決算
　　　　　　 ．令和 年度　予算執行一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所　決算報告書
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号　目次
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号　構成案・発行部数案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号　構成案・発行部数案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号　背景色・巻頭言執筆者検討資料
　　　　　　 ．令和 年度　越原学園　地域連携事業一覧（中間報告）
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座　実施記録
　　　　　　 ．瑞穂区役所　第 回打ち合わせ会　記録
　　　　　　 ．「開かれた地域貢献事業」における倫理的配慮に関するガイドライン案
　　　　　　 ．自己点検評価書
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　⑤　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　森屋裕治
　　　　　　委　員　河合玲子・羽澄直子・福田峰子・三宅元子
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究について
　　　　　　 ．令和 年度　大学講演会について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号の発刊について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号の発刊について
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．予算について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度　大学講演会開催案内案・次第案・スケジュール案・アンケート案
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号　構成・背景色検討資料
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号　構成



─　　─

　　　　　　 ．瑞穂児童館共催クリスマスイベント アンケート結果および用紙
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催クリスマスイベント　実施記録
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座　実施記録
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所予算
　　　　　　 ．令和 年度　予算執行一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度　機関研究「食と健康」予算執行状況、予定
　　　　　　 ．年度末執行状況と書類締切の連絡文書
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～R . ）

　⑥　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　森屋裕治
　　　　　　委　員　河合玲子・羽澄直子・福田峰子・三宅元子
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度事業報告
　　　　　　 ．令和 年度決算報告
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．「総合科学研究だより」 号について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号について
　　　　　　 ．大学講演会について
　　　　　　 ．連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度　総合科学研究所事業報告
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所予算執行状況一覧表
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座　実施記録・アンケート結果考察・アンケート結果
　　　　　　 ．瑞穂保健センターからの要望・課題等
　　　　　　 ．令和 年度　地域貢献事業　応募要領、応募用紙、募集案内メール文案
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号　配布先・部数一覧表
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号　配布部数・外部送付先一覧表
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号　構成、配布先・部数一覧表
　　　　　　 ．令和 年度　大学講演会報告、アンケート集計結果
　　　　　　 ．大学講演会一覧（平成 年～）
　　　　　　 ．令和 年度　地域連携窓口業務対応一覧
　　　　　　 ．令和 年度　越原学園　地域連携事業一覧
　　　　　　 ．総合科学研究所執筆要項
　　　　　　 ．プロジェクト研究　応募要領
　　　　　　 ．令和 年度　機関研究「食と健康」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度　機関研究「女子教育」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度　機関研究「大学授業法 」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度　研究メンバー募集案内、機関研究申込承認願
　　　　　　 ．令和 年度　越原学園　地域連携事業一覧
　　　　　　 ．令和 年度　総合科学研究所宛送付物一覧
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　　幼児保育研究会グループ
　　　〈幼稚園教員〉　渋谷寿　　森岡とき子　　光崎亜紀美　　関戸紀久子　　平岩保子　　渡邊和代
　　　　　　　　　　壁谷紫織　　白木律子　　竹内敦子　　皆川奈津美
　　　〈大 学 教 員〉　河合玲子　　柴田悦子　　田中弘美　　坪井眞里子　　山田勝洋　　吉川直志

　　 ．研究会
　　　　　第 回　令和 年 月 日（火） 時 分～ 時 分「令和 年度研究計画について」
　　　　　　　　　　　　参加者：渋谷寿・森岡とき子・河合玲子・田中弘美・坪井眞里子・山田勝洋
　　　　　　　　　　　　　　　　牧野弘実

　　　　　第 回　令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分「令和 年度実践報告」
　　　　　　　　　　　　参加者：渋谷寿・幼稚園教諭 名・河合玲子・坪井眞里子・山田勝洋
　　　　　　　　　　　　　　　　吉川直志・牧野弘実

　　研究課題　学生の保育パフォーマンスを高めるための評価方法を導入した保育実習指導について
　　　　　　　─領域「表現」を中心とした保育実践にルーブリック指標による PA
　　　　　　　（パフォーマンス・アセスメント）シートを活用した取り組み─
　　　　　　　平澤節子（代表）・山本麻美

　総合科学研究所では、平成 年度より「開かれた地域貢献事業」を企画し実施している。令和 年度は名古屋市
瑞穂児童館、瑞穂区役所との共催でイベントや講座を行うこととなった。名古屋市瑞穂保健センターとの共催講座は、
新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、本年度の講座は中止とした。

　平成 年度より、学園の地域連携事業の窓口を担っている。
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　　講　師：中川一史　氏（放送大学 教養学部 情報コース 教授）
　　　　　　佐藤幸江　氏（放送大学 客員教授）
　　　　　　松下幸司　氏（香川大学 教育学部 准教授）
　　内　容：「教育のための ICT の活用について」
　　日　時：令和 年 月 日（火） 時 分～ 時 分
　　場　所：Zoom配信
　　参加者：名古屋女子大学・短期大学教職員　計 名
　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大予防のため、Zoomを使用し、個人のパソコンからの視聴とした。希望者に対

して、名古屋女子大学南 号館 講義室を配信会場とした。



資　　　料
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総合科学研究　第 号

 平成 年 月 日制定　　
 平成 年 月 日最終改正
第 条（趣旨）
　　名古屋女子大学学則第 条に基づき、名古屋女子大学総合科学研究所（以下、「研究所」という。）に関する規
程を定める。

第 条（所在地）
　　研究所は、名古屋女子大学内に事務所を置く。
第 条（目的）
　　研究所は、名古屋女子大学の建学の精神に基づき、自然・家政及び文化・教育に関する理論並びに実際を研究す
ると共に、その専門分野の枠にとらわれず広く共同研究、調査を推進し、文化の創造と学術の進歩、併せて地域文
化の進歩向上に貢献することを目的とする。

第 条（事業）
　　研究所は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　（ ）本学創立者及び女子教育に関する研究
　　（ ）自然・家政及び文化・教育に関する研究並びに調査
　　（ ）広く専門分野の枠を越えた総合的な共同研究
　　（ ）研究成果、調査資料の普及発表及び研究報告書などの刊行
　　（ ）研究会、報告会、講演会の開催
　　（ ）研究資料の収集・整理及び保管
　　（ ）国内、国外の研究機関との連絡並びに情報交換
　　（ ）その他、目的達成に必要な事業
第 条（所員）
　 　研究所は、次の者をもって構成する。
　　（ ）所長　（ ）主任　（ ）所員　（ ）事務職員　（ ）研究員
　 　所長、主任及び専任の職員は理事長が任命し、その他の兼務者は所長が委嘱する。
　 　第 項第 号に規定する所員は次の各号により構成する。
　　（ ）名古屋女子大学、名古屋女子大学短期大学部及び付属幼稚園の専任教員
　　（ ）その他、第 条の目的に賛同する者で、研究所長が認めた者
第 条の （顧問）
　 　研究所は、必要に応じて顧問を置くことができる。
　 　顧問は理事長が委嘱する。
第 条（任務）
　 　所長は、研究所を代表し、庶務を掌理する。その任期は 年とし、再任を妨げない。
　 　顧問は、原則として運営委員会、機関研究会議等に出席することとし、所長に助言するなど研究所の運営に助

力する。
　 　主任は、所長の職務を補佐し、所長に事故あるときは、その職務を代行する。
　 　事務職員は、所長の命を受け事務を担当する。
第 条（監事）
　 　研究所に監事 名を置き、理事長が委嘱する。
　 　監事は次の職務を行う。
　　（ ）財産の状況並びに職員の業務執行の状況を監査する。
　　（ ）財産の状況または業務について不整の事実を発見した場合は、これを学長または運営委員会に報告する。
第 条（運営委員会）
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　 　研究所の運営を円滑に行うため、研究所運営委員会（以下、「委員会」という。）を置く。
　 　委員会は、所長の諮問に応じ研究所の運営に関する重要事項を審議する。
　 　委員会は次の委員をもって組織する。委員は、所長が名古屋女子大学及び名古屋女子大学短期大学部専任教員

の中から 名を推薦し、学長が指名する。
　 　委員の任期は 年とし、再任を妨げない。
　 　委員会には、委員長を置き、委員の互選により選出する。
　 　委員会は委員長が招集し、その議長となる。
　 　委員会は委員の過半数の出席によって成立し、議事は過半数の賛成によって成立する。
　 　所長は前項の規程にかかわらず、必要のある場合は構成員以外の者を出席させ発言させることができる。
第 条（研究員）
　 　研究所に研究員を置くことができる。研究員は次の資格を有する者の中から選考のうえ所長がこれを許可する。
　　（ ）大学（短期大学部も含む）を卒業した者またはこれに準ずる資格のある者。
　　（ ）その他所長が特に認めた者
　 　研究員を希望する者は、次の各号の所定の書類等を提出するものとする。
　　（ ）本研究所所定の申込書　（ ）履歴書　（ ）最終学校卒業証明書
　 　研究員として許可された者は、所定の登録料を納めなくてはならない。
　 　登録料については別表に定める。
第 条（会計）
　 　研究所の経費は、校費、助成金、寄付金その他をもってこれにあてる。
　 　会計に関する事項は別に定める。
第 条（顧問料）
　第 条の に規定する顧問に、別に定める顧問料を支給する。
第 条（規程）
　この規程の改廃は、常務理事会の議を経て理事長が定める。

附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
．この規程は、平成 年 月 日から施行する。
．心理教育相談室内規は、この規程施行の日から、これを廃止する。

別表
（総合科学研究所研究員の登録料）

金　額 納付期限

登録料　半期 , 円 指定する日



　学内外の多くの先生方のご協力、ご支援をいただきまして、『総合科学研究』第 号を発行
できました。機関研究やプロジェクト研究などに携わった先生方、また本研究所の研究活動に
ご理解、ご協力くださった方々に厚く御礼申し上げます。
　今号においても、授業法の研究から女子教育など、教育活動に関する研究報告、実践報告を
掲載しております。また、コロナ禍において規模の縮小や開催方法の工夫をしながら開かれた
地域貢献事業の名古屋市瑞穂保健センター、瑞穂児童館、瑞穂区役所との共催事業についても
報告をまとめました。さらに、コロナ禍のためオンラインで開催しました大学講演会等につい
ても開催概要を報告しております。
　昨年度に引き続き、コロナ禍の影響を受け、教育研究活動をはじめ、地域との共催事業に至
るまで影響が続いております。そのような中において、教育研究活動等に一生懸命に努力され
た先生方、関係者の皆さま、また地域の方々に厚く御礼申し上げます。
　コロナの終息を願いつつ、先生方による教育研究活動や地域への貢献活動がさらに発展する
よう、本研究所へのご支援をよろしくお願い申し上げます。

 福田峰子

令和 年 月 日発行

発行者　名古屋女子大学総合科学研究所
　　　　所　長　　　　　渋 谷　　 寿

〒 ‒ 　名古屋市瑞穂区汐路町 ‒

編集委員
　委員長　福田　峰子
　委　員　渋谷　　寿　　河村　瑞江　　山中　なつみ
　　　　　森屋　裕治　　河合　玲子　　羽澄　直子
　　　　　三宅　元子　　牧野　弘実
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